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　線路沿いをずっと歩いてた。花火は遠く、人もまばら。手は繋げそうにない。隣を歩きながら、さっきまでは聞こえなかった下駄の音がやたらと目立って聞こえた。

「ここから、花火がよく見えるんだ」

　見かけたことならあるけれど、普段の生活だと立ち寄ったりなんてしない、神社があった。名前も知らないその神社の石畳の上で、玄が言う。

「え？　ちょ、マズくねぇ？」

「まぁ、マズいだろうな」

　チラッと玄が見た看板にはでっかい文字で、「花火大会当日、神社への関係者以外の立ち入りを固く禁ず」って書いてある。しかも、境内に続く階段にはご丁寧にぶっといチェーンが張られていて、見た目、完全封鎖だ。そのチェーンに触れると、ジャランジャランって静まり返ったここじゃ派手すぎて驚くような金属音がした。

　マズいなんてもんじゃねぇだろ。この注意文ここの神主が書いたんじゃねぇの？

　それなのに俺達は花火を見に来たってすぐにわかりそうな浴衣姿。

「案外、真面目だな、風雅は」

「はぁ？」

　てめぇが、案外どころじゃねぇくらいに、不真面目なだけだろうが。

　玄は躊躇う俺の手首をまた掴んで、少しだけ引っ張る。こんなデカデカと書いてあれば、誰だってここで呑気に花火見物なんてしようなんて思わない。線路沿いだから店もない。この神社の一角は静かすぎて耳鳴りがしそうだ。

「大丈夫、ここ、会長に教わったから。あの人、そういうのすごいから」

「はぁ？」

「神主はこの張り紙だけして、毎年、会場の特等席で花火見物らしい」

　あ、でも、あの人なら、そういうの、たしかにすごそう。色々知ってそう。渡辺さんって、たまに思うけど、敵にしないほうがいい大人かもな。大人なんてムカツク奴ばっかって思ってるとこがあったけど、あの人って、そういう大人に当てはまらない。っつうか、太鼓サークルの大人で、ムカつくような人がいねぇ。

「……でもさ」

「会長、本人がすでに実証してるからって」

　実証って。つか、どうして、ここに侵入可能かどうかって調べたのか、とかさ、あの人のことだし、いかがわしいことしか想像できねぇんだけど。

「ほら、連打第一弾始まったぞ」

　ヒュー、ドン、って、小さい花火がいくつも上がって、花束みたいに夜空に輝く。パンパン、バン、パンパンって渇いた音が空気を伝って耳に届く。

「風雅、上ろう。足元見て」

　ついさっきまでふたりで歩いてたカランコロンって下駄の音が、階段が石畳だからか、もっと軽く、まるで小さなでんでん太鼓でも鳴らしてるみたいに、跳ねてた。

「あ、また、上がった。今度はでかいかもな」

　キュルルル、って、連続で聞こえる花火の音を掻き分けるように、空高くのびていく音。

「でかいぞ」

　俺の手を引いて階段を登る玄の、少し笑ってる、楽しそうな横顔がものすごい大きな音と一緒に青い光りに照らされた。尺玉の破裂音はものすごくて、会場にいたら、きっと心臓の当たりがビリビリするだろう。ここでも、衝撃が音に乗っかって、胸んとこを叩いて、ドクドクと鼓動を早くする。

　何発も上がり続ける花火、紺色の浴衣を着た背中に、その花火の色が反映されて、打ち上がるたびに浴衣の模様を浮かび上がらせる。

　神社境内の横にある建物を伺うと玄関らしきとこに電気はついてるけど、人の気配はしない。花火の音に混じってても、それなりに、俺達の下駄の音が響いている。でも、中から激怒した神主が出てくる気配はなかった。

「あっちに座ろう」

　手を引かれて、境内横にある、大きな木の根元に玄がハンカチを敷いてくれて、その上に座った。

「俺、女じゃねぇんだけど」

「白い浴衣が汚れたらやだろ？」

　笑ってた。着物っていうか、この着物姿を玄に見せたかったっていう俺の気持ちを大事にされている気がして、なんかムズムズする。

「あ、また、上がったぞ、でかいの」

　玄が心なしかはしゃいでる。さっきよりも高いところまで伸びていく火の玉の跡を追うように玄の視線も上へ、上へ。

　その少し後、先に大きく開いた花火に玄の横顔が今度は白く輝く。俺もその視線の先を追いかけたら、花火がチラチラ閃光を放ちながら、すだれみたいに垂れて落ちていった。

「あ！　あれ、真下で見てるとビビんねぇ？」

　隕石が降り注ぐＳＦ映画のワンシーンみてぇに、自分の頭の上に落っこちてきそうな火の玉に、その場にいるとちょっとしたざわめきが起きるんだ。

「あぁ、そうだな」

　去年まではお互いに別々の奴と観に行っていた。会場で、俺はそんときに付き合っていた女と。玄はあの、中学の元カノと一緒に来たことだってあるだろ。男とつるんでるタイプじゃねぇし、女もきっとこいつを放っておかない。そんなの言い出したらきりがない。ジメジメしたいわけじゃねぇ。

「あ！　玄！　すげ、スマイルマークの花火！」

「かなり歪んでるけどな」

「アハハ、たしかに、つか、ヤケクソみたいにスマイル連打だな」

　でもどれひとつとしてばっちり笑顔になってねぇ。円が水平になってて、こっからじゃほぼ、ただの棒にしか見えなかったり、斜めだったり。

「あれなんて真っ逆さまじゃん」

　指差して変な向きに上がる花火に笑ってた。俺達しかいない、秘密の花火会場で。

　この日のために玄は渡辺さんに訊いてくれたんだろ。そういうことを訊いたりするの、苦手なくせに、それでも、手を繋いで花火を観られる場所を探してくれた。ふたりっきりになれそうな穴場スポットを知らないかって。

　どんな顔して訊いたんだろう。想像するだけで胸のとこにじんわりしたものが広がる。

　豆シバとポニテも一緒なのかよって、少しだけ残念に思ったけどさ。なんで、あんな一番混んでる時間に待ち合わせたんだよって文句が浮かんだけどさ。

　あの時間じゃないと、いけなかったんだ。もっと早い時間、四人で行動するのが楽な時間じゃ、はぐれることができない。ポニテと豆シバをくっつけようっていう作戦も兼ねているから、俺達ペアでそこから抜けたとしても違和感がないように。玄が優秀な脳みそ使って考えてくれた。




「浴衣、初めて自分で着付けたよ」

　玄が花火の合間にぼそっと呟いた。

「え？」

「一生懸命に習った。風雅に見せたくて」

「……」

「カッコよかったか？」

「……」

「おい、無視するな」

　花火？　花火のせいで顔真っ赤なのか？　次から次に上がる花火は色とりどりなのに、玄の頬は赤く見える。

「すげ、カッコいいよ」

「そうか……ありがと。風雅も」

　マジでカッコいい。高校生で浴衣姿ってそんなに色っぽいのかよって、文句をつけたくなるくらい、女がガン見してくるくらいに、カッコいい。

　なぁ、俺が玄に浴衣姿を披露したかったみたいに、お前も必死こいて店の人に習ったのか？

「風雅は、すごく綺麗だ」

　なんで、そんなすげぇ嬉しそうな顔して、照れながら、こっち見るんだよ。

　花火が上がる度に色が変わる中、ずーっと、うっすら赤面とかしやがって。

「そりゃ、お前に見せようと思って、ひとりで頑張って選んだからな」

「……あぁ」

「白い浴衣、喜んでくれっかなって、超、選んだんだぞ」

「あぁ」

　なのに、豆シバ達が一緒にいて、少し残念だったんだぞ。お前に見せたかっただけなのに、お前より先にあいつらが色々言ってくるから。

「俺も、風雅にカッコいいって言ってもらいたくて、これ、選んだんだ」

　カッコよすぎだっつうの、マジで逆ナンされるぞ、てめぇ。って、注意したかったのに、それよりも先にキスしたくて。

「……ン」

　キスしたら、もっと、近くに行きたくなって、注意し忘れた。

「風雅」

　キスしながら、うっすら目を開けたら、玄の眼鏡のレンズに花火が反射して綺麗で、ドキドキした。表情が、赤、青、緑、白っていろんな色に変わって、目が離せなかった。

　花火の音にキスの音が混ざる。他には何も聞こえなくて、マジでふたりっきりみたいに思えてくる。キスの合間に零れる甘ったるい吐息だけに浸りそうになる。

「ン、んっ」

「風雅、覚えてるか？」

「？　あっン！」

　バカ、首筋、そんな強めに吸うなよ。痕が、って、そっか、もう夏休みだから学校のプールは気にしなくていいのか。もう夏休みだから。

　首筋吸われてこんなにビクビクって反応するようになった。うなじのとことか、本当にそれだけで勃つくらいに敏感になった。

「浴衣の風雅が見たいって。それと」

　言葉で煽られただけで、鈴口からジトッて先走りが溢れるくらい。

「玄っ、ぁ、首筋、やべぇ」

「浴衣、脱がせるの、楽しそうだなって前に言ったの覚えてるか？」

「あぁぁぁっ」

　浴衣だから、侵入を許すのがすげぇ簡単。手はボタンを外すこともなく、捲りもせずに、ただ、スルリと布の合わせ目から忍び込んで、腹を指先でくすぐった。そのまま脇腹を撫でられただけで、ゾクゾクッ、って、強めの快感が下半身に滲む。そして、その下半身には玄の身体がすでに割り込んでいて、閉じられない。

「ぁ、玄っ」

「ゾクゾクする。ハンカチ、そのために持ってきたんだ。浴衣、汚れないだろ？」

　なんだよ。最初から、外でするつもりだったのかよ。俺は、別に、そんなん考えてなかったからな。玄ほどスケベじゃねぇから、マジで純粋に浴衣姿を見せたかっただけだし。

「ぁ、ンっ、乳首、抓んなっ」

「イイくせに」

　背中を木の幹に寄りかからせて、脚を開いて、乳首を抓られてる。完全屋外なのに、声が止まらない。浴衣の合わせ目なんて、もう広げた脚のせいで丸裸同然だ。神社はろくな街灯がなくて、薄暗いけど、こんな声出してれば、この木に隠れたところで何をしてるかなんて、すぐにわかる。

「あぁぁぁっン！」

　首筋に吸いつかれては、甘い声をあげる唇を噛まれて、また、反対側の首筋にキスされる。肩が揺れて、白い浴衣がスルリと滑り落ちた。

「た、楽しそうにすんなよっ」

「無理なこと言うな」

　キュンって、乳首を指で摘まれて、腰が勝手に揺れた。気持ちよくて、太腿を閉じてんだか、玄を逃がさないように捕まえてるんだからわからない。

「あっはぁっ！」

　暗がりの中でも花火の明かりで照らされた玄の顔が男っぽくて、雄って感じで、喉が鳴った。聞こえてねぇだろうけど、ごくって確かに鳴った。俺が肩にしがみ付いたり、太腿でホールドしてたせいか、俺ほどじゃねぇけど乱れた紺色の浴衣。その緩んだ布から覗く鎖骨が色っぽい。

　膝立ちになって、俺に覆い被さるように襲いかかる玄の、見えてねぇ股間部分を想像しただけで、下着の中でもう硬くなってる先端から滲んだ。

「……やっぱり色気ありすぎだ」

　ニヤリと笑う唇が俺の、コリコリになって敏感に感じまくる乳首を咥えた。

「あぁぁぁっ」

　花火で星が消えた夜空に、喉を反らして喘ぐ。

「風雅の浴衣、男がチラチラ見てたぞ」

「は、ぁ？　んな、わけねぇっつうの」

「目立ってた」

　その言葉、そのままそっくりお前に返す。お前が待ってた店んとこ。女が何人も声かけたそうにじっと背中を見つめてた。その視線にこいつが気がつかないわけがねぇ。

　首筋ばっか攻めてた舌が、先を尖らせて、乳首の先端をいじる。押し潰されるのに反発するほど、もっと硬くしこる乳首を今度は舐めて、唾液まみれにしていく。

　声が我慢できなくて、口元を手の甲で抑えてみるけど、息が止まって、声が詰まる分、快楽も身体の中に閉じ込められるみたいだった。どんどん感度ばっかりが上がっていく。自然と腰が玄を求めて揺れ始める。

「あっ、はぁ……ン、玄」

　乳首が玄の唾液でびしょ濡れだ。名前を呼んだら、一瞬、顔上げてくれたけど。

「あ、んんんっ！　ぁ、あっ！」

　今度はいじられてなかったほうの乳首を丁寧に唇で扱くように、グリグリされて、こめかみが痛み出す。散々、舌で、尖るまで愛撫されまくった。

「はぁっ、ぁ、ン」

「風雅……」

　両方の乳首をいじられ、胸のところが疼く。これ以上触られたら、それだけで下着の中で弾けそう。

「すごい、やらしい……」

「やらしい、身体にしたの、お前、だろっ」

　ここ神社だぞ。バチ当たるかんな。そう言ったらきっと、玄はこういうんだ。

　──バチが当たっても、風雅とセックスしたい。

　そう言って、蕩けるくらい甘い微笑みを向けてくるだろう。

「玄の、フェラ、させろよ」

「っ」

　のっそりと立ち上がった玄の、布を合わせ目を捲ってみたら、窮屈そうだった。下着を下に引っ張って、弾けるように飛び出した熱の塊に、舌を這わせる。雄の形を舌でなぞって、カリ首んとこをペロペロ舐めながら見上げたら、玄が切ない顔して俺を見つめてた。

　エロくて、スケベで、そしてカッコイイこいつが俺の名前を熱っぽく呼びながら、ペニスをビクつかせてる。

「ん、ンく、んんっふぁ……」

「あおる、なよ、風雅っ」

　別に煽ってねぇ、って咥えてるせいで言えないから、代わりに口で強く扱いて、吸い付いてやった。

　ＡＶ女優じゃねぇから、ここで「美味しい」みたいなことを言うつもりねぇけど、でも、丁寧に舐めたくなる。だって、そのくらい玄の表情が美味い。もっと見たい。玄が浴衣を乱すところが見たい。舐めて、扱いて、ぴちゃぴちゃ音が立つくらいフェラしてると、嘘みたいにグンと体積を増していく。

　この硬さ、知ってる。俺の中にいるときにも、同じように太く硬くなって、いっそう激しく、前立腺も攻め立てて、奥まで連続で小突いてくるから。

「風雅っ」

「ん、っんだよ」

　強引に引き剥がされた。目の前にはビクついて、今にも精子飛ばしそうなくらい張り詰めた玄のペニスがある。

「限界……」

「あっ」

　木の幹にもたれた姿勢のまま、下着の縁に指を引っかけられただけで、声が零れた。

「色気、ありすぎだ、風雅」

「あ……ぁっ」

「それに、ここ、もうこんなに濡らしてるのか？」

「んあっ」

　下着を突き破りそうなくらいそそり勃った俺のペニスの先端を玄の指先が撫でる。布越しじゃなく、直にいじられたくて、腰を浮かせた瞬間、ズルリと下着が脱がされた。

「風雅の浴衣って、ホント、危険だな」

「あ、ぁ……ン」

　下着は片方の太腿に残したままだ。

　先走りで一箇所だけを濡らした布は敏感な腿の内側の肌に少しだけヌメリを擦りつけた。そんな、なんかエロい太腿を玄の両手でガバリと広げさせられる。浴衣の上は肌蹴て、肩から滑り落ちて、腕のところにまとわりついてる。ピンと勃ち上がる両方の乳首と、布の合わせ目を捲られて、完勃ちしたペニスが全部、花火を背にした玄に見つめられていた。

　喉鳴らして、俺の乱れすぎてる浴衣姿を視姦してる。これだけ、股広げてたら、早くってせがむようにヒクつく孔まで丸見えだ。

「玄、早く、ここ」

「待てよ。ちゃんと、慣らすから」

　我慢できねぇ。指でされただけできっとイく。

　そのくらい火照った身体の奥が、急かしてるのに、こいつのはもらえない。

「ぁ……」

　指が孔の口に触れて、奥がゾクッとした。

　玄の頭上を、尺玉のでかいやつがまた空気を裂く音を辺りに響かせながら、一気に駆け上っていった。

　来るぞって、たぶん、会場の誰もが、この花火を目で追う全員が、空を見上げてる中、俺達だけがお互いを見つめてる。

　皆が息を飲んで夜空に花開く花火を待っている。

「風雅」

「あ、あぁぁぁぁっ」

　ドーン、って鼓膜も心臓も揺さ振るような破裂音と、ヒクつく孔を抉じ開けられて、甘ったるく啼いた俺の声はほぼ同時に、花火が舞う夜空に響いていく。

　早くって、ねだる全身が火照ってる。だって、もうトロトロだ。指でじっくり舐められるように解されて、滴り落ちた先走りに濡れて、すげ、柔らかい。散々掻き混ぜられた後、出て行く指にさえしゃぶりついて、甘ったるい音を立てるくらい。

「あ？　ゴム？」

　完勃ちしたそれをぎゅっと握って、ゴムつける準備してる。

「外だからな」

「あ、あっそ」

　なんか逆に照れ臭くて、つい俯いた。でも俯くと、ゴムをつけるとこをガン見してるみたいになって、慌てて顔を上げたら、熱っぽい目で俺を見つめる玄と目が合った。その視線に喉が鳴る。今にも襲いかかりそうになるほど飢えてんのに、必死に堪えてる顔がたまんねぇ。口開けたら、何もされてないのに喘ぎそうだ。

　唾を飲み込むのさえ必死になるくらい、腹の底から興奮がせり上がってくる。息が乱れて、どうにかなりそう。

　玄の呼吸も荒かった。すげぇ、我慢の限界って顔。乱れた浴衣だから、鎖骨とか、胸板とか、腹筋もチラチラ見えて、俺と同じ男の身体なのに、布の隙間から覗く素肌に、齧り付きたいって思うくらい、ものすごく興奮してる。

「な、ぁ、玄」

　呼んだら、本能剥き出しの視線が眼鏡越しに俺を捕らえた。

「俺がつける、から」

「っ」

　玄の手をどかして、そそり勃つペニスに触れた。パンパンに張り詰めてて、今から、これに刺し貫かれるって思うだけで、熱っぽい溜め息が出る。

「……すげ、熱い」

「あんまり、いじるな、よ、イきそうだ」

　じゃあ、早く挿れねぇと、って言って、ニヤッと笑ってやろうと思ったのに、切羽詰まった男の顔がセクシーで、俺の中にほんの少しくらい残ってた余裕が消し飛んだ。

「あ、あ、ぁっ！」

　根元までゴムを付け終わった瞬間覆い被さられて、ゾクッとする。そのまま玄のペニス握って、自分から火照った身体に連れ込む。脚を限界まで開く瞬間、スリ、って布が擦れる音がして、玄しか見たことのない場所が、夏の日差しの熱をまだ少しだけ残した空気の中に晒された。

「あっン……玄の、熱いっ」

「っ、熱いのは風雅、だろっ」

　ゴム越しなのに、生ですんのと同じくらい体温を感じる。孔の口を広げる切先がぬちゅってやらしい音を立てても、俺は竿を握ったまま。

「あぁぁぁぁっ、ン！」

　根元まで自分で玄を誘って、挿れた。奥まで自分で突き立てた。

「は、ぁっ、すごい締め付けだ。風雅、の、中」

「あ、ぁ、あぁっ！　ン、ぁ」

　玄の陰毛が尻たぶに当たってくすぐってくるのさえ、敏感に感じ取る。背中を木にもたせかけて、せっかく着た浴衣乱して、開いた身体を、こいつに刺し貫かれてる。

「あぁぁぁっ！」

「っ」

　根元まで咥えたっつうのに、そこから、クンって腰でもっと奥を突かれて、背中が反り返る。グリグリって奥を刺激したかと思ったら、そのまま亀頭を捩じるみたいに擦って、狭くて、熱い壁の間を濡れた音立てて逃げていく。

「あ、あぁぁっ……っ！」

　今度は一突きで奥まで貫かれた。

「あ、玄、すげ、気持ち、イイ」

　そして、連続で、小刻みに突かれて、甘ったるい声が零れる。

「風雅」

「……ン、そこ、イイ」

　玄が背中を丸めて俺の胸に顔を埋める。乳首を舐めて、唇で抓るように摘んで、たまに舌で突付きながら、乱れた浴衣の合わせ目に手を忍ばせて、先走りを滴らせてる俺のペニスを緩く、きつく扱いてくれる。

　すげ、気持ちイイ。

　すげぇ、好き。

「あ、あ、玄、そこ、もっと」

「あぁ」

　熱っぽい声に身体の奥がきゅうって締まる。

「玄、気持ちイイっ」

「風雅、肩、しがみつけ」

「え？　あっああぁぁぁっ！」

　玄に手首を捕まれて、首でもなんでもいいから、自分の身体に抱きつけって言われた瞬間、抱え上げられた。ふわって持ち上がって、ズブリって深く身体が沈む。子どもみたいに抱っこされてる。玄の硬くて太くて熱いペニスに中心部分を刺し貫かれる。さっきよりも深く、軽く意識がぶっ飛びそうなくらい。

「あ、あっ！　あぁっン、深っ！」

　自分の体重が全部玄にかかるせいで、深くまで突き刺さって、たまらず首にしがみついた。

「こ、れで、気にせず、できる」

「え？　あっはぁっ、ン、奥、きてる！」

「背中、痛い、だろ？　っ、締めるなよ、食われそう、だ」

　だって、んなこと言われたら感じるだろうが。マジで、ふざけんな。

「あ、ああっ、そこ、ダメっ、だっつうのっ」

「好き、だろ？」

　にちゅ、くちゅって卑猥な音が花火の音に混ざってた。そして、俺の甘い声と玄の熱っぽい色気のある雄の息遣い。荒く乱れた呼吸が耳元で聞こえて、また、感度が上がる。振り切れそう。

「あぁぁっ！」

　玄が、木に寄りかかる俺の背中を気遣ってくれることに、胸んところが熱くなる。

「ぁ、そこ、グリグリって、ぁ……ン、あぁぁっまた、奥」

　木に寄りかかるのやめて、全部を玄に預けた瞬間、すげぇ、荒々しく攻め立ててくることに、奥がきゅんってなる。

「風雅っ」

「あ、ああ、ン、イイっ！　気持ち、イイ、もぉ、イ、く」

「っ」

　ガクガク揺らされて、突き上げられて、おかしくなりそうなくらいに気持ちイイ。たまんない。

「風雅……」

「……ン、玄」

　腰だけ狂おしく動かして、ペニスですげぇ掻き混ぜながら、俺を真っ直ぐ熱っぽく見つめる玄の頭上に花火が広がった。俺達の上に落ちてきそうなくらい、火の玉がすだれみたいに落下していく。

　いいやって思う。

「玄、すげ、好き」

「っ、ゴム、してるのに、熱くて、おかしくなりそうだ」

　こいつとこうしてイチャつけるなら、バチくらい大歓迎だろって思う。

「ここ、そんな締め付けながら、それ言うの、反則だぞ、風雅」

「あ、だって、仕方、ねぇだろっ！　思った、んだから、ぁ、あ、も、イくっ」

　肌のぶつかり合う音、びしょ濡れになって奥まで深く掻き乱される粘膜の音、お互いに夢中になって荒くなる息遣い。

「あ、ぁぁあああっ！　玄、奥、突け、よ、そこ、イくっ」

「っ」

　連続で激しく響く乱れたセックスの音が花火の連打に混ざってく。空一面に火花が舞って、最後、白い閃光があっちこっちって飛んで、玄の肩越しに、今までで一番綺麗な花火を観た。

「あ、あぁぁぁぁっ…………！」

　奥、一番奥をグンって玄に挿し貫かれた瞬間、俺のペニスを扱いてくれた玄の掌で弾けるように爆発した。

「あ、ぁ…………ン、玄、の、あっつ」

　思わず口にするくらいゴム越しでも充分伝わる、弾けた熱を身体の深いところで感じて、きゅんってまた締め付けながら、玄の吐き出したものを飲み込んでるみたいに感じた。

「風雅、すごく」

「……？」

「綺麗だ」

　まだ、中でビクつかせながら、呆れるくらい、眩しそうに目を細めて俺を見つめてた。夏休みは始まったばっかで、これから玄とこの夏をすげぇ満喫する。この、何度も見上げたことがある花火が、なんでか、ものすごく特別綺麗に見えたみたいに。きっと何もかもが玄と一緒なら、新しく、鮮やかに塗り替えられていくんだ。

「バ、バーカ、花火のほうがよっぽど綺麗だろ」

　ぷいってそっぽ向いて、文句を言ったら、唇が俺を追いかけて、まだ繋がったまんま、深くて甘いキスをされた。

　薄っすら目を開けたら、夜空に色とりどりの花が咲いていて、一生覚えてたいなって思えるくらいに綺麗だったから、俺を抱く玄も、夜空も、全部まとめて抱き締めた。




　浴衣、自分で着られてよかった。乱れてもすぐに直せるから。

「風雅、下駄だから階段気をつけろ」

「お、おう。つか！　俺、女じゃねぇぞ！」

「そういう問題じゃない。甘やかしてるんだ。我慢きかなかったから」

「！」

　が、我慢って、なんだよ。てめぇ。

「ほら、ちゃんと見ろ。踏み外すぞ」

「うるせーよ！」

　これ、青姦だよな。や、確認するまでもねぇけど。何を屋外でおおぴらにイチャついてんだ！　って、自分に自分で全力ツッコミしたくなる。

　ゴムとか、ゴミ袋とか用意してんなよ。外でする気満々じゃん。人のいないこんなとこにふたりっきりで、しかも、浴衣脱がせるの楽しいとか、このスケベ秀才眼鏡。

「ほら、風雅、髪に葉っぱがくっついてるぞ」

「！」

　甘やかしすぎだろ。なんだ、その、すっげぇ満足そうな、幸せそうな顔。や、俺もすげぇ、満足したけど、幸せだけど。

「花火、お、終わっちまったな」

「あぁ、別にいい」

「なんでだよ。浴衣まで着てきたのに」

「花火よりいいもの見れたからな」

「！　って、てめぇ！　デレすぎだ！　バーカ！」

　アホなんじゃねぇの！　つか、バカだろ！　全国で一位とか二位くらいに頭いいけど、バカだろ。思いっきり青姦しておいて、何、幸せそうにデレデレ笑ってんだ、てめぇ。いつもの涼しげなキリッとした、抜け目なさそうな目元はどこ行ったんだよ！

　さっきまで、あんな男前な顔して、同じくらいの体格してる俺を抱えながら、ガツガツ攻め立ててたくせに。

「風雅のほう、連絡来てるか？」

　カランコロンって、下駄だけがのんびりした音を立ててた。

「あ？　あ、そっか」

　神社の階段を慎重すぎるだろってくらい丁寧に降りて、線路沿いの道を歩き始める。きっと花火会場のほうは人がものすごくて、夜でも汗だくになるくらいの熱気が充満してるだろ。こっちは、全然違う意味の熱気で汗だくだったけど。

「豆シバ達と合流すんのか？」

「まさか、邪魔するなよ」

　そっか、はぐれたっつうことにしてイチャついてた俺達だけど、向こうは向こうで豆シバにとってはラッキーなシチュになんのか。

　スマホの電源を入れると、連絡が来てたのははぐれてから三十分くらい。たぶん会場に到着したころ、ちょうど花火が始まって、そのままふたりで夜空を見上げてたんだろ。連絡がパタリと途絶えてる。俺達が花火を背にしながら、お互いに夢中になりつつ横目で見てた花火を、豆シバはドキドキしながら見上げてたんだろうな。ポニテの横に陣取りながら。なんて思いながら、メールとかを確認していた。

「はぁ？」

　神社で青姦なんてすっから、マジで罰が当たったじゃねぇか。しかも、なんでか俺だけ。

「どうした？　風雅？」

　仕掛けてきたのは玄なのに。すっきりした顔しやがって。

「嘘だろぉ……超、無理」

　スマホと届いていたメールの中身を見せると、少しだけ眉を上げて自分は関係ないって顔しやがった。

　──もう夏休みだろー？　資金繰りのため、ちゃーんと働けよー！　四日間フルで入れてやったかんな。しっかり資金作っとけ。

　優しい親戚のおっちゃんより。

　いらねぇ、その親切心。

「仕方がないだろ」

「はぁ……」

　きっと俺がいない四日間は冷房の効いた図書館でお勉強とかしてんだろ。こっちはラーメンと格闘する四日間だ。夏のラーメン屋って暑いんだよ。火力がハンパねぇし、フルってことはラストまで。厨房の掃除すると髪まで油っぽくなる。

　たしかに資金になるけど、四日だぞ？　四日丸々ラーメン屋って、夏休み早々でしょぼくねぇ？　これから丸一ヶ月以上夏休みがあるからって、スタートダッシュしようと思って、こけた感がすごいんだけど。

　もう一回溜め息を吐きながら歩く下駄の、カラン、コロン、って音も心なしかしょぼくれてる。

「ラーメン食いに行く」

「てめぇには素ラーメン出してやる！」

　悔し紛れにそう文句を言ってやった。玄は涼しげに笑って、黒髪を無造作にかき上げる。そのときだけ汗で濡れた前髪が見えて、ちょっとだけドキッとする。暑いけど、花火会場で人波に揉まれたわけでもない俺達は、会場にまで行った奴らに比べたら、涼しいもんだ。誰もいない神社だったんだから。




　セックスに夢中になってベタつく肌を浴衣で隠しつつ、人の波に混ざってうちまで帰ってきた。玄関開けて、家の中に入った途端、なんか急に静かになったせいか、鼓膜がキーンと鳴る。

　下駄の音も響くくらい。慣れないもん履いてたから、足がパンパンになって、素足で廊下を歩くと、なんか足の裏に妙な違和感があった。

「なぁ、麦茶でいい？」

「あぁ、ありがとう」

　冷えてる麦茶をコップに注いで、ふたりしてグビーッと飲み干す。

「ま、いっか」

　四日間みっちり働いて、おっちゃんからプラスお駄賃まで搾り取ってやる。んで、その後は夏休み満喫しまくってやる。

「なぁ、玄」

「？」

　玄も喉が渇いてたんだろ。コップになみなみついだ麦茶がもうねぇ。

「あれ、しようぜ」

「？」

「お代官様、お戯れを、あ～れぇぇ、ってやつ」

「はぁ？」

　帯をくるくるって巻き取って、女を裸にして襲いかかるっていうシチュ。アホくせぇけど、いいじゃん楽しそうだろ。

　ニヤリと笑った俺に対して、玄は、もうコップ空だったけど、もし麦茶飲みながらだったら、絶対に噴き出してただろう、ってくらい驚いた顔してる。

「やろうぜ、風呂場で」

　んで、そのまま裸になってシャワー浴びて、汗流して、ゴムなしで。

「な？　……ン」

「悪い、町娘だな」

「あぁ、ン……汗、すげぇって！」

　キッチンで、一気にスケベスイッチが入った悪代官が男の顔して笑う。娘の汗など甘くて美味いだけだ、なんて、同じ年の男子高校生相手にエロ代官みたいな台詞を吐いて、俺の浴衣の帯に指をかけた。

「ンっ」

　さっきしたセックスの熱がまだ身体の奥に残ってる。さすがに青姦で、花火もフィナーレで、神主がいつ帰ってくるかもわからないなか、二回目はできなかったから、まだ、欲しくて、奥が疼く。

「ン、ん、ぁ」

「裸に剥かれたいのか？」

　マジでぴったりな配役だろ。俺が娘役っつうのは保留にして、こいつが悪代官って笑えるくらいに似合ってる。ほら、今も悪い顔して笑って、俺をわざと焦らすように浴衣にそっと触れるんだ。

「ン、ぁっ」

「されたいんだろ？」

「あっ」

　剥いて、とか、ねだろうと唇を開いたら。

「たっだいまー！」

「「！」」

　いきなりでかい音とでかい声、うちの親が酔っ払ってケタケタ笑いながら帰ってきて、俺達は今まさに、盛り上がりかけてたところで飛び上がった。

「あれ？　あ！　うちの息子がいつもお世話になっておりますぅ。戸津田大先生様！」

「酒くせーよ！」

「こ、こんばんは。お邪魔してます」

「お邪魔しちゃってください。ビシバシと」

　邪魔はてめぇらだ、酔っ払い。そう心の中で絶叫した。

　マジでバチが当たったんじゃね。すげぇ、火照ったのに、これどうすんだよ。俺も悪代官で大先生の玄も、ふたりして前屈みになりながらそそくさと部屋へ逃げていく。

「寿命縮まったっつうの」

　部屋に入った瞬間、そう呟いてから、ふたりして大笑いした。






10　夏が来て、恋が変わる。









　夏も冬もラーメン屋は繁盛する。夏といえば、冷やし中華。でも、これって食べる分にはいいけど、これ、盛り付けるの、けっこうめんどくせぇ。俺は裏で仕込みをしていた。

　明日から夏休み。そのための資金を今、メンマの山で稼いでいる真っ最中。

「お！　戸津田大先生か！　いらっしゃい！　なんにする？」

　その言葉にメンマを小分けにしてタッパに入れていた手がピクッと反応した。おっちゃんの声はでかいから、裏にいようが筒抜けだ。玄の声は聞こえねぇけど、どうやら、大盛りチャーシューメンをおごってやるって言われて、断ったっぽい。普通の塩ラーメンにしたのか。また塩かよ。おっちゃんがでかい声で注文を復唱してた。

「よっ！　玄！」

「あぁ、いないのかと思った」

　俺を見つけて、玄が無自覚にデレた顔してやがる。

「何？　図書館の帰り？」

「あぁ」

「お疲れ。おら、メンマやる」

「は？　おいっ！　ちょ」

　ワシャッと掴んで、そのままできたてホヤホヤの塩ラーメンの上に乗っけてやった。メンマって美味くねぇ？　これ、たけのこなんだぜ？　って、ラーメン知識を披露してやると、おっちゃんが後ろで「賢くなったなぁ」って、まるでガキ扱いしてきやがる。

「たんと、食えよ。たけのこ」

「……風雅」

「？」

「可愛いぞ、お前」

「は？　はぁ？　お前、バッカじゃねぇの？　アホ？　おら、メンマもっとやるって、イッテぇな！　おっちゃん」

　もう一山乗っけてやろうと思ったところで、頭をパコーンってメンマが空になってたタッパで叩かれた。叩くなよ。せっかく赤点取らなくなった俺の脳みそから英単語と数式が出てっちまうだろって、ブツブツ文句を言いつつ、持ってきたばっかのメンマを渡してやる。

「俺、そろそろ上がりだから」

「あぁ」

　そしたら、一緒に帰ろうぜってニコッと無言で笑って、少し溜まり始めた洗い場で皿を洗っていた。




「よっしゃああああ！　明日っから、マジで、本当の俺の夏休みだ！」

　そう叫びながら、店の裏口から飛び出した。玄はもう西日ガンガンの中でさえ涼しげな顔して、文庫本を読んで、俺のことを待っていてくれた。

　一日、図書館でお勉強したんだろ。普段から暇があれば問題集とか見てる。でも、さすがに朝から夕方までってなると、もう腹、じゃなくて脳みそいっぱいになるらしい。俺といるときは勉強の類には一切触れない。

「何、読んでんの？」

「風雅も読んでみるか？」

「読むわけねぇじゃん」

　玄が開いているページを覗き込んで、小さな文字が並んでいるだけで、もうアリガトって感じ。で、すぐに一歩分、玄から離れた。今、若干、どころじゃないくらい油くさいからさ。

「風雅？」

「く、くせぇから」

　図書館にいた玄にはそれこそ臭く感じるはずだ。俺は今日一日バイトだったから、もう鼻が馬鹿になっててよくわかんねぇけど。やっぱ、ほら、好きな奴に油臭いとか思われたくねぇし。なのに、玄はおかまいなしに顔を近付けて、頬の辺りで小さく鼻を鳴らした。

「美味そうな匂い」

「は？」

「食いたくなる」

「は、はぁ？」

　玄が言うと途端にエロ度が増していく。どついてやりたくなるけど、やっぱ、ラーメン臭が気になって、近づけなくて、バーカ、の連呼に留めておいた。

「そ、それより、玄、明日っからもまだ勉強すんのか？」

　ほら、俺はもうあの試験一発で親からうるさく言われることなくなったけど、玄はそうじゃねぇだろ。進学組だろうし、大学受験を控えてる夏休みなんて恋愛関係は二の次だろ。予備校は行ってねぇけど、だからこそ大変だろ？

「……いや」

「へ？」

　思わず顔を上げて、自分がラーメン臭いのとか忘れて、ぐいっと近づいてた。

「明日からはフリーだ」

「！　マ、マジで？」

「あぁ」

　そしたら、玄と行きたいとこすげぇいっぱいあんだけど。下りの電車で一時間かからないとこ、川がすげぇ綺麗で、魚釣りとかもできるらしくて、そこに行きたいなって。あと、もちろん、プールは必須だろ。ウォータースライダーとかすっげぇやりたい。あと、遊園地行ってお化け屋敷行って。あ、つか、玄ってお化け大丈夫なのか？　いや、こいつ、絶対ビビらないタイプだな。脅かし役のお化けの横とか、眼鏡光らせながら淡々と歩いて行きそうなんだけど。あー、なんか、ビビった顔見てぇ。本物のお化けスポットとか行ってみるか？

「風雅、俺、バイトする」

「……は？」

　夏といえば、絶対に行きたいだろ。そのために今日までの四日間フルバイト、すげぇ頑張ったんだし。あそこに行って、できたら泊まりで、ふたりで。

「バイト、来週の頭から」

　ふたりで、海に行きたかったのに。

「はぁ？　おいっ！　なんだそれ！」

　いきなりそんなこと言われて、なんか、ラーメン臭くなった頭が急に煮えたように熱くなった。さっきまですげぇ気にしてた匂いも無視して、ぐいって玄の懐に入り込んで、胸倉まで掴みそうな勢い。

「バイト」

「だから！　なんで、いきなり、バイトなんだよ！　せっかくの夏休みに」

「そう、夏休みだから、だ」

　だから、その夏休みは休めよ。あんだよ。四日頑張ってバイトして、その後遊びまくるつもりだったのに。夏休みの宿題なんて、ラスト一週間で片付ければいいだけだし。この夏休み資金必死こいて作ったのに。

　なんだよ。しれっとしやがって、四日間潰れたからって拗ねたのか？

「それにお前、生徒会長がいいのかよ。バイトなんかして」

　バイト黙認もアウトかもしんねぇけど。

「いいんだ。手伝いって言い張れる」

「は？　手伝い？　また、渡辺さんの？」

「いや違う。風雅、夏休みといえば？」

「は？」

　話が全然繋がってねぇぞ？　バイトの話はどこいったんだよ。夏休みといえば？　そんなの──。

「海、だろ？」

　そうだよ。そのために頑張ったのに、なんだよ、てめぇは、バイトするんなら、俺と同じ丸四日間短期のフルバイトで頑張れよ。

「その海でのバイト」

　海で、すげぇ、はしゃぎたかったのに。花火して、夜の海辺とか散歩したりして？　美味いもん食って、でっかい風呂で足伸ばして寛いで。

「二週間住み込みで」

　んで、やっぱ、浴衣着て、部屋でしっぽり。

「海の家のバイト」

　しっぽり、エッロいことしたかったのに。

「風雅も一緒にしないか？」

　玄がニヤリって笑ってた。

「どう？」

「！　すっ、する！　するする！　海バイト、する！」

　そして、俺は今すぐにでも海バイトがしたくて、ラーメン臭いのも無視して、玄の首をクラッチしてはしゃいでた。




　玄の親戚が旅館と海の家を経営していて、そこの短期バイトをしないかって誘ってくれたらしい。なんか、玄の家って、うちの雑多な家と違う。お勉強とかしてたらお取り寄せスイーツ的なものが出てきそうな感じがしていて、海の家とかそういう自営業とかから遠いイメージがあった。

　期間は二週間、お盆休みの一番忙しいとこまで。それ以降はクラゲも出てくるし、人は段々と少なくなってくるから大丈夫だって言われた。

　二週間だぞ。

　玄とふたりで相部屋で、ずっと一緒で、バイト代もらえて、海に住み込みって。部屋も旅館の一部屋を借りられる。玄だけじゃなくて、友達もいるんならって貸してもらえた。景色が壊滅的に悪いらしくて、客がそこに泊まることはないって場所なんだそうだ。

「最高じゃん！」

　その日が来るまで、毎日、気が付くとキヒヒって笑ってた。

　うちの家はがっつり地元民同士で結婚してるから、盆休みの里帰りもない。それに、もう完全玄を信頼しきっているから、今回の住み込みバイトをすんなりと許可してくれた。これが他のダチなら、親のいないとこで女でもナンパしまくって遊ぶんだろって、いい顔はしないだろう。でも、今回、逆に俺が追い出されそうな勢いで見送られた。いいけど、そのほうがありがたいけど、なんか、あまりに大歓迎されると、帰ってきたときに、「お前、お兄ちゃんになるんだぞ」なんつって、兄弟できました宣言されそうで、それは、それで怖い。

　ただ、ひとつだけ、この海の家バイトが始まる、数日前に問題が発生した。

「風雅、遅いから、やっぱり無理なのかと思った」

「わりぃ、わりぃ、電車ん中で食うお菓子選んでたら遅くなった」

　待ち合わせた駅前で、でかいボストンバッグを持った玄が、俺の顔を見た瞬間にホッと胸を撫で下ろす。

　おっちゃんのラーメン屋のバイトのひとりが家庭の事情とかで来れなくなり、夏休みっていうイベント目白押しの時期もあって、他のバイトが誰も来れない日が数日できてしまった。と、なれば、俺に声はかかるわけで。「は？　無理」って簡単に断れたらいいんだけど、マジで困ってそうな声を聞くとどうしても断りきれなかった。だって、さすがにきついのはわかるから。

「平気なのか？　おじさんのラーメン屋は」

「キヒヒ、大丈夫、大丈夫、ぴったりな奴置いてきたから」

　玄がぽかんとしてた。

　バイト、誰かやらないといけないだろ？　でも、玄との海の家バイトは絶対に外せない。かといって、おっちゃんが大変なのは放っておけない。で、すげ、ほら、俺、お前のおかげで少し賢くなったからな。思いついたんだ。

　──へ？　俺、ラーメン屋でバイトっすか？

　夏休み、彼女もいない。友達はできたんだか、できてねぇんだか、お囃子が絡んでないとすげぇ人見知りになる、ちまちま動く忠犬豆シバ。

　──バイトしたら、金入るだろ？　そしたら、ほら、ポニテをプールに誘うとかできるじゃん。プールチケット買って、プレゼントとかしたら喜ぶんじゃね？　バイトしてその資金ためておけよ。

　そう言ったら、コクコク頷いて、俺を見上げてる眼がキラッキラに輝いてた。でっかい骨のおやつをもらえることを期待するワンコのように。

「豆シバ。あいつにバイト、任せたから」

「あぁ……なるほど」

　ちょうどいいだろ。本人もすげぇ乗り気だったし。逆になんか叫びながらガッツポーズしてたし。

「あ、んで、玄、これ」

「？」

「あっついだろ。少し塩分もあるような飲み物とっておけよ。おら」

　だから、熱中症対策にはこれ、みたいなジュースのボトルを玄へと押し付けた。

「風雅」

「あ？」

「いい嫁になるな。将来、俺の」

「バッ！　バーカ！　アホか！　男だっつうの！」

　慌てたら、ペットボトルと交換するように、玄が今回のバイトの雇い主の親戚からもらった特急券を俺に一枚くれた。

「じゃあ、俺がお前の嫁になってやろうか？」

　クスクス笑って、玄にしては少し子どもっぽい気がする笑い方だった。あ、なんだよ、お前もすげぇ楽しみなんじゃんって、笑顔を見ながら思ったんだ。

「バーカ！　男同士で嫁入りとかねぇだろ！」

　子どもっぽい冗談だけど、ものすごくこそばゆい。

「早く行こう」

「お、おう」

「……」

　じっと、玄が俺の持ってる荷物を見つめてた。真剣で、真っ直ぐな眼差しにドキッとする。何か忘れ物したっけ？　って、その視線に急にそわそわしてくる。

「玄？」

　ふわりと視線を柔らかくして笑ってくれた。

「持ってきたか？」

「あ？」

「ビキニ」

「！　バッ、バカだろ！　マジで！」

「アハハ」

　こいつが声出して笑うのってすげぇめずらしい。ふたりっきりの部屋でなら、まだありえるけど、外ではほとんどしない。学校や、こういう公衆の面前で声出して、口をでっかく開けて笑うのなんて、初めて見たかもしんねぇ。

「おら！　バカ秀才！　行くぞ！」

　また一個、玄の表情で知らないものが見れた。いつもよりもはしゃいだ表情、はしゃいだ言葉、それに、背中が楽しそうだった。

「風雅？　どうした？」

「！」

　思わず手が伸びた。

　駅へと向かう玄の背中に指先が触れる。何か用事かと思った玄が素直に振り返って、俺は無意識に動いた自分の指先に戸惑って。

「あ、いや」

　だって、こいつのこと二週間独占状態だぞ？　朝からずっと一緒なんだ。親の乱入に気を使わなくてもいい。

「な、なんでもねぇ」

「そうか？　早く、行こう」

　二週間、玄と一緒にいられる。夜の海辺で花火とかして、騒いではしゃいで、帰ってくるころにはきっと真っ黒に日焼けしてるだろ。俺も、玄も。

　そのとき、夏っぽい、少し熱の混ざった風が強く吹いた。玄の爽やか高校生っぽい、鮮やかなターコイズブルーのＴシャツがその風にはためいて、綺麗だった。




　でかい駅まで上り電車で三十分。そこから、二時間半特急電車に乗って、今度は海沿いの電車に揺られて二十分、約三時間の道のり。

　駅弁買って、お茶買って、まさに旅行気分で特急に乗り込んで。弁当がめちゃくちゃ美味く感じる。

「……しまった」

「どうした？　風雅」

　昼飯終わったし、お菓子で食おうかなって鞄の中を漁ってた。

「スマホの充電器を忘れた」

　小さく溜め息をひとつ吐いて、いまのところ、まだバッテリー残量があることを確認した。とりあえずはもちそう。

「充電器、コンビニで買うしかないかもな。あとは、少し歩けばスーパーがたしかあったと思う」

「んー……」

　玄にしてみたら、親戚がやってる旅館の海。勝手知ったるってやつで、土地勘はばっちりだ。

　うちの親から緊急の連絡があって、スマホが通じなくても、旅館の番号なら伝えてある。玄から旅館のパンフレットと、緊急用として、玄の番号だけじゃなくて、家のも、あと、旅館やってる親戚の携帯番号も、全部丁寧に書かかれた手紙が渡されてあるから大丈夫だ。

「風雅？」

　だから、別にいらないかもな。

「俺、スマホ、オフにしとく」

「え？」

「スマホ使わねぇし」

「……」

　なぁ、すげぇ楽しいんだって。マジか！　って言いたくなるくらいに楽しいんだ。ただ電車に乗って弁当食ってるだけなのに、やたらと楽しくて仕方がない。電車に乗る前、玄と一緒にバカでかい駅の中を歩いてるだけでも楽しかった。

　足元見たらさ、玄が裸足にＴシャツと同じターコイズ色の石がたくさんくっついた皮ベルトのサンダル履いてて、そのサンダルを見てるだけでもワクワクしてくる。玄にしては夏を満喫してそうなサンダルだったから。玄が歩く度に聞こえる、ペタペタ、ペタって、呑気な音にすら気持ちが弾んだ。

　だから、スマホいじってる時間がもったいねぇ。

「どうせ、連絡取りたい奴はお前だけだし。そいつと二十四時間ずーっと一緒にいんだから、連絡取るとこねぇだろ」

　電源ごとオフにして、ラインも何もかも完全無視だ。

「風雅……」

「？」

「たまに、お前、殺人的だな」

「は、ぁっ？」

　殺人的って何がだよ。何、物騒なこと言いながら笑ってんだよ。前屈みになって、スマホをでかいボストンバッグの奥に適当に突っ込んで顔を上げた瞬間、何か、物を拾うように身体を前に倒した玄と唇がぶつかった。しかも、チュッとかリップ音付きで。

（バッ、バカ野郎！）

　必死に声のトーンを下げつつ怒ると、ものすごくイタズラ好きな顔して笑ってた。

　からかいやがって、って睨んでやったけど、やっぱりいつもどおり。効果なんて、ほぼゼロだった。




「うぉぉぉぉぉ！」

　電車の中でなんとなく窮屈になっていた身体を目的地の駅に到着した瞬間、腕が空へ飛んでいけそうなほど、思いっきり伸ばす。それから、胸を破裂しそうなくらいに膨らまして、潮の香りを身体の中に入れて。

「はぁぁぁぁ」

　思いっきり吐き出した。

　で、もう一回吸い込む。すっげぇ、磯臭い。

「玄！　海が見えるぞ！」

「海に来たからな」

「すっげぇ！　海だ！」

「それ、今日、何回目だ？」

　クスクス笑って呆れた顔してるくせに、お前の声も楽しそうだぞ。

　電車の窓からほんの少しの隙間からでも、海が見える度にはしゃぐ俺を見て、玄が笑う。いつもそんなにはしゃぐのか？　って、尋ねる玄が眩しそうに目を細めてた。

　はしゃいでねぇよ。

　彼女とか、男友達と一緒に海になら毎年何度も来てた。でも、はしゃぐのなんて、初っ端、海を発見したときくらい。見る度に色が変わるわけでもない、ずーっと続く似たような景色は一回見れば充分だった。太陽の光りが反射してキラキラ輝いてみえるからって、それくらいじゃ、はしゃいだりしない。でも、玄といるとどうしてもはしゃいじまう。ワクワクして、なんか止まんねぇ。

「旅館は少しだけ海岸から離れてるんだ。先にそっち行って、バイトは明日からだから」

「おうっ！」

「風雅！」

　早く、早くって、足が俺を急かす。

「んあ？」

「ナンパ、されるなよ」

「……」

　そんな玄の表情が、今の、ちょっとした瞬間だけ熱っぽくなる。

「おい、風雅、返事」

「……」

「ナンパ」

「されねぇよ。んなもん、ぜーんぶシカトだ。じゃっぶじゃぶに泳ぎまくって、お前と一緒に遊ぶほうに忙しいからな」

　ナンパ？　おっぱいボインなお姉さんがエッロい水着で言い寄ったって、お前には勝てねぇだろ。そんな男の色気を、二週間、一緒にいる間ずーっと見せつけられてたら、他なんて目に入らない。

「おら、早く、行こうぜ！」

　最高に楽しみな二週間を早く始めたくて仕方がない。でっかいボストンバッグを抱えなおして、急いで、初めて訪れた駅を改札を飛び出したときだった。

「おーい！　戸津田玄くーん！」

　人があんまりいなくて、でもタクシーだけはずらっと並んだ駅のロータリーで、真っ黒に焦げたタンクトップの筋肉マンが、俺達へ手を振っていた。

「戸津田玄君と……一緒に店、手伝ってくれる、えーっと」

　旅館の名前が入った送迎バス、その横に小麦色した格闘家が立っている。

「木砂、風雅、っす」

「あっ！　そうそう、木砂君ね」

　誰だ？　この、マッチョ。

　玄のほうを見ると、玄も驚いていた。身長は太鼓の会長、渡辺さんと同じくらい。でもその二の腕とか漫画みたいになってるんだけど。ガチプロレスラー、とまではいかないけど筋肉盛りだ。で、それを隠すことなく、逆にひけらかすタンクトップが、あれっぽい。顔も整ってるせいか、ハリウッド映画のアクションスターっぽい。手下レベルの悪人なら簡単にラリアットで倒しそう。

「あの、叔父さんは？」

「あぁ、ごめんごめん、団体客の予約が入ってて、そっちに忙しいんだ。で、俺が代わりに迎えに来た」

　玄は少し眉を寄せて警戒してたけど、送迎バスのとこに書いてある名前は確かに玄の親戚がやってる旅館のだ。

「失礼ですが」

「しっかりした高校生だなぁ。相あい川かわだ。君らに店を手伝ってもらう。二週間、宜しく頼むよ」

　へぇ、この人が海の家やってるのか。ニカッと歯を見せて元気に笑うとこがなんとも、あれ、だな。

「……宜しくお願いします」

　やっぱりな、って感じだ。玄の嫌いそうなタイプだなぁって。この暑苦しい感じの笑顔がたぶん玄の拒絶ポイントその一。

「あぁ、そしたら、さっそくバス乗ってくれ。早くしねぇと、切符切られちまう」

　それ、ダメだろ。このグイグイ話す雰囲気がたぶん拒絶ポイントその二。

「はいはい、乗った乗った！」

「うわぁぁ！」

「アハハ、腕、ほっそいなぁ！」

　や、俺も拒絶ポイントとまではいかなくても遠慮したいキャラ、かもな。腕をグンって引っ張られて、車の中に連れ込まれた。能天気に笑う相川さんの肩越しに、眼力でこのマッチョを呪い殺そうとしている玄がチラッとだけ見えて、俺は渇いた笑いが零れていた。

　相川さんは旅館の従業員で、夏のめちゃくちゃ忙しい時期は海の家の経営も任されている。でも基本は旅館内の庭整備とか、今、こうして旅館まで送ってもらっている送迎バスの運転とか、色々雑務をこなすのが仕事。海の家は取り仕切ってるくらいのもん。で、住み込みで繁忙期だけバイトしてくれる奴を探していた。

　俺達は海の家での接客がメインの仕事。料理運んだり、浮き輪やテントとかの貸し出しの受付、それと朝と夜の掃除。ちゃんと休憩時間もくれるし、まかない付きで高時給、しかも休日もちゃんとある。

「好条件だろ？」

「そ、っすね」

　お前の親戚んとこだろって思うのに、玄の不機嫌はけっこうハンパなくすごくて、仕方なく俺が答えるしかない。

　あれが、悪かった。

　たぶん、っつうかこの人に悪気はないんだろうし、他意もないんだろうけど、俺の腕を掴んで拉致るかのように車へ押し込めたのが悪かった。そこがたぶん第三にして、最大の拒絶ポイント。

「すぐにわかったよ。風雅のオレンジ頭で」

「！」

　ビキッて。今、玄のこめかみにビキッて血管が音立てて浮き上がったぞ。会ってすぐのときは木砂って呼んでたと思ったんだけど。

「あ！　ほら、見えてきた！　あそこが旅館だ」

「……知ってます」

「アハハ、だよなぁ」

　空気を読め。お前も、マッチョも。雇われるんだから、もう少し愛想笑いくらいしろ。んで、マッチョも大人なんだから、もう少しだけ落ち着け。グイグイすんな。

　慣れた運転、スーッと滑るように旅館の敷地内を走って、でかい木の周りを一周してからバスが止まった。

「中に君の叔父さんがいると思うから、フロントで呼び出して。俺はこれから仕事があるから。また明日から改めて宜しく。今日一日は完全お客さんで、満喫してよ。その分、明日からバリバリ働いてもらうからさ」

「……ありがとうございました。明日から宜しくお願いします」

「礼儀正しいなぁ。すごい、すごい」

　すごい、って言葉も二回連続で使われると、子ども扱いって感じがする。ほら、玄の眉間の皺が深くなったじゃねぇか。相川さんは玄の不機嫌なんて気にもせず、車の中から俺達へ手を振りつつ颯爽と走り去っていった。

「きょ、強烈なキャラだな、相川さんって」

「……」

「イラっとしても仕方ないだろ。二週間世話になるんだから。ほら、行こうぜ」

　でも、まぁ、わからなくもない。玄にいきなり誰かが触れたら、「おい」って思うから。好きになりすぎて、心が狭くなってるのは、ちゃんと自覚あるんだよ。

「早く、叔父さんに挨拶して、ふたりっきりになれる部屋、行こうぜ」

「……お前な」

「機嫌直ったか？」

　ニコッと素直に笑って、不機嫌丸出しの玄を覗き込んでやれば、眉間に寄ってた皺が一気に消えてた。デレ、まではいかなくても、不機嫌くらいは吹き飛ぶ。

　ひとつ溜め息を吐いて、そこでイライラも一緒に吐き出した玄がフロントの人に話しかけに行く。てきぱきしてて、動きに迷いがなくて、見てるだけでこいつ頭いいんだろうなぁってわかる。そんな奴が俺のことにだけは取り乱すのが、ちょっとだけ、嬉しいんだ。




　部屋は、たしかに景色、悪いな。海辺に面した部屋だけど、下のほうの階だから、一面に広がる海じゃなくて、砂場って感じ。でも、仕事でここには来てるわけだから別にかまわない。

　景色見て、のんびり、なんて別にしないから、部屋から見えるものなんてなんでもいいんだ。それよりも、水着とバスタオルと、すぐに海に飛び出せるようにって、ちゃんと用意しておいた袋をボストンバッグから引っこ抜いた。移動に半日使ったけど、まだ、午後の部が残ってる。

「よし！　玄！　って、おい！　てめぇはじじいか！」

　部屋の隅っこに置いた鞄の隣で、出かける準備を終えて振り返ると、玄がお茶を用意しようとしていた。ペットボトルとかじゃなくて、ちゃんと急須使って、今、まさにお湯を注ごうとしているところ。

「は？　今から、海入るのか？　すぐに波が高くなるぞ」

「大丈夫！」

　泳ぎには自信がある。ただ、水泳の授業のときはお前のことがチラチラ気になって、あんま泳ぎに集中できないだけ。

「……あ」

「どうした？　また忘れ物か？」

　改めて、これ、最高の二週間だなって。

「ここなら、設定いらねぇじゃん」

「？」

　何も気にしなくていいんだ。名前の呼び方を切り替えることも、こそこそ話す必要もない。こいつの隣で当たり前に笑っていていい。

「不良の木砂と、秀才眼鏡の戸津田君設定」

「……」

「だから、普通にっン」

　思わず、って感じのキスだった。

「風雅……」

「？」

「お前、今日一日、攻撃ハンパじゃないな」

　ゾクッとした。いきなりのディープキスに濡れた唇の端を舐めて、にやりと笑う男の顔をした玄に。

　二週間、どっぷりこいつと、って、きっとふたり同時にそう思ったんだ。ぶつかり合うように重なったキスがものすごく甘くて、トロットロに内側を溶かす熱を孕んでたから。




「うぉぉぉぉぉ！」

　本日、二回目の雄叫び。Ｔシャツに水着でビーサン履いて、旅館を出ただけでワクワクしてたけど、砂浜に立った瞬間、はしゃぎたくて仕方がなくなる。

　潮の香りはしてたけど、波の音は日中で他の音に掻き消されるのか、海岸に来ないと聞こえなかった。砂浜に下りていく階段のところから、賑わってるのを眺めて、駅に降りたときみたいに潮風をめいっぱい肺に送り込んでいく。

「人、けっこういるな」

　カラフルな水着があっちこっちって動き回ってる。

「そりゃそうだろ。海なんだから」

「変な答え」

　変なもんか。夏は海に行くって決まってんだろ。日本国民ほぼ海に集まれば、人は常にいるだろうが。

　俺といるときはスケベでエロいけど、試験勉強のときもそうだけど、やっぱどっかしら秀才っぽいとこがあって、準備運動とか言い出すかなって。

「あ！　おい！　玄！　待て！　俺が先だっつうの！」

　そう思ったけど、ビーサン放り出して、裸足になった玄が海の中へとバッシャンバッシャン水飛沫を撒き散らしながら、走って突入していく。

　明日からは一日バイトだ。海にはいるけど、アホみたいに泳いで遊びまくることはできそうにない。だから、今日は半日だけだけど思いっきり遊ぼうと思った。俺も、玄も。

「こらぁぁぁっ！　てっめぇ、待てよ！」

　先に海に突入されたけど、玄より早く泳いでやるって、水の抵抗を足で思いっきり蹴りながら、頭から海水被って泳ぎ始めた。

　プールなんかと全然違う。進めば進むほど足は届かなくて、立ち泳ぎをすれば、足の爪先が冷たい海水に触れる。すげぇ、気持ちイイ。

　けっこう本気のノリで泳いで、浮き輪でプカプカ浮いてるような呑気な奴らがいないエリアまで、真っ直ぐ遠泳で進んでいく。

「風雅！　あんまり遠くに！」

　わかってる。ここくらいが限界だろ。たぶん、これ以上行ったら、レスキュー的なとこが飛んで捕まえに来るだろうから。

「玄……つーかまーえた！　キヒヒ」

　でも、ここまで浜辺から離れれば、きっと、俺達は豆粒くらいにしか見えない。誰も俺達のこと知らないんだし、こーんな遠くまで来ておけば、ここで、こうして抱き合って、腰に足を絡ませてるのが誰なのかなんてわからない。男同士かも、きっと、判別できない。

「……玄」

　首に腕絡ませて、太鼓叩くのに鍛えてある腰んとこを足で囲って。

「ン……ぁ」

「外、だぞ？」

「わっかんねぇって」

　さっき、ここの海岸へ続く階段のところから海を見渡して、確認してある。自分でも笑えるけど、こういうとこだけは頭回るのな、俺って。ここより先は遠泳禁止ですって目印の浮き、ここまで来たら、海岸から顔なんてわからない。だから、大丈夫。

「ン、ぁ、玄っ」

「大胆だな」

「いいじゃん、夏なんだから」

　舌絡ませてがっつりキスしてみた。このまま真っ直ぐ泳いで帰らなきゃ大丈夫。それに今、ここにいる全員がおおはしゃぎして遊ぶことに忙しいから、遠くでイチャ付くバカップルのことなんて気にしてねぇよ。

「すげ、興奮するっ玄」

　このまま、ここでセックスしてぇって、身体の奥が騒ぎ出す。

「腰、揺れてるぞ、風雅」

「ち、げぇよ、これは波のせいだ」

「穏やかな波なのに？」

　あぁって返事しながら、またキスが欲しくて、玄の唇に噛み付いて、侵入してきた舌に熱っぽくしゃぶりついていた。気持ちよくて、さすがにここじゃ、イけねぇけど、すげぇ、気持ちよくて、蕩けそうな身体でしがみついて、薄っすら目を開けたら、マジでイかせてってねだりたくなるくらいに男っぽい顔をした玄が俺を見つめて、楽しそうに笑ってた。

「バカ、スケベだな、玄」

　そんな言葉しか思いつかなくて、しかも、その言葉を告げる自分の声が喘ぎみたいに甘くて、恥ずかしいから、もっと強く抱き締めながら、海の浮遊感をしばらく味わっていた。




　あぁ、マジで失敗だ。

　海から上がる場所、間違えたな。

「地元の人じゃないんだぁ。てっきり地元の人だと思ったぁ。手ぶら？　みたいだし」

　海に入るから眼鏡をしてない。だから、普通にイケメン顔が露出してる。そのせいで、海から上がった水も滴るいい男的な玄を、おっぱいボインな女がふたり囲った。ふたりで、かなりブリブリな水着着て、彼氏なしで、って、もう完全にナンパ待ちじゃねぇか。

　そりゃ、カッコいいだろ！　知ってるっつうの！　お前らだけじゃねぇっつうの！　そいつ、学校一どころか全国レベルでの秀才だぞ。尻軽女には似合わないだろうが。って、別に俺もそういう意味でなら、こいつに似合ってねぇけど。

「え？　高校生なの？　マジで？　すっごいカッコいいから、大学生かと。あ、じゃあ、うちら年上だね。年上アウト？」

　アウトだ。尻軽アウト。はい、さようなら。

「おいっ玄！」

「遅いな、風雅」

　すっげぇ、ものすっげぇ、悪い顔した玄がこっちへ笑顔を向ける。尻軽年上女には見えない角度で俺にだけほくそえんで、逆ナンされてる自分を見せびらかしてた。

「行くぞ、玄」

　ムカつく。

「あぁ、そうだな」

　女が「えぇ？」なんて甘ったれた声を上げてた。俺は完全無視で、玄の横を足早で過ぎ去ると、友達とは思えないほど近く、歩く度に肩がぶつかるくらいのカップルっポイ距離で横に並んだ。

「てめぇ、鼻の下伸びてたぞ」

「だろうな」

「んなっ！」

「風雅が海の中であんなエロく誘ってきたんだ。鼻の下くらい伸びるだろ」

　エロい笑みを浮かべながら、さっき散々しゃぶりついてフェラみたいに扱いた舌を覗かせて、喉が渇いたみたいに、自分の唇を舐めて濡らしてた。




　俺も玄も、部屋に入った瞬間、スイッチ入りそうだったんだ。今日は賄いじゃないから夕食が豪華なのに、その飯の味もどこかぼやけるくらい、別のものが欲しくて。だから、露天風呂も別々に行ったりして。

　夜が来るのを待ってた。喉のとこがヒリヒリする。

　玄関に鍵をかけて戻ってきた玄が、襖のとこ、部屋の入り口に立っていた。布団の真ん中に座っている浴衣姿の俺を、腕組みながら眺めてる。

「……こっち、来ねぇの？」

「行くよ」

　玄が一歩、部屋に入る。俺はその足元を見つめながら、息をひとつ飲んで。近づいてくる度に熱と一緒に息を飲み込む。腹の底がどんどん熱くなっていく。

「ここ……」

　玄の手が忍び込んでくる。

「履いて、ないのか？」

「あっ、っ、ぁ、だって、どうせ、脱ぐ、だろっ！」

「脱がせるのも楽しいのに」

「っ、あ」

「もう、勃ってる」

　浴衣にノーパンでこいつに組み敷かれるのを待ってたんだ。

「ぁ、ン、玄、も、イきそっ」

「早いな」

　温泉でほっかほかに潤った肌、すげぇいい匂いがする玄は色気がハンパない。

「あぁぁぁっ！」

　ガバリと開かれた脚、その奥に玄の手が侵入するのと、そそり立って、尿道口から先走りの水滴垂らしてる俺のペニスを咥えられたのはほぼ同時だった。

「あっ！　玄、んあっ！」

「隣は誰もいない。声、出せよ」

　話しながら、フェラされると歯が当たって、気持ちイイ。

「げ、んっ！　俺、昼間のこと、ムカついてんだからな！」

「あぁ」

　マジで。ナンパされてたことに腹を立ててるって言ってんのに、涼しげな顔で「知ってる」なんて返事しやがる。

「女に囲まれやがって！」

「悪かった」

　なんだよ。何、俺の奥をくちゅくちゅ掻き混ぜながら、嬉しそうに微笑んでんだ。

「ヤキモチ妬いて欲しかったんだよ」

「んんっ、ン……んくっ、ぁっはぁっ」

　深くキスされながら前立腺をグリグリ指で押されて、目の奥で星が点滅してる。快感がぶわりと腹の底からせり上がってきて、指を玄のペニスと間違えて、中がしゃぶりついてる。

　腰が浮き上がる。いつ、親が帰ってくるか心配しなくてもいい。単身赴任の親父さんとこに行ってるからって、それでもどこかに残る親の気配を気にしなくていい。誰も邪魔しない。学校じゃねぇから、女が玄に絡んだとこ見て、スルーしなくてもいい。怒って、ヤキモチ妬いてもいいんだ。我慢しなくていい。

「あ、ン、吸うな、よっ」

　俺達しかいない。そう思うだけで、いつも以上になんか、もう、乱れる。

「ぁ、嘘、だろっ、玄、も、俺っ、イきそっ」

　バカみたいに興奮の針が振り切れてる。玄の喉奥に切先まで可愛がられながら、指で孔の口を開かされて、声も、揺れる腰も止まらない。

　すげ、気持ち、イイ。

　身体の奥からトロットロに溶けて、もっと掻き混ぜて欲しくてたまらなくなる。この、俺達しかいない、誰も入り込めない部屋がすげぇ気分を盛り上げるんだ。指が行き来する度に聞こえる音が先走りにまみれて、やらしい響きになる。

「……風雅」

　ゾクッとした。今にも射精しそうな俺のペニスの先にキスしてから、鈴口を尖らせた舌で抉じ開けて、先走りを舐め取った玄の唇の赤色に、喉が鳴る。

　ヒクつく俺を組み敷く乱れた浴衣姿の玄が、ヤバい。ずっと、くちゅくちゅ音を立てながら、孔の奥を指で弄られて、今、してることのエロさに顔が熱くなる。

「お、前のは？」

　孔をいじる手の動きであまり見えない玄の興奮。そこに触れたい。

「触って確かめてみるか？」

「んっ」

　ニヤリと笑って、完全に覆い被さった玄に唇も舌も食われ、孔をいじられながら、大胆に脚を開ききって、手を伸ばした。

「ン……ん、ふっ……ン」

　すげ、カチカチだ。熱くて、硬くて、太くて。ただ、触って、擦ってるだけで俺が気持ちイイ。喉んとこが焼けたみたいに熱い。身体の中側が腹の底を中心に火照るってレベルじゃなく熱くて、熱くて、おかしくなりそう。

「熱い、な、風雅の中」

　ずっと、玄の指が俺の中を慣らすために動いてる。音が鼓膜を刺激して、指で擦られる粘膜がヤバいくらいに蕩けてく。

「玄っ」

　お前のこんなスケベな指先とか舌とか、その表情とか。

「風雅……」

「玄、早く、奥まで掻き混ぜろ、よ、ンあぁっ！」

　ズルっと指が抜けた。孔がちょうだいってヒクついてる。

「風雅」

「？」

「ねだって」

　切羽詰まった男の顔がすぐそこで苦しそうに歪む。触れた玄のペニスは今にもはちきれそうで、熱くて、硬くて、凶暴。これ、一挿されたら、意識飛ぶかもなって。

「玄……」

　そっと、首に腕を巻きつけて、脚を限界まで広げて玄の腰を捕まえる。さっき、海の中で堂々とイチャついた続きだ。

「早く、抱いて……くれ」

　死にそうに恥ずかしいんだぞ。

　男のくせに男に抱いてとか言うのって、アホかよっ！　って、大声でツッコミ入れたくなるレベルだ。でも、それを言えるくらい、今、たまんねぇ。欲しくて疼いてる。

「もっと」

「これで、奥まで、すげぇ、可愛がれよ、めちゃくちゃ奥まで掻き混ぜろよ」

　こんなドスケベな言葉を、催促されたら簡単に口にできるくらい、お前のことが好きだ。

「あぁ、言われなくても、そうする」

「あ、あぁぁぁぁっ！」

　もう、その瞬間から何も考えられない。ただ、俺の中に玄がいる。玄と深く繋がれて、たまらなく嬉しかった。




　ずりぃ、そう思った。

「風雅……」

　昨日の余韻を含んだすげえセクシーな声で、名前呼んでんなよ。目を覚ました瞬間、お前のデレデレした笑顔のドアップ攻撃、モロに食らったじゃねぇか。

「よく眠れたか？」

　こそばゆいくらい優しい吐息に頭をふんわりと撫でられたと思ったら、頭のてっぺんにキスされた。

「ほら、起きろ。今日からバイトだ」

　うるせぇ。顔上げらんねぇんだよ。真っ赤すぎて。

「起きろ、寝ぼすけ」

　なんだ、この甘いイチャイチャバカップルの朝みたいな雰囲気。

　今までお互いの家に泊まったことくらいある。玄の親が単身赴任でいない間は基本泊まり。でも、なんか、部屋が違うせいか、いつもと雰囲気が全然違う。俺達だけで過ごす空間っていうのが、無性に恥ずかしくなるくらいに甘い。

　同棲とかしたら、これが毎日続くのか？　そしたら、すげぇな。毎日、こんなデレた玄を見るとか。

「おーい、起きろ、働くぞ」

「……っ！　おい！　やめっ！」

　頭のてっぺんにキスしまくっても顔を上げようとしなかったら、思いっきり、顎でグリグリとつむじを押された。逃げたくても、抱き締められて、腰捕まえられて、つむじをゴリゴリ、ギリギリ。

「てっめぇ！　頭が潰れるだろうが！」

「……顔、真っ赤だぞ」

「！」

　顎に頭突き食らわす勢いで顔を上げると、一瞬で組み敷かれてた。玄の体重が全部圧しかかってきて、その重さに昨日、正常位で攻められたときのことを思い出す。身体があのときとこれを勘違いする。

「おはよう、風雅」

「っ……」

「朝から可愛いすぎるぞ」

　てめぇはカッコよすぎだろ。




「うぉぉぉぉぉ！」

　ここに来てから叫びっぱなしだなって思った。でも、そのくらい楽しいんだから仕方がない。

　海はまだ全然人がまばらで、サーファーらしき人がチラホラいるくらい。あと、すでに海遊び一番乗りみたいな、せっかちな奴らだけ。

「なぁ、玄、黒Ｔ、あっちぃ」

「文句を言うな。黒、紺以外は禁止だ」

　これでプラス長袖のパーカーまで着ろとか言い出すから、俺はどこの美白を目指す女子だよ！　って、全力で拒否っておいた。白Ｔじゃ、透けるって、女の乳首じゃねぇんだぞ。んなもん、透けようが、見えようがだーれも気にしてねぇよ。気にしてんのなんてお前だけだ。

　──ほら、こんなすぐに敏感に反応するスケベな乳首、透けてるだけでも目の毒だろ？

　って、朝、部屋で着替えてるときに言われて、いじられて、最初着ていた白いＴシャツ越しでもわかるくらいに勃起させられた。って、あんま思い出すと、それだけで、昨日の熱をまた思い出しそうになる。

「玄！」

　浜辺に下りる階段は狭くて、ふたり一緒には降りられない。

「じゃじゃーん！」

「！」

　先を歩く玄を呼びとめ、玄指定の黒Ｔを胸んとこまでめくり上げた。

「バッ！」

「キヒヒ」

　慌ててシャツを下げようと手を伸ばす玄よりも素早く、シャツを元に戻して、意地悪く笑ってやる。別に男の裸なんて誰が見ても面白くないし、俺も見せて恥ずかしいとは思わない。実際、泳ぐときは上半身裸なんだし。

「お前なっ！」

「さっきのお返しだ。バーカ」

　朝、ドキドキさせられたお返しだ。あんなカッコイイ顔して、あんな嬉しそうに微笑んで、また惚れさせようとするから、そのお返しをしてやった。ビビれビビれ、誰も俺の裸見て驚いたりなんてしねぇけど。

「ほら、行こうぜ！　初っ端から遅刻はダメだろ？　優等生？」

　ニヤリと笑って先を早く歩けと促すように首を傾げると、涼しげな表情どころか目を釣り上げて、顔を真っ赤にしていた。




　海の家のバイトはおっちゃんのラーメン屋で鍛えられてるから、軽く指示してもらうだけであとはどうにかなる。簡単なもんだ。玄は頭脳明晰、秀才クンだから、それこそ立ち回りが上手い。てきぱき仕事をしながら、すげぇ笑顔で、女どもがちょっとだけ、頬ピンクにして。

「って、おい！　玄！」

　ゴムボートの空気を入れてあげますよ？　なんて、すげぇ親切で好感度抜群のイケメン野郎っぽく、客の女に微笑む玄の首を捕まえた。

　黒Ｔが暑くて、暑くて、せめてタンクトップとかにすればよかった。肩まで袖を巻くって、汗びっしょりになりながら、ゴムボートの空気入れ仕事を奪い取る。

「風雅？」

「おい！　なんで、てめぇ、眼鏡してねぇんだ！」

「だって、眼鏡焼けするだろうが」

「はっぁぁぁ？」

　眼鏡焼け大歓迎だ、ボケ！　裸眼じゃ、それこそ、イケメン度高すぎだろうが！　もっと隠せ。鼻眼鏡くらいかけとけ。つか、牛乳瓶の底眼鏡をかけろ。受験に苦しんでる予備校生みたいになってろ。あととにかくでかいサイズのＴシャツ着て、薄っすら見える筋肉隠せ。このイケメン秀才眼鏡。

　キャッキャしたいですって、玄をガン見してる客を完全無視して、俺がその仕事を引き継ぐと、玄をここからどかした。

「おおーい！　玄君、こっち手伝えるか？」

　と、その途端、ガチマッチョの相川さんが玄を呼びつけ、パラソルを刺すための穴掘りを頼んでる。今時はパラソルよりも袋から出せば勝手に広がるテントが主流なはずなのに、まさかの行列だ。

「ちょ！」

　絶対に、あれ、玄狙いだろ。だって、その穴掘りを頼んだのがまた女ばっか。俺はそのおかげで空気入れをマッハでやる羽目になった。




　潮風ってなんか違う。ベトベトするとかじゃなくて、なんだろ、肌にこそばゆく感じる。でも、そう思ったのは玄と来たこの海だけだなって、夜道を歩きながら、ちょっと笑えた。だからきっと潮風が違うんじゃなくて、玄といるこの空間が特別なだけ。

　ペタペタと足元のサンダルをじっと見つめながら、そのことに気がついた。

　すげ、忙しかった。バイトは俺と玄だけだから一日中走り回ってた。

「ナンパされなかったか？」

「あ？」

　顔を上げると、さすがに疲れた顔をした玄と目が合った。

「その言葉、そっくりそのままお前に返す」

　てめぇ、こそ、ひっきりなしで女に「すいませぇぇん」なんて声かけられまくってただろうが。

「別にそんなの俺は気にしてないの知ってるだろ」

　ここじゃ、隠さなくていいから、露骨にムッとした顔してやった。

「じゃあ、もっと無愛想にしろよ。あんなニコニコしてんじゃねぇ」

「接客業なのにか？」

「いいんだよ！」

「なら、お前こそ、その可愛い顔やめろよ」

　はぁ？　って叫びながら、車がたまに通る海岸の道を歩いてた。もう夕飯のまかないも相川さんにごちそうになって、部屋に戻るだけ。一日走り回ってたんだ。明日も朝からずっと同じように忙しいだろうから、早く帰ったほうがいいんだけど、健全な男子高校生は夕方六時ごろに夕飯済ませたんじゃ、絶対に夜中に腹が空く。だから、ちょっと歩くけど最寄のコンビニで夜中用の食料調達に向かった。

　昼間はけっこうあった車も、この時間じゃほぼなくて、街灯も俺達の住んでるところの半分くらいしかない。歩道が広くて田舎っぽい道路。

「バーカ、バーカ、浮気者」

　こんなこと学校じゃ言えねぇ。

「そっちこそ、誰かに襲われたりしないように気をつけておけ」

「はぁ？　なんで、男の俺が襲われるんだよ。つか、それなら、女に襲いかかるな、だろうが」

「知らないのか？」

　ちょうど街灯の下に来たときだったから、玄の笑顔がよく見えた。潮風が俺のうなじの辺りをくすぐったのか、それとも黒Ｔシャツの裾から入り込んで、腹の辺りをくすぐったのか、何かが肌に触れた気がして、ジリ、っと、身体の奥が熱を持つ。

　玄の色気がさ、最初のころよりも数倍威力を増した気がする。

　こんな即反応してたっけ？　俺って、こいつの笑顔見ただけで、こんなにゾクゾクしてたっけ。

　ペタペタ、ゆっくり、ふたりだけの散歩道を満喫しながら、街灯のスポットライトを抜けて、次のスポットライトまでちょうど半分、一番暗くて、一番見えにくいところへ差しかかった。

「今の風雅の顔見て、襲わない男、いないぞ」

「バ……」

　海岸沿いのガードレールに腰掛けた玄に腕を引っ張られた。脚の間に挟まれて、そのまま、キスをした。すぐそこにある大きな道路を走る車からはバッチリ見えてるはずだ。イチャついてるカップルがいるって。

「襲うの、なんて、お前だけだ。バーカ」

　地元よりもまばらな街灯。まばらな車。

「ほら、また、可愛い顔するなよ」

「だから、してねぇよ……ン、バカ」

　ヤキモチ妬いても、こんなふうにイチャついても、誰も俺達が高校生だって知らない。

　同じクラスで、秀才と不良だなんてわからない。だから、ずっと、散歩していたくて、お互いにビーサンの足音がノロマで、なんか笑えた。




　朝一の海の家はのんびりできて楽だ。掃除をしつつ、このあと、ここにびっしり人が埋まるんだもんなぁなんて考える余裕がある。

　マッチョ相川さんは基本厨房にいる。俺たちの海の家は食券買うシステムだから、おっちゃんのラーメン屋に比べて接客仕事が半分以下になる。出来上がったのを持っていけばいいだけ。

　開店後、間もない店には食事を注文する客よりも、ゴムボート、浮き輪のレンタルを頼む客のほうが多かった。

　チラッと砂浜を見ると、胸んとこにレースが盛られた下着みたいな水着を着た女が玄に何か話しかけてた。

　マジで、牛乳瓶の底みてぇな眼鏡って売ってねぇかな、なんて思って、向こうは全然気が付かないだろうけど、ここから渾身の力を込めて睨んでやった。ムカつくから、明後日、俺がバイト休みのときにでも玄を砂浜に埋めてやろうかな。

「ちりとり、どこだっけ？」

　ほぼ砂だけど。んでもって、どうせ、ピークに忙しいころになったら、どこもかしこも砂がつくけど。学校ならシカトでも、バイトだからそうもいかない。朝一の掃除をしながら、掻き集めた砂で作った小さな山をちりとりで回収する。んで、近くの砂場にサッと戻すだけ。

「ちりとり、ちりとり……」

　ごちゃっと詰め込まれた掃除道具とか、雑多ないろんなもん。もう使わない気がする、くたびれた浮き輪とかゴムボートも入った店の裏。

「ほっせぇ、腰してんなぁ」

「！」

　ちりとりを屈んで取った瞬間、腰骨んとこを両手で抱えられて、言葉も出ないくらいびっくりした。

「ちょっ！　なっ！　相川さん」

「今時の高校生はほっせぇなぁ」

　ビビった。ごちゃごちゃしてる裏手は狭くて、ぎゅっと腰を握るように抱えられて、避ける場所もない。思わず蹴り上げそうになった。

「なんすか！　ビビるから、先に声かけてくださいよ。それに無言で後ろ立たれると、癖で手か足出るんで、気をつけてください」

「アハハ、大丈夫、俺、頑丈だから」

　そういう問題じゃねぇよ。ガチマッチョだろうが、喧嘩慣れしてる俺は一発で急所狙えるから、んなの、全然関係ねぇ。

「それと、手、離してください。これ、セクハラっすよ」

「アハハ、訴えるか？」

　ガチでセクハラ。腰を後ろから抱えられて、まるで、これじゃ、後ろからガン突きされてるみてぇな格好だ。

「あるっすよ」

　つか、こんなとこ玄に見られたら、あんた、タダじゃ済まねぇぞ、マジで。

「腰細いって、相川さんに比べたら、誰だって細いっしょ」

「あぁ、たしかに、そうかもな」

　相川さんが俺の腰を掴んでいた手を離して、短髪の頭を掻いてから、俺の頭上の辺りにあるバケツを手に取る。俺も玄も身長が低いほうじゃない。でも、相川さんはそんな俺達よりも一回りは確実に背も身体つきもでかい。だから、頭上に手を伸ばされて、その拍子に一歩前に、俺のほうへ近づかれると、圧迫感がハンパじゃない。

　そして、俺はこういうふうに圧迫されるのが好きじゃねぇ。

「掃除、早く終わらせてくれよ」

「……了解っす」

　別に男同士だし、向こうは高校生のガキ相手にからかっただけ。でも、音もなく、気配もなく近づかれると、どこかわざとな気がしちまう。腰に触れた手が何か意図したものを含んでた気がして、つい、バケツを持って立ち去る筋肉隆々な背中を睨みつけていた。なんか、無意識に威嚇の視線をぶつけていた。




　玄には話さなかった。っていうか、なんて言うんだよ。相川さんに背後から忍び寄られて、腰んとこガツッと抱かれてビビったぜ、とか？　誰にも見えないような裏手んとこで、ふたりっきりで、腰触られて、蹴り上げる寸前だったぜ、とか？

　どう言っても玄が怒り狂うのは簡単に想像できた。

「おーい、悪いな、裏の冷蔵庫んとからソース持ってきてくれるか？」

　朝一の掃除。俺はちりとりのとこでまた相川さんに遭遇しないよう、極力裏手には行かず、掃除もすげぇマッハで終わらせた。んで、テーブルを拭いて、次は玄の手伝いをって思ったときだった。

「あ、はい」

　下準備をしてる相川さんに呼ばれて、ほんの少しだけ警戒する過剰反応な自分がいる。別に、そんなつもりなわけねぇじゃん。玄はちょっと眼鏡の度が合ってねぇから、俺のことを可愛いとか綺麗だとかアホなこと言ってるけど、普通に考えて、その形容詞は俺には当てはまらないだろ。普通は。

　冷蔵庫を開けると、冷気がふわっと溢れ出てきて、ちょっと気持ちイイ。

「……気にしすぎだっつうの」

　んなわけねぇだろ。腰んとこ触られたくらいで。

「腰細いのコンプレックス、なんか？」

「！」

　また、背後に気配なく立たれて、びっくりした俺はあからさまに飛び上がった。

「相川さん！　ちょ、昨日といい、ビビらせないでくださいって！　俺、喧嘩っぱやいから、マジで蹴り入れそうなんすけど！」

「それとも、腰、触られたこと、気にしてんのか？」

「！」

　カァって、顔が一気に発熱した。手首を握られて、全開に扉が開いてる冷蔵庫の上んとこに手を貼り付けにされたから。冷気が全身にふわっと降りかかって、ゾッとした。寒気に背中の毛が逆立つ感じ。

「風雅……」

「っ！」

　この人、なんなんだ。

「今時の高校生はエロいなぁ」

「はっ？　あんた、何、言って」

「やらしい匂いがする」

「！」

　うなじんとこに鼻をすり寄せられて、スンって、音を鳴らして匂いを嗅がれた。それにブチッと何かが切れる。ぶん殴って問題になってもいいって、ふざけんなって、拳を握りながら、自由になる足で蹴り上げてやろうと思った。

「アハハ、見た目どおりの喧嘩上等キャラだな」

「っ」

「でも、俺も格闘技、けっこうマジでやってんだ。今は一番忙しいから、休み中だけどな。だから、そこら辺にいる不良君の蹴りもパンチも別に怖かねぇよ」

　たしかに思いっきり蹴り上げようとした足を膝ごと鷲掴みにされて、逆にその親指で、たぶんツボか間接を押された。激痛が走ったんだ。

「っ」

「痛いだろ？　このナリでも、関節技が得意なんだわ。若いっていいねぇ。二週間、ふたりで部屋でしっぽりしつつ、バイトって感じか？」

「あ、んた、バカじゃねぇの。何言って」

「玄君とデキてるだろ？　風雅」

　ニヤリと笑う顔が大人の男だった。威圧的で、ムカツクけど、でも俺を組み伏せるくらい苦労もなくできそうな、力のある大人の顔。力技で負けないって確信してる奴の顔。

「もう少し、そのフェロモン、抑えたほうがいいと思うぞ？　風雅」

「は、ぁっ？」

　また、ギリッと親指が膝の急所にめり込む。痛みに声を上げたら、柔らかく微笑んで足を開放してくれたけど、もっと、体勢は最悪になった。

「フェ、フェロモンなんて、出て、ねぇっ！」

「出てる出てる。ダダ漏れだ」

　手首を今度はもっと強く握られてさっきと同じように冷蔵庫の上に貼り付けにされた。向かい合わせになってるせいで、身体の前側がお互いに密着する形。

　──ピーピーピー。

　冷蔵庫が開けっ放しを知らせてる。でも、相川さんはかまうことなく俺を張りつけにしたまま、笑ってる。

「おいっ！」

　今、自由になるのは口だけ。ジタバタ暴れると、密着した身体、股間んとこを擦り付けるようになるから下手に動けない。

　こんなとこ、玄に見られたら最低最悪だ。

「風雅、自覚ないのか？」

「はぁ？」

「んで、玄君もまだ若いなぁ、こんな色気振り撒いてる自分の彼氏、ちゃんと仕舞っておかないと、こういう大人に食われちまうって知らないんだもんよ」

「！　バッ！　マジで、ふざけてんじゃねぇっ、っ！」

　ゴリッと股間を押し付けられて、腹の底にドロッとした怒りが溜まる。

「男に抱かれてますって、色気、ムンムンなんだ。そりゃ、俺も抱きたくなる」

「ならねぇよ！　バカじゃねぇのか！　あんた！」

「自分の裸まじまじと見てみろよ。スケベな身体だと思わないか？　それプラス、この負けん気、たまんないだろ。男なら」

　知るか！　クソうぜぇ！　そう言って睨んでやろうと思ったけど、あまりに顔が近くて、下手に動くと、すぐそこにある唇にでもぶつかりそうで、必死に下を向いて顔を隠した。

「うなじもスケベなんだよなぁ。全身からエロいフェロモン垂れ流しておいて、よく無防備でいられるな。組み敷いて、触ってみたくなる」

「っざけんなよ！」

　ギリッと手首を握り潰す寸前まで締め上げられて、手の指先から血の気が引いていく。冷蔵庫の控え目な警報音がうるさい。鼓膜が焼けそうになる。それなのに寒気がハンパじゃない。暑くて、汗ダラダラだったのに。

「しかも、キスさせないように頑張るとか、可愛いな」

「うるせぇ！」

　可愛い、その言葉を玄以外に言われるとこんなに腹が立つもんなのか。

「あいつも君くらい可愛かったらな」

　パッと手首が解放された。

「は？」

　この至近距離で、こんなことされて、ふざけんじゃねぇって一発ぶん殴ってやろうと思ったのに。

「はぁ……あ？　おい、あんた、泣いてんのか？」

　このガチマッチョの体格して、目に涙を溜められて、なんか、今、すげぇビビった。

「強姦魔のくせに何泣いてんだ、てめぇ」

「強姦魔とはひどいな。そっちが傷心の俺を煽るように色気ムンムンで尻振りながら、テーブル拭いてるのがいけないんだろ？」

　はぁ？　別に尻振りながら、テーブル拭いてなんかいねぇ！　そう言ってやろうと思うのに、マジでズビズビ鼻を啜り始めるから、ぶん殴るのも蹴るのも、胸倉掴んで「こんなとこ辞めてやるっ！」って怒鳴ってやることもできなくなった。

「あぁ、そうだ」

「？」

「風雅、明日、デートしよう」

　涙目で、パッと何かを閃いたように、ズビッと一回大きく鼻を啜って、マジでバカなんじゃねぇのってぶん殴りたくなることを、マッチョが元気に宣言してる。

　そうだ！　京都に行こう！　の、ノリで何言ってんだ、このマッチョ。筋肉隆々すぎて、脳みそまで筋肉化してんだろ。

「はぁ？」

「明日、彼氏とデートのはずだったんだけど、フラれてよ。んで、暇になったからドライブ付き合え」

「は、あぁぁぁ？」

「大丈夫、ちゃーんと、夜には返してやるから。ウソウソ、午後からは俺も店に出るから、ほんの数時間、そんくらいいいだろ？」

　明日は俺が休みの日だった。で、明後日が玄。で、週末が終われば盆休みになって、シーズン一番の忙しい一週間が始まる。

「行くわけねぇだろ」

「そうか？　じゃあ、脅しちゃおっかな」

「はぁ？」

　このマッチョ、ベソかいた直後に何ぬかしてんだ。アホか。

「ここは玄君の親戚がやってる旅館」

「！」

「もし、俺が、君らのことを叔父さんにバラしたら……どうなるでしょうか」

　そんなの、どうなるも何もない。玄の親にまで話が行くだろう。

　きっと一瞬で、電話で告げ口されて、そのまま、俺達は帰らされる。そして、帰ったら、もう会えない気がする。男同士で、秀才と不良でそんなの、もう無理だろ。

「そんな怖い顔しなさんな」

「！　てめぇがそうさせてんだろうが！」

「いいじゃん。さっきみたいなことは一切しないし、ただ、ちょっとだけ、傷心な俺を慰めてって言ってるだけだろ？」

　なんで、俺が。

「数時間だけ、身体貸してよ。少し気分転換したいんだよ。そしたら君らのことは絶対に口にしたりしないから。ドライブ、そうだな、海岸線を小一時間走るのに付き合ってもらえればいいから。ホント、長年付き合ってきた奴と別れたばっかなんだよ。寂しくて、な」

　最後の言葉、寂しくて、が本当に寂しそうな響きを持っていた。ベソかいて、高校生のガキを脅迫して、そして、今度は目を伏せて、何かを思い出しながら、言葉よりも寂しそうな顔で溜め息をつかれて、俺は何も言えなくなってしまった。




「どこ行ってたんだ？」

　ビクッとしちまった。しかも、思いっきり。

「あ、あー……ちょっと、裏の掃除させられてた、すげぇ汚くて」

　玄が俺を捜してくれていたところで、ばったりと遭遇した。ここの奥にはまだ相川さんがいて、たぶん、俺と玄のこの会話を聞いてる。

「どうかしたか？」

　今さっきのことを玄に言ったら、怒り狂うだろうな。こいつはただの秀才じゃねぇから、こんなに好きになったんだ。あの太鼓の音みたいにどこか荒々しくて、そこにすげぇ惚れた。だから、きっと、その場で乱闘になる。

「な、なんも」

「……」

「それより、そろそろ混み始めるだろ？　ほら、呼ばれた。行こうぜ」

　玄の横をすり抜けて、この場から逃げ出そうとした俺の手首を玄の手が引き留めた。キュッと身体が反応する。さっき、相川さんに掴まれたときとは全然違う。身体の奥が何かを抱き締めるみたいに、キュンと締まるんだ。

「……風雅、相川さんは？」

「さ、さぁ、どっかでサボってんじゃね？　っていうか、ほら、お客さんだって」

「……」

　見透かされそうで、自然と玄の視線から身体が逃げようとする。

　何かを注文したいお客は、店員が誰もいないと、店先で、何度も呼んでいた。でかい声で、急かすように呼ばれて、いつもなら、忙しいから「ちょっと待てよ」って思うのに。

「は、はーい！　行きまーすっ！」

　今、すげぇ、助かったって思った。




　今日の休み、その辺ぶらっとしてから、玄に悪い虫がつかないようにって、見張ってるのもいいかもなって思ってたのに。

「あの、マジでドライブだけっすから」

　なんで、相川さんとドライブなんだよ。この間に玄がナンパされてたらどうすんだ。車の中から流れる景色眺めてるだけの何が楽しいのか、俺にはちっともわかんねぇ。玄と電車の窓から見てた景色にはあんなに気持ちが弾んだのに。

　睨みつけてるような奴とドライブなんてしたって面白くないだろ。だから、思いっきりブスったれた顔をして見せた。

「あははは。狭い車でごめんなぁ」

　睨んでも、ブスッ垂れても、相川さんは気にせず、マッチョな身体には似合わない黒のワンボックス軽自動車を走らせる。格闘家マッチョの大人に、ただ喧嘩慣れしてるだけの俺が敵うわけもない。力とかで勝てそうにないのは、昨日、冷蔵庫に張りつけにされた時点でわかった。

「玄君に怪しまれなかった？」

「一日オフで何すんだって訊かれたに決まってんだろ。ボーと部屋に転がってるって言っておいた。午後少し顔出すって」

「それで納得したか？　それとも、身体で納得させた？」

「バッ！　あんた、バッカじゃねぇの！」

　アハハ、なんて軽く笑ってやがる。俺は小さい車の中で暴れて、このまま殴ってやりてぇ。でも、できない。

「風雅？　怒られたか？」

　見たんだ。

「風雅？」

　昨日の夜、玄が叔父さんと何か話してるのを見た。ドキっとした。

　何、話してたんだって聞いたら、親が単身赴任になったらしいが、どうだって訊かれただけだって。でもそのとき、心底、実感したんだ。

　普通の会話。和やかで、穏やかな。でも、俺はバレたんじゃないかって。相川さんは口軽そうだから、もしかしたら俺達のことを知られて、玄は問い詰められてるのかもしれない。そう思ったら、思いっきり動揺してた。

　ただ、好きで、付き合ってるだけなのに、なんでこんなに緊張しなくちゃいけねぇんだろうって、そのとき、思った。そして、バレたら、あんなに笑って話してねぇよな、とも思った。

「……別に」

　この恋を悲観してるわけじゃねぇ。諦めるつもりもない。でも、玄と俺の恋愛はどこまでも隠していないといけないと実感した。ここでなら、もっと出しても、もっと好きってとこを出しても平気な気がしたけど、場所とか、そういうことじゃなく、男同士って隠してないといけないのかもしれない。

「なんでもねぇよ……」

　叔父さんは玄のガキのころも知ってる。その人が経営してる旅館で、エロいことしてもいいのかなって。あいつのことすげぇ好きだけど、困らせたりしてんじゃねぇのかって、ふと思っただけだ。

　それとさ。和太鼓サークルの渡辺さんも、このマッチョの相川さんも、そんな全部を経験して、大人になった。そういう全部を一緒に乗り越えた相手とでも、別れって来るのかなって思っただけ。

　男同士で障害多くて、隠さないといけないことだらけで、苦しいことだってあるはずなのに、それでも好きになった。恋愛した。でも、やっぱ別れる日が来ることもある。どうして、この人は、その恋人と別れることになったんだろう。ふとバカな俺でも疑問に思ったんだ。

「なんも、ねぇよ……」

　バカ、だから、俺には玄と別れる日のことは想像できない。引き離されることなんて、意味不明すぎてありえない。この人も前はそう思ってたのかなって。

「つまんねぇか」

「脅迫されてドライブつきあってるのが楽しい奴なんていねぇだろ」

「あははは！　そりゃそうだ！」

　海もただのでっかい水溜まりに見える。

　待ち合わせたところから、走り始めてもう一時間、こっちはとっくに飽きてる。でも相川さんは楽しそうにでかい身体を丸めて運転してた。

「なぁ、どうして別れたんだ？」

　車の中は音楽がずっとかすかに流れている。ＢＧＭ程度の控え目なボリュームで、しかも俺は知らない外国の曲。それに合わせて、フンフン歌っていた相川さんが俺の質問に鼻歌を止めた。

「あ、ほら、あそこで休憩するぞ」

　指差した先にはでかい土産物屋があった。この土地で取れた野菜とかも売っていて、夏だし人がけっこういる。

　俺の質問を無視してだんまり。そのせいで、車のウインカーの、カチカチって音がやたらと大きく聞こえた。

　俺は、玄と別れるとか、全然想像できねぇ。すげぇ、好きだから。でも、大人になったら、そうじゃなくなることもあんのか？　こんなに好きなのに？　何がどうなったら、別れることになんだ？　浮気？　気持ちが離れたら？

　疑問が次から次に沸き起こってくる。

「風雅、あっちで休もう」

　相川さんが指差したのは、店のずいぶん端だった。大きな木が何本も立っていて、日陰の色が濃い。人がほとんどいない。皆、店の反対端にある意味不明なこの土地のゆるキャラの前で写真撮影したり、イギリスでもねぇのにイングリッシュガーデンって看板が立った花壇を眺めることに忙しい。

「ほら、ジュース、山葡萄だと。この辺で山葡萄って取れねぇけどな」

　心が離れる瞬間ってわかんのか？　なぁ、こんなに好きでも、そういうときってくるのか？　今の俺には想像もできないのに。

「別れたのは、浮気、だな」

「え？」

「浮気してるのバレたんだわ」

「……最低だな。俺にしたみたいに、誰かにちょっかい出したんだろ」

「アハハ、つい、な」

　玄が浮気、とか。正直、考えらんねぇけど。

「そんくらいで別れんのかよ。なんで、浮気なんてしたんだよ」

「……そうだなぁ」

　相川さんが遠くを見ながら、寂しそうに笑った。そんな顔するくらいなら、その恋人のこと好きなんだろ？　別れたくなかったんなら、浮気なんてしなきゃよかったのに。

「男同士ってさ、続けるの、きつい？」

　きつくて、辛くて、逃げたくなる？　浮気っていう方法でもなんでもいいから、気楽になりたいと思ったり、する？

　男女みたいにはイチャつけない。

　それでも今はお互いに夢中だから、そんなのかまわない。あいつしか見えてなくて、あいつしか欲しくなくて。でも、それがどこかで窮屈になるのかもしれない。疲れるかもしれない。

　きついと思って、手を離したくなるのかもしれない。

　実際、この人は手を離したんだ。逃げて、浮気して、別れた。渡辺さんだって、誰かと付き合って、別れてって、繰り返してる。どこかでしんどくなるから、恋が終わる。

「まぁ、きつい、だろうなぁ。楽じゃねぇだろ」

「……」

「男同士なんて、しんどいことばっかだ」

　ザザッ、って、耳に届く波の音。この音も、この少しまとわりつくような潮風も、玄の笑顔と一緒に「思い出」になることがあるんだろうか。積み重ねてきた俺らの過去じゃなくて、アルバムみたいに残る、ただの「思い出」に。

「風雅、お前、すげぇ色っぽいな」

「っ！」

　あいつの笑顔が押し入れの隅に居残るアルバムみたいになったところを想像した。その途端に悲しくなって、相川さんの手が俺のうなじに触れていることに気が付くのが遅くなった。

「お前さ、本気で自覚したほうがいいぞ。無意識に男をその気にさせたこと、けっこうあんだろ？　こんなふうに襲われたの、俺が初めてじゃねぇだろ？」

　渡辺さんにセックスしてみねぇって、誘われたことあったけど、あれは。

「図星、だろ？　お前さ、身体がエロいんだわ。戸津田の坊ちゃんに仕込まれたんだろうけど、もう少し隠さないと、そのうち俺みたいな大人に強引にやられちまうぞ？」

「ふっ、ふざけんな！」

　冗談じゃねぇって叫ぼうとしたら、うなじをグッと鷲掴みにされて、身体が本能的に強張った。

　ぶん殴って、蹴り飛ばして、そういう喧嘩しかしたことねぇ俺でもわかる。今、急所を鷲掴みにされてる。そう身体が判断して、防御のために身構えようとする。勝手に動くのをやめようとしやがる。

「男同士なんてしんどいことだらけ」

　相川さんが笑ってた。さっきもそう言ってたな。

「そしたら、もう少し気楽に付き合ったほうが楽だって思わないか？」

　笑ってるくせに、泣きそうな顔してる。

「知るかよ！　俺はっ……」

　でかい声で宣言できなくて、咄嗟に声を詰まらせたら、その続きを相川さんが笑いながら言葉にする。

「玄が大好き、か？　今は夢中だろうな。お互い、血気盛んな男子高校生。セックスすんの気持ちイイだろ？」

「……」

「好きって感情だけで突っ走れるわな。まだ、な。キスして、セックスして、好きだって言い合って、ニッコリ笑ってお手手繋いで」

　うなじを鷲掴みにしている手、その指先の抑え付けてくる力は逃げられないほど強い。そのくせ、誘惑じみた動きで、俺の首筋を撫でてくる。

　言っていることはきっと合ってる。

　キスもセックスも夢中になってしてる。外だろうと、イチャつきたくて仕方がない。このバイトだって、二週間あいつとふたりっきりでずっといられることが嬉しくてやってる。目が合うだけで「好きだ」と告白したくなる。手を繋ぎたい。そう思うのなんて、女みてぇだろって、自分でも呆れるくせに、ふたりで並んで歩いていたら、あいつの手を見つめてることだってある。

　そして、あいつも俺の視線に気がついて、言うんだ。

　──早く、帰ろう。

　そう言って笑う。帰ればイチャつけるから。男同士で日中、人前で手は繋げないから。

「涙目とか、今、この状況じゃ逆効果だぞ？」

「っ」

　首を掴む手がグッと力を込めた。このまま俺が抗ったら指先の痕が残るかもしんねぇ。そしたら、これはなんだって玄が気づいて、相川さんとこに乗り込んで、騒動になる。叔父さんの耳に入る。恋愛の揉め事を起こしたって。しかも、それが男同士の恋愛だって。

「そそる……」

　こんなに好きなのに？　あいつといるとあんなに楽しくて嬉しいのに？　それがしんどいばっかになるのかよ。隠すのさえ辛くなって、手放したくなるのかよ。

「おい、あんた、死にたいのか？」

　心臓が止まるかと思った。うなじんとこを握っていた相川さんの手が一瞬、声上げそうになるくらい力を込めたかと思ったら、そのまま、スッと消えた。その直後、玄の、ヤバいって思うほど低い声が耳に届く。

「げ、ん……」

　振り返ると、今にも、怒りでおかしくなりそうなくらい玄がキレてた。それと、すげぇ、汗だくで、肩で息してた。

「風雅、お前、怒るぞ」

　怒りで震えてる声。でも、その声に遠くから、「ごらぁぁぁぁ」って野太い怒号が覆い被さった。なんか知らない男がこっちに真っ直ぐ、手の指までピーンと伸ばして腕振りながら、全速力で走ってくるのが見えた。




「ぼんどうに、ずみばぜん、でしだ……」

　相川、さん？　って、わかっているはずなのに確認したくなる。だって、誰だか認識できないほど。顔がハンパじゃないほど腫れ上がっている。それ、どっかしら折れてるから、病院行ったほうがよくないか？

「だ、大丈夫っすか？」

「ばいぼーぶ（大丈夫）」

　ニコッと笑ったんだと思う。アハハ、って声上げたから。でも腫れすぎて、笑ってんだかなんなんだか、わかんねぇ。

　ボコッたのは玄じゃない。

　今、相川さんの隣に並んでいる、ものすげぇ美人の、たぶん男の人。女って言っても、誰も疑問に思わないかもしれない。そんくらいに綺麗な人が、俺達を追いかけてきた玄の背後から、ものすごい形相でダッシュで激突してきた。相川さん目掛けて、頭突きで、顔面を弾き飛ばした。

　本当に、あっ、と叫ぶ暇もない一瞬の出来事だった。気が付いたら、相川さんは吹っ飛び、それを追いかけるようにこの美人がマウントポジション取って。あとはもう見るも無残な大惨事だった。

「悪かったね。ごめんね。下半身でしか物事考えない大馬鹿者で」

「あ、あー……いえ」

「平気？　どこも、何もされてない？」

　すげぇ、本当に美人だ。少し長い髪は繊細な絹糸みたいに潮風に揺れて、それを耳にかける指も白くて細い。手を強く握ったら、簡単に折れそうなのに、その手で作った拳であのガチムチ相川さんを滅多打ちにしていた。そんな美人が相川さんの恋人。

　ここで、俺が、キスされました！　とか嘘の暴露したら、俺もああなんのか？　この人も格闘家？　つか、俺は相川さんほどマッチョじゃねぇから、かなり危ないよな。あの世へ直行だよな。

「風雅、俺達は帰るぞ」

「へ？　あ、あぁ」

　さっさとこの場を退散する玄の背中を追いかけながら、チラッと振り返ると、美人が細くて白い手を振ってにこやかに笑っていた。相川さんは顔面崩壊したまま、フラフラしつつも隣に並んで、手を振っていた。

　あの、美人さんは大きな旅館のひとり息子らしい。今、俺達がひと悶着起こした土産物屋からも見上げることができる、少し高いところにあって、この集落一帯を見渡せる位置にある老舗の高級旅館。

　そこの若旦那に縁談の話が持ち上がった。でかい老舗旅館で、なかなか結婚をしないひとり息子へ、親が強引に押し付けた縁談。

　旅館とか観光産業で成り立っているような町。組合もあって、そこの繋がりの中じゃ、色々情報が飛び交う。その縁談話が相川さんの耳に入るのは時間の問題だった。

　継がない、なんて選択肢は元々ない。縁談も一緒だ。

　でもあの人は相川さんと付き合っている。恋と、代々続いた旅館、どっちかを選べって、自分の好きな奴が決断を迫られていた。恋を取ったら、旅館は潰れるかもしんねぇ。潰れなくても、継ぐことはできなくなるかもしれない。

　だから、相川さんが別れを切り出した。あの人のために。

　──男同士なんて、しんどいことばっかだ。

　そう言っていたときのことを思い出す。俺は自分のことを重ねて、いっぱいいっぱいで、相川さんがどんな表情をしていたのか覚えていない。でも、声はすげぇ苦しそうだった。

　浮気してたんじゃない。

　浮気したってことにして、しんどい選択を迫られる恋人を楽にしてやろうと思ったんだ。浮気してるってなれば、相川さんは一方的に責められるだろ。全部、自分が悪かったってことにして、好きな人に苦しい思いをさせないようにって、別れるほうへと歩かせた。

　すげぇ好きだから、しんどい思いしたって、好きなものは好きだから。そう思ったら、涙が出てきた。

「おい、今、ここで泣くなよ。俺は怒ってるんだぞ」

　玄は頭がいいから、俺が何か悩んでるって、隠してるって気がついてくれた。いなくなった俺を探してくれて、旅館の人から相川さんの車に俺が乗り込んでいったって話を聞いて、そっから相川さんのこと調べて、あの恋人のところまで辿り着いた。

　必死に俺を取り戻しに来てくれた。

「気が気じゃなかったんだぞ」

「ごめ」

「謝るなら」

「うん」

　すげぇ怒ってる。

　一時間に一本あるかないかのバスを待っていた。運悪く、そのレアなバスはたった今さっき、ここを通過したばっからしい。

「あの人は、相川さんが身を引こうとしたってこともわかってたよ」

　バス停の看板が立っているだけ、屋根もねぇし、椅子もない。ガードレールが真昼間の太陽光で焼けそうに熱くなっている。

「風雅はその話を聞いて、慰めてやろうとでも思ったのか？」

　そんなこと思ってねぇって、ブンブンと首を横に振った。

「その涙は？　なんなんだ？」

　これは……知らねぇよ。こっちこそなんの涙だって訊きたいくらい、勝手に溢れてくる。

「俺にヤキモチ妬かせて振り回して楽しんでたのか？」

「ちがっ」

「じゃあ、本気であいつに乗り換える気だった？　昨日、様子がおかしかったのは、もうあいつとそういうことでもしたくなってたから？　だから、昨日、どこか上の空だったのか？　頼れて、経済力もあって、ちゃんとしてる大人の男がよかったか？　俺がっ」

　言葉が挟めないくらい、矢継ぎ早に尋ねられて、ただ黙って首を横に振り続けた。その間も、玄をムカつかせる涙が止まらずに零れ落ちていく。

「俺が、どんな気持ちで、さっきのお前をっ」

　キスされそうだった。うなじんとこを手で掴まれて、引き寄せられて、顔がゆっくり近づいていく。骨っぽい顎のライン、首を傾げて、どっからどう見ても男同士なのに、キスする体勢で。

　それが、玄だったら。

　玄が誰か、男でも女でも、誰か、俺以外にそんなことをされそうになってる場面に遭遇したら。

「俺っ！」

　声が震えた。笑えるくらい、グズグズに泣きじゃくってひっくり返った声とか、この歳でマジかよって。

「玄が」

「……」

「玄っ」

　じっと、息苦しそうに玄がこっちを見つめてる。胸んとこを何かに押し潰されたみたいに、顔を歪めて、眉間に深い皺刻んで。

「俺、玄のこと、すげぇ、好きだ」

「……」

「男同士で、すげぇ、しんどいかもしんねぇけど」

　また、涙がひとつ零れた。マジで、さっきからポロポロ零れ落ちて止まらない。邪魔くさい。

「隠さないといけないのもわかってる。でも」

「……」

「お前のことがすげぇ、好きだ」

　いくらでも繰り返し言う。

　夏の日差しは真上から俺達を刺すみたいに降り注いでる。ジリジリと地面からも焦がされて、暑くて、熱くて、腹の底に火の塊でも持ってるみたいに熱に溶かされる。

「キス、すげぇ、してぇ」

　バスは来ないけど車はけっこう頻繁に行き来してる。こんな何もない炎天下のバス停で高校生の男がふたり突っ立っていて、しかも、片方がボロッボロに泣いてたら、そりゃ、ちょっと驚いて見るだろ。

「キス、してぇ。ダメ、か……っ」

　ダメか？　って、訊こうと思ったけど、何も言わずに、答えだけくれた。

「本当に俺の気も知らないで……」

　キスを、くれた。

「風雅のこと、手放すなんて、絶対にしてやらないからな」

　バスが来たのは、それから、三十分以上も後だった。俺は、キスの後、唇が離れるのを感じながら、微笑むんでも怒るんでもなく、真っ直ぐに俺だけを見つめる玄を一生忘れないと思った。

　玄がもしも、相川さんと同じような選択を迫られたら、どうする？　その答えがキスと眼差しに詰め込まれてると思った。

　バスに乗っても、玄はあまり話さなかった。ただ、バスに揺られている間、玄の手は俺の手を離さず、ずっと握っていた。

　バスから眺める景色は、相川さんの車の中で見たものを逆再生しているはずなのに全く違って見えた。はしゃぎながら電車の中で見たのとも違う。ワクワクはなくて、ただ、強い日差しに照らされた海が眩しくて綺麗だった。玄が迎えに来てくれたときからずっと腹の底んとこが熱いから、今、あの海の中に頭から飛び込んだら気持ちイイだろうなぁって思いながら眺めていた。




　バスを降りても、手はそのまま。誰かの視線があるかもとか気にする余裕もないほど、玄が早歩きで、転びそう。フロントを突っ切って、二階の部屋だから階段使って、そのまま部屋に押し込まれた。強引に手を引っ張られて、畳の上に組み敷かれる。ビーサンだったから、足の裏に砂利が付いてる。でも、そんなの完全シカト。

「玄、お前、バイトは？」

「店主がバイトの高校生拉致してたんだぞ？　呑気にバイトなんてしてられないだろ」

　キレた優等生は手に負えない。

「は？　あぁぁっ！」

　いきなり首筋を思いっきり吸われた。

「ちょ、玄！　汗すげぇんだって」

「汗？　ドライブだったのに？　それとも車内で汗かくようなことでもしたか？」

「は？　てめ、何言って、んなことするわけねぇだろっ！」

「どうだか」

　肩を強く乱暴に畳に押し付けられた。

「おいっ！　玄！」

「……」

　声を荒げると、するどい眼差しだけが無言で返される。すげぇ、怒ってる。

「風雅、お前、本当に自覚しろ」

　押し倒されて転がされた俺の上を跨る玄の指先が、Ｔシャツを簡単に捲って、曝け出された腹の上に、ツ、と触れた。

「っ」

　たったそれだけ、指先が肌に接触しただけなのに、ビクッと身体が反応して、息が詰まる。

「このくらいのことで、そんな顔して。男からしてみたら誘ってるとしか思えないぞ」

「っあ！」

　今度はちゃんと声が零れた。指先が腹を滑って、そのまま上へとＴシャツの下に潜り込んだから。胸のところをそっと撫でられて、背中が無意識に反る。

　相川さんにもそう言われた。自覚したほうがいいって、無意識に男をその気にさせてるって。身体がエロいんだって。

「っ、く、ぁっ！」

　乳首を避けて、そのまわりだけを確かに煽る指先にビクビク腰が跳ねる。背中を反らして、声を我慢すればするほど、興奮が身体の中で膨らんだ。もっと気持ちよくしてくれって、肌の上を滑る指先にせがむような吐息が勝手に零れていく。

　背中がしなった瞬間、下着ごとズボンを脱がされた。というよりも、剥かれた。

「まだ、どこも触ってないぞ？」

「っ」

　玄が雄の顔して、舌で唇を濡らしながら笑って俺を見下ろしてた。指先は相変わらず、乳首を避けまくってるのに、俺の下半身はギリギリと興奮に締め付けられるみたいに物欲しさに軋む。高熱で身体が痛むみたいに、限界に火照ってる。

「玄、見るな、よ」

「なんで？　男を興奮させる身体だから？」

　ペニスだってもう完勃ちで先走りを滲ませてた。きっと、触られただけで、腹の底に溜まった興奮が先端から弾ける。

「玄！」

　そんな身体をひっくり返されて、四つん這いにさせられた。

「あぁぁっ！」

「ホント、スケベな身体してるな」

　尾てい骨の辺りを齧られて、こめかみが締め付けられるように痛んだ。玄の唇と舌はおかまいなく背骨に沿ってキスしながら上へとのぼってくる。神経を直になぞられてるって錯覚しそう。舌に合わせて背中がくの字に曲がる。

「は、ぁっ……」

　すげぇ、甘くて、熱い溜め息。

「玄っ！　あんま、焦らすなよ！　おかしくなるっ」

「焦らして、遊んでるのはそっちだろ？」

　背中にまだ服を着たままの玄の身体が重なった。背中から覆い被さられて、こいつの重みを感じるだけでも気持ちイイのに。

「あ、あぁぁぁっ」

　乳首をきゅっと後ろから摘まれて、甘ったるい悲鳴を上げてた。

「いつだって、風雅が欲しくて仕方がない。お前は知らないだろ？」

「玄っ、あ、あっ、あぁっ」

「本当に好きだ」

　切羽詰まった告白は、同じくらいに切羽詰まった身体には毒みたいだった。

「風雅が好きだ」

　その言葉だけでイきそうになるくらい、お前のことが好きって、てめぇこそ、知らないだろ？

　お前のことがすげぇ好きすぎて、初めて、将来のこと考えたんだぞ。

　首筋に吸いつかれた。きっと、そこには数え切れないくらいにキスマークがくっついてる。俺がこいつのもんだっていう印を相川さんだけじゃなく、そこら辺にいる男にも女にも教えるために、玄が今までで一番派手に残していく。強く吸われる度にたまらなく甘い溜め息が零れた。

　俺だけ下半身を剥かれて、Ｔシャツは捲くり上げられて、しこりきった乳首を晒して、いじられまくってる。四つん這いになった状態で尻に玄の熱源の硬さをずっと押し付けられて、孔をヒクつかせながら、先走りをダラダラ垂れ流すペニスを扱かれてる。すげぇ、好きな男の下で今にもイきそうなくらい、興奮と快感を身体の中に溜め込んでる。

　玄の掌はきっと俺の先走りでびしょ濡れだ。扱く音がものすごく淫らに響いてた。

「あ、はぁっ……玄っ」

　イきそう。イきたい。興奮でおかしくなりそう。

「風雅、こっち向け」

「え？」

　四つん這いからまたひっくり返されて、向かい合わせになった。玄が熱そうに汗を拭って、エロく乱れた俺の裸を見つめながら、シャツを邪魔そうに脱いだ。

　曝け出された腹筋とか、胸とか、上半身がものすごく美味そうに思えて、自然と喉が鳴る。

　さっきまで尻たぶに押し付けられてた熱源は、ズボンの中で苦しそうだ。カチャカチャって音立ててベルトを外すところをガン見したくなる。こいつが俺に興奮した証を何度でもたしかめたくなる。

「風雅、足、閉じて」

「え？　は？」

　今後は向かい合わせで覆い被さられた。まだ指とかで慣らしてねぇけど、もう身体はすげぇ欲しがってたし。だから、すんのかなって思いながら、脚を広げようとしたら、膝を玄に撫でられた。

「玄？」

「本当に焦ったんだぞ」

「……」

「さっき、お前が好きって、言ってくれて、すごく嬉しかった」

　何を今更って思った。好きじゃなきゃ、こんなことしねぇだろ。好きな奴とするから、男のくせにこんなになるんだろうが。そんくらい頭いいんだからわかれよ。

「風雅」

　今、俺が心の中で呟いた文句を玄は全部聞いたみたいに微笑んでた。俺は、急に照れ臭くなって、こいつを直視できなくて、つい俯きそうになる。

「でも、かなり怒ってる。俺以外の男にあんなことされて、どんなことがあったとしたって、あの瞬間、警察沙汰になってもいいからぶん殴ってやろうと思った」

「それは！」

「あぁ、だから、見せて」

　何をって訊こうとしたら、脚をきゅっと閉じられた。なんか、すげぇ、女みたいな格好でクソ恥ずかしい。そんな俺をじっと見つめてから、上半身裸で、ズボンと下着を腰からズリ下げた玄が齧り付くようにキスをした。

「ン、んっ、っ！　んんんっ」

　舌で喉奥まで塞がれていて声が出ない。俺の内腿にぴとりって玄のペニスが触れた。

「ん、ンっ」

「風雅っ」

「バカっ！　てめ、っ、ツぁっ」

　素股とか。

「あぁぁっ」

「だから、俺にだけ、見せて」

　クソ恥ずかしい。好きな相手にだって、男なんだ、こんなん見せらんねぇ。

　脚をきつく閉じた格好も、その太腿の隙間を玄のペニスが行き来して、俺のペニスの裏筋を擦り上げるのも、全部がすげぇ恥ずかしい。

「そそる顔……」

　お前にだけしかこんなの見せられない。前で刺激し合うペニスに連動するみたいにヒクつく孔の口も、太腿がふたり分の先走りで濡れて、ヌラヌラ光ってるのも。

「あ、ぁ、玄っ、も、これっ」

「素股、気持ちイイのか？」

　初めて味わう快感におかしくなりそうで、首を縦に振って答えるので精一杯だ。

「あ、玄っ、やべぇ、これ、ぁ、クる、すげぇくる」

「っ、風雅」

　玄のペニスが俺のペニスにぶつかって、最初、抜き合いのときに感じた快感がどことなく、この気持ちイイ中に混ざってた。

「あ、玄っ！　イくっ！　も、ぉっ、イくっ」

「っ」

　でも、あのときよりももっとずっとこいつのことが好きだから。好きと快感が直結していて、数倍気持ちイイ。

「あ、あぁぁぁぁっ」

　びゅくっと弾けたふたり分の精子が腹にも太腿にも散らばる。

「あ……」

　ぬちゅり、って音と一緒に太腿の隙間を抜けていく玄のイったばっかでビクつくペニスの硬さに震えた。

　力が入らない。ゾクゾクしてやばい。玄の手で閉じさせられてた脚は開放された拍子に広がって、濡れた両太腿の間にやらしい糸が繋がった。

「すごい、スケベな光景だな」

「……玄っ」

　素股でふたりして、派手に射精してた。でも、まだだ。

「風雅？」

　もっとお前に教えてやる。

「お、れも、お前のことすげぇ好きだ」

　興奮してて、言葉が途切れ途切れにしか続かない。

　バレたらいけないってわかってる。すげぇ隠さないといけないって知ってる。これから先、しんどい選択を迫られるかもしれない。好き、好き、言ってるだけじゃどうにもなんねぇことがあるかもしれねぇ。

「っ、風雅」

「ン……立てよ」

　素直に立ち上がった玄の股間で、イったばっかのペニスがビクついてた。それを手で扱くと玄が派手に息をつまらせる。俺は舌で舐めて割れた腹筋くすぐって、筋肉が蠢く様子を堪能してから。

　口で咥えた。

「エロい舌……」

「お前だけだ」

「……」

「お前のしかしゃぶらねぇし、咥えたいとも思わない。美味いなんて思わねぇだろ」

「美味いと思う、のか？」

　玄の声が興奮で上擦ってた。

　咥えただけで、もう玄のペニスが暴れるように、口の粘膜を犯してく。俺はその熱源に自分からもしゃぶりついて、尿道口から滲み出る先走りを啜りとって、竿を丁寧に舐めて濡らしてく。亀頭を手でグリグリいじりながら、根元にしゃぶりついて、視線を上へと向けた。

「……風雅っ」

　色っぽい顔してた。きつそうに眉をひそめて、苦しそうな息を吐く唇を何度も舌で湿らせてる。見下ろした俺の姿に喉を鳴らしてる。腹から胸にまで飛んだふたり分の精液、太腿から伝う白くてとろみのある線、それを掻き混ぜるみたいに指にまとわりつかせてから、自分の身体の奥へと持っていく。

「ン、んくっ……ン」

　自分から孔んところを解していく。

　お前だけだ、玄。

「風雅っ」

　竿を舌で丁寧に舐めながら、自分の身体を指で抉じ開けてる姿。死にそうに恥ずかしいんだ。

「エロ、い、だろ？　俺」

「あ、ぁ」

　てめぇが他に見せんじゃねぇっつった顔、身体、そんなんよりも断然エロくてスケベだろ？

　切羽詰まった男の顔した玄が俺の頬を指でくすぐって、顎のラインをなぞる。その指先ですら気持ちイイ。フェラしてるとこを眺められながら感じてる。自分の指に粘膜がきゅんきゅんすがってる。

　優しく、オレンジ色の俺の髪を撫でた指が今度は首筋に触れた。

「ン、ん」

　ツン、ツン、って、何もない肌を突付いてる。

「風雅」

　そこにお前が付けた、お前の痕があるんだろ？　キスマークがどんだけ、俺の身体に残ってるか教えてるんだろ？

　そんなことしなくたって、お前が触れる度にそこだけ火傷したみたいに熱くなって、お前の唇が離れた後だって、ずっとそこが小さく焦れてるんだから、知ってる。俺の全部がお前のだって、とっくにわかってる。

「……ンっ、玄、ここにも残せよ」

　自分の指を抜いて、トロトロにぬかるんだ孔を大きく開いた脚の間から見せ付けた。今にも襲いかかりそうな雄の顔した玄を、ものすごく濃く誘惑してやる。キスマークだけじゃなくて、お前しか入れない、身体の奥の奥まで、ちゃんとマーキングしろって。

　普段よりも日焼けした小麦色の肌を晒した。バイト中はＴシャツ着てるから、逆にできるだけ日陰に入って、休憩の度に、こっそり脱いで焼いていた。ちょいちょい日干しになったおかげか、ヒリヒリすることなく、小麦色になった肌、でも、それはつまりエロい場所だけ普通の肌色のまんまってことでもあって。

「ここに、早く、欲しい」

　エロいだろ、これ。日焼けしてない箇所を晒すのって。ここだけはお前にしか見せてないって証拠だから。

「加減、できないからな」

　押し倒されて、素直に組み敷かれた。そして、開いた身体に玄の腰が割り込んで。

　フェラで濡れた唇を玄の指がなぞって、そのまま、すげぇ宝物にでも触れるみたいに頬を撫でられた。これだけで、イけそうなくらい、もう感度が振り切れてる。

「風雅……」

「あっ、ぁ……あぁぁぁっ」

　濡れた音と一緒に、俺の唾液に濡れたガチガチに硬いペニスが入ってくる。孔の口をグイッと強引に抉じ開けて、ざわつく粘膜を擦り上げ、割り開くみたいに、ゆっくり、じっくり奥まで。

「ぁ、あ……すげ、太、ィ」

「っ」

　ゆっくり、じっくり、ペニスの先で舐めるように粘膜が割り開かれる。

「あ、ぁ、あぁっ、ン」

　馴染むのなんかお互いに待ってらんなかった。すげぇ、欲しくて、奥まで玄のが来た瞬間、ふたりして繋がった場所を貪欲に絡ませ合う。玄が俺の中の感触に、熱の混ざった溜め息を吐いて、締め付けを堪能するように目を閉じる。腰を動かして、中で扱いて気持ちよさそうに顔をしかめてる。

「はぁっ、ン、んくっ、玄の、すげ、気持ち、イイっ」

「っ痛くないか？　背中」

「知ら、ねぇっ！」

　つうか、お前、知らないのか？　お前とセックスしてるとき、背中がどこにぶつかろうが、肌に触れたもの全部が気持ちイイって。

　お前が乱暴なくらいに中を擦って、激しく突き上げる度に当たる肌にさえ、のぼせるくらいに感じまくってるって。

「あぁぁぁっ！」

　グリグリって奥擦られながら、今、俺を抱き起こしたお前の腕の力強さすら、ものすごい快感になってるって。

「深っ、ィ、すげ、刺さってる」

　お前が吐く熱い息が唇にかすかに触れるだけでも。

「風雅？」

　ブルッと震えるくらい、お前の息を詰めた表情が、本当に、たまんねぇ。

「ン、キス、しろ、よ」

　首にしがみついて、腰に脚絡ませて、下から強靭に突き上げられて、おかしくなりそうに気持ちイイ。唇から覗いた舌を捕まえて、しゃぶりついて、頭を上下させるくらい、さっきのフェラみたいに丁寧に舌を唾液まみれにしていく。

「はぁっ、ン、すげ、あ、あぁ、玄、俺、も、ぉ」

「っ」

　濡れた音がすごい。

　中を掻き混ぜる、玄のペニスがすげぇ、熱い。

　大胆に突き上げられて、激しくなる鼓動と同じに揺さ振られる視界には玄しかいねぇ。玄しかいなくていい。

「すげぇ、好き」

「風雅」

　なぁ、俺が相川さんに話を聞いたのは、お前とのことを少しでも色々考えたかったからだ。俺は、もし色目を使うとしたら、お前にしか使わねぇ。

「玄っ、俺、すげ、嬉しかったんだからなっ」

　激しく攻め立てるのは止めずに、奥までいっぱいに貫きながら、玄が真剣な顔で俺を見つめてた。視線がトロトロに甘ったるいまま、絡まり合って、もう目が離せない。

「二週間、お前と、一緒にずっと、いられるの、が、すげ、嬉しかったんだ、からな」

「……風雅」

「ン……」

　繋がったまま、啄むように唇を重ねる。淫らなセックス音の合間に少しだけ響く、段違いに可愛いリップ音。

「早く、俺のこの中にも」

「……」

「俺が玄のものだっていう、痕、残せよ」

　俺を好きって言わせたくて、唇を誘うように舐める。

「トロトロになるくらい、俺の中でイって、んで、気持ちよくさせろ」

「っ」

「お前のことが、すげぇ、好きっ、あっ、奥、すげ、イイっ」

　滾った雄が中で暴れ出した。奥を貫いて、突き上げて、前立腺もイイとこも全部を愛して可愛がってくれる。

「風雅っ」

「あ、あ、あ、イくっ、も、俺っ」

「好きだ」

　声にならないくらい、ものすごく気持ちよかった。ビュクって弾けた熱が俺達の身体を濡らして、繋がった場所をトロットロにして、そして、意識が飛ぶほど、気持ちイイセックスにふたりで夢中になっていた。




　お互いにようやく落ち着けたころには夜が明けかけてた。何回イったのかわかんねぇ。玄のでトロットロになるくらい、マーキングされた。

　──男同士なんてしんどいことだらけ。

　かもな。俺達よりも長く、もしくは多く、男同士の恋愛をしてきた大人が言うんだからそうなんだろ。きっと、うちらにはこれからそんな困難が待ち受けてるのかも、しんねぇけどさ。

「お前の前でだけ、すげぇ、エロいんだよ」

「……」

「だから、きっと、お前はエロくて色気ムンムンな俺しか一生見られねぇ」

　なぁ、今の俺って、かなり、どっぷりエロイだろ？　お前に中出しされて、何度もイって、汗とかエロい汁でどこもかしこもトロトロでさ。乳首も疼くくらいにいじられて、どこもかしこも、お前に仕込まれてエロ仕様の身体になった。だからさ。

「残念だったな、戸津田君」

「？」

「ずーっと、きっと、お前は俺のことしか好きにならねぇよ」

「……」

　キヒヒ、って笑って、ぎゅっと身体にしがみついたら、玄が顔を真っ赤にした。いつだってニヤリと悪い男の顔して笑うこいつが、すっげぇ照れて耳まで真っ赤で、いつもと違って、可愛い。

「玄くーん」

　しんどいことがこれからあったとしても、俺はその度に、今、真っ赤な顔をした玄を思い出すよ。

「風呂場まで、連れてって」

「……」

「中にいっぱい出されちゃって、すっげぇ、気持ちよくて、今、腰立たないから」

「お前……ホント」

　キヒヒって、また笑って、ぶちゅっとキスしてやる。お前が俺をエロくしてんだ。相川さんが吸い寄せられるくらい、他の男がチラ見したくなるくらい、俺が色気ムンムンなんだとしたら、それはお前のことを好きだから。お前とイチャイチャしたくて、お前だけを誘うために。

「小悪魔通り越して、悪魔だな」

「アハハ」

　なんか、強そう。でも赤ん坊みたいに今の俺は力がちっとも入らないけど。浴衣着せてもらって、そのまま抱っこされて、深夜なんだか早朝なんだか、誰もいない大浴場まで連れていってもらった。

「おおー！　朝風呂最高！」

　朝なのか夜なのか微妙なとこだけど。風呂場が閉まるのはチェックアウトからチェックインまでの昼間。この時間でも源泉かけ流しで風呂入り放題。つっても、この時間じゃ誰もいないけど。

「はぁ、気持ちイイ」

「玄……」

「なんだ？」

　ほら、俺は力入んねぇから、玄に流してもらって、先に湯船に。

「げんげんげんげん、んげ」

「連呼されすぎて、妖怪の不気味な笑い声みたいだぞ」

　泡を流すと玄の背中が大変なことになっていた。これ、今、ぶっ倒れたら、惨殺されたって思われるかもな。

「玄、大丈夫か？」

「背中、すごいのか？」

「あ？　あー、あぁ、まぁ、そ、だな」

　背中一面にミミズバレが走ってる。

「そっちは？」

「けっこう、平気、かな」

　しみるかなぁとか思ったんだけど、そうでもなかった。余裕で湯船の中をじゃぱじゃぱ遊べる。

「風雅はけっこう日焼けしたな」

「んあ？　あぁ、ちょいちょい焼いてたからな」

　さっきは自分から晒したくせに、なんか、マジマジと裸を見つめられて、湯けむりでごまかせるだろうけど、顔が熱い。

「すごくそそられた」

「あ、あっそ」

　湯船の中に潜りたくなるくらいになんか恥ずかしくなった。

「身体、平気だったか？」

「へ、平気」

　奥まで繋がったとこがしんどくないかって尋ねられて、耳まで煙が出そうなほど熱くなる。湯けむりの中、玄が幸せそうに笑ってた。




　なんかすげぇ、元気だ、俺。

「いいってマジで、玄は休めって」

「休むんならお前も休め」

「はぁ？　お前は本っ当にたまにアホだな」

「おーい！　戸津田くーん、風雅くーん」

　海の家バイトに向かおうと旅館を出たときだった。ガラスの自動ドアが開いた瞬間、名前を呼ばれた。

　清々しい朝の潮風、日差しは今日も暑くなるぞって予感をさせる感じで、もうジリジリと肌を焦がしてる。そんな中、黒い高級車に寄りかかりながらブンブンと元気に手を振っている美人、相川さんの恋人がいた。

「昨日は本当に悪かったね。今日は、ほら、昨日はあの後、仲直り？　っていうか？　ラブラブ？　だから、きっと足腰しんどいだろうから、送るよ」

　アハ！　みたいに軽やかに爽やかに笑う美人に俺も、玄もきょとんとしていた。

　同じ黒い車でも相川さんのとは乗り心地が全然違う。シートの感触からして違うし、エアコンから強風が吹きつけてくるわけでもないのに、ちゃんと中は快適温度になっている。それに走り出してもなんの音もしない。

　でかい老舗旅館の跡継ぎが乗る車。

　かたや、相川さんの車は……ちょっと、差があるよな。色々と。

「昨日、バス、すぐ来た？　ここら辺は君らのいるとこに比べると色々不便でしょ？」

「あー、まぁ、はぁ」

　すげぇ、たしかに美人だ。こんな綺麗な男の人っているんだなって、後部座席からマジマジと見る。白い肌とかさ、女とさして変わらないと思う。これが相川さんの恋人、か。似合うっちゃぁ、似合う、かな。美女と野獣的な意味で。あ、でも、この人、昨日、グーでぶん殴ってたな。ハンドル握る手は華奢で花くらいしか持てなさそうなのに、あのガチムチマッチョの相川さんが吹っ飛んでた。

　歩いても十分くらい。だから、一晩やりまくって腰がしんどくても別に歩くくらいどうってことない距離。

「はーい。到着」

　ほら、もう着いた。車を降りると、エアコンで快適だった車内との温度差でげっそりしそうなくらいに暑く感じられた。

「あ、木砂君だけ、ちょっといい？　数分だけ、時間頂戴」

「へ？　俺っすか？」

　玄は振り返って、俺たちの様子を伺ってから、無言で海の家へ先に向かった。




「木砂君、昨日はすまなかったね」

　潮風がこの人の細くて繊細そうな髪を揺らす。

「あー、いえ、あ、いや、相川さん浮気とか、してないっすよ」

「……うん。バカな奴だから、すごく迷惑かけたね」

　横顔が儚げだった。白い肌が透き通るみたいに綺麗で、ここの老舗旅館の跡取りなら、このジリジリ焦げるくらいに暑い日差しの中で育ったはずなのに、日焼けひとつしてねぇこの人を守りたくて、相川さんは自分の気持ちを押し潰そうとしたんだ。

「……あの」

「俺は、あいつのそばにいられるんなら、なんでもいいんだ」

　きっと、すげぇ、大事にされたんだろうな。まさに温室育ちの綺麗な花みたいに。細くて長い首、白い肌が花弁でさ、繊細そうな長くてサラサラの髪なんかも、あのガチマッチョが抱えたら、それだけでポキッと折れそうな気がする。

「旅館、継ぐんすか？」

「どうかなぁ、継ぎたいんだけどね。ここが嫌いなわけじゃないからさ」

　そっか、旅館好きなのか。だから、相川さんはしてやれることは、ひとつしかないって思ったのか。

「ただね、家族も、仕事も、大事だけど、あいつがいなくなったら、その全部がボロボロになるんだ」

　好き、だけじゃどうにもならないことはあるかもしれない。それでも、やっぱり、しんどくても、苦しいことばっかでも、好きなものは好き。簡単に諦められるなら、最初からこんな恋を選んだりはしない。

「昨日ぶん殴ったし、スッキリした。浮気なんて、バカなこと言って別れようたって、そうはいかないって、思ったんだ。彼のおかげで」

「え？」

　視線がもう先のバイトをしている玄へ向けられた。

「あいつ、なんて？」

「知りたい？」

　そりゃ、知りたいだろ。お互いにこの関係のことは誰にも話してない。当然、あいつが俺のことをどう思ってるとか、他の奴から聞いたことなんて一度もない。

「俺の口からはとてもとても言えないよぅ」

「は？」

「恥ずかしくなっちゃう」

　なんか、この人、話しづれぇ。掴みどころがないっつうか、意味不明っつうか、綺麗なんだか、男前なんだか。繊細そうに見えて、ゴリラみたいな凶悪パンチ持ってるし。

「彼から聞きなよ。恥ずかしくなっちゃうほどのノロケ」

　どんなに好きだって、小さなことですれ違うんだよ。だから、全部晒して、ぶちまけて、そしたら、すれ違いはきっと消えていく。そう教えてくれた。

「頑張って」

「……はい」

「あのゴリラがまたバカしたら、今度は即俺に言って」

「は、はぁ。あ、っていうか、会ってかないんですか？　中にいますよ？」

「平気。今、顔面腫らしてて、不細工だから」

　その不細工にした張本人じゃん。

「宜しく言っておいてねー！」

　そして、その人は凶悪極まりないパンチを繰り出せる手をブンブンと振って元気に笑っていた。幸せそうに笑って、車に乗り込むと、自分の旅館へと戻っていった。

「俺も手伝う。玄」

「……風雅」

「これ、入れるんだろ？」

　でかいクーラーボックスの中にびっしりと入っている氷。その中へとダンボールに詰まったジュースとかを投入していく。

「なぁ、玄。なんか、知らねぇけど、俺のこと、あの人に話したんだろ？」

「……あぁ」

「なんっつったの？」

　次の言葉を待って、心臓がコクコクと答えを急かすように鼓動を刻む。俺のことを、他の奴になんて言うんだろうって。

「風雅が好きだ。何がどうなろうが、どんなことが起きようが、今、この瞬間、さっき以上に風雅が好きだ。風雅だけが何より好きだって言ったんだ」

　普通さ、そういうことって意を決して言うんじゃねぇの？　特大クラスのでかい告白だろ？　それ。なんで、その特大の告白するのに、明日は晴れだ、っていうのと同じノリで言うんだよ。へぇ、よかったじゃん、とか返しそうなくらい、平凡なことみたいに告白してんじゃねぇよ。

「そう言ったんだ」

　たんまり投入されたジュースを冷やす氷すら一瞬で溶かしそう。

「俺はさ、玄」

「？」

　さっき言葉にしない伝わらないことはあるって言われた。ちゃんと言わないと、どんなに好きでも、すれ違うときはすれ違ってしまうって。

「お前とのこと考えて相川さんに色々聞いてみたかった」

「……」

「男同士でもずっとお前と一緒にいられるにはどうしたらいいのかって、なんか、考えて、大人のあの人に質問してみたかった。わ……」

　言葉が一瞬詰まった。口にするのすら、けっこうズシッととくる言葉だから。

「別れるとか、あんのかなって」

「……」

　浮気とかも、そりゃ心配だし。お前のこと狙ってる女なんてきっとそこら辺にいくらでもいる。気にするなって言われても気になるし。好きなら、それはずっと気にすることだろうし。

「でも、どんなにしんどくても、俺は玄がすげぇ好きだから」

　振られたら、諦めるのとかかなり難しいってくらいには好きだ。今まで、誰かと付き合って、こんなふうに思ったことなんて一度もない。いつかは別れるだろうし、誰かと一生ずっと一緒にいるなんて想像することすらなかったけど。

「お前とずっと……」

　一緒にいたいなって願った。漠然とした未来だけど、その未来に、今以上にこいつを好きになった俺がいるような気がしたんだ。




　バイトも後半になれば慣れたもんだった。玄も俺も、丸一日働いても余裕で体力が残ってる。

　焼そばにカレーに、ラーメン。まぁ、ラーメンは相川さんには悪いけど、おっちゃんが作るやつのほうが美味い。でも、厨房から漂う香りが極限に腹が空いた男子高校生の胃袋にはすげぇ破壊力で襲いかかってくる。

「うぅー、食いてぇ……」

「アハハ、俺は風雅の尻を食いたいけどな」

「食ったら、玄に殺されますけど、いっすか？　ほら、この手、どけてください。んで、あっち見てください」

　相川さんのコレをかわすのも、もう慣れた。

　尻を撫でようと伸びてきたけしからん無骨な手の甲を指で摘んでから、テーブルを片付けている最中の玄へと相川さんの視線を促す。そこにはギリギリって音がこっちまで聞こえてきそうなほど、鋭い目つきでこっちを睨みながら、近寄ったらどこか魔境にでも引きづり込みそうな黒いオーラを放つ玄がいた。

「まったく……」

　バイトは順調。こんがり小麦色になった肌には点々と消えかけるとまた上書きされるキスマークがある。相川さんは、そんな君を剥き身にしてみたいって、笑ってやがる。俺は海老かって溜め息を溢すのも、今日で終わり。

　明日には地元に戻る。地元に戻ったら、俺達のことは、また。

「いったぁぁぁぁ！　玄先輩みっけたぁぁぁ！」

　混雑した店の中で、大音量で響いた声。

「あ！　いたよ！　こっちには木砂君いた！」

「おおおっ！　誰かと思ったじゃないっすか！」

　俺達は迷子か？　遭難中なのか？

「うわ！　焦げてますねぇ！　さすが、ヤンキー」

　ヤンキーはてめぇだろって、言ったら、豆シバがすげぇ嬉しそうに笑ってる。

「なんだよ！　お前ら！　来たのかよ！」

「うっす！　来るに決まってるじゃないっすか！」

　豆シバだ。ニコニコ笑って人懐こくて、小さい身体でひょこひょこ跳ねてる。

（お前！　何？　もしかして、ポニテともしかして！　なのかよ！）

（ち、違いますよ！　一緒に来ただけっすよ！）

　ガシッと首根っこ捕まえて、そのまま内緒話で俺達がいない二週間でどんくらいポニテと進展したのかぐいぐい聞き出す。顔真っ赤にして、なんでか溺れてるみたいに手をバタつかせてながら、一生懸命にポニテとの恋の行方を語ってる。

「んで、一緒に太鼓見にお祭り行ったんすよ。電車乗って、あ、そこで、太鼓がっすね」

「……」

「俺はお囃子だから、あんま太鼓とか詳しくなくてぇ、でも、すっげぇ、楽しそうだったんでぇ」

　お前、恋の進展どころか、ただの太鼓仲間じゃねぇか。何、バタバタしてモジモジしてんだ。デートの事後報告でどこまでしたのか、キスなのかそれ以上なのか、っつうならわかるけど、ただ太鼓の話をそんな照れながらされたって、お前。

「アホだな、豆」

「玄先輩！」

「いいか？　ちゃんと、俺が教えただろ？」

「は、はい！」

　アホなのは、お前らだろ。玄もなんだかんだ、豆シバのこと気に入ってるだろ。ポニテとくっつけようとしてんのだって横槍がどうのとかじゃねぇ。ポニテはそんなことしないってお前が一番知ってる。

　尊敬の眼差しで見つめる豆シバに、どうやったら、本格的デートに誘えるか教えてやってるけど、豆シバと玄じゃキャラが違いすぎるぞ。豆シバ、お前がそれをそのまんま真似したら、ただのコントだかんな。

「なんか、戸津田君、変わったね」

「……そうか？」

「うん、太鼓のとき以外、あんな顔しなかったもん」

　そうか、な。横に並んだポニテがふんわりと微笑みながら、真剣にレクチャーしてる玄と、その言葉にしっかり頷きまくってる豆シバを見つめてる。

　そっか。そうなんか。あいつはあんな顔、前はしなかったのか。

「よぉーし！　お友達が来てくれたんなら、ほら！　たんと食べろ！」

　相川さんがいつの間にか、この店で一番高いメニューのデラックス磯焼きをドーンと焼そばと一緒に特大大皿に盛り付けて、近くのテーブルに置いてくれた。

　これ、バイトのまかない範囲を余裕で超えてるじゃん。友達が来たからって、こんなんは、さすがに、って断ろうと思ったのに。相川さんが昔のアクションスターみたいに白い歯を輝かせてウインクしてくるから、ちょっと笑いが止まらなくて、遠慮する暇がなかった。




　まだ花火をするには少し早い時間。

「うぉぉぉぉお！　すっげぇ！」

　豆シバが雄叫び上げて、手持ち花火をアホみたいに束で持って、ひとり花火祭りにはしゃいでる。豆シバとポニテは日帰りだから、この花火が終わったらそのまま電車に乗り込む。それでも帰るのはかなり遅くなるだろうけど、豆シバがポニテをしっかり家まで送り届けるって宣言してたから問題はねぇだろ。ポニテもなんか、案外、いけんじゃね？　って感じに微笑んで、「お願いします」なんてお辞儀してた。そのときの豆シバのリアクションが思い出しても笑えるくらいに、手足バッタバタにしておかしかった。

　ポニテは豆シバの横で両手に一本ずつ花火を持って、楽しそうに回ってる。

「おおはしゃぎだな」

　玄は俺の隣でそんなふたりとにこやかに笑いながら眺めてる。

　もう花火も数本しか残ってねぇ。ここの海バイトも終わり。最後に豆シバ達が乗り込んできてくれるなんて思ってもいなくて、なんか嬉しかった。でも、ちょっとだけ、さ。

「明日には地元だな」

「……んー、だな」

　ちょっとだけ、寂しいかなって。玄とずーっと一緒にいた。寝惚けた顔のこいつも、バイトで疲れ果てて、でっかいアクビをする珍しいとこも、照れて真っ赤になるとこも、ここで見つけた玄だ。二週間、みっちり一緒にいなくちゃ見られない玄。学校とか、お互いの部屋を行き来するだけじゃ発見できない。

　もう少し、こいつと一緒にいてぇなぁ、とか、思ったんだ。花火が夜の海で小さな火花を散らして、そこだけを明るくするのをぼんやり眺めてキレイだなぁって。海も青空も、夕陽も、白い砂浜もキレイだったなぁって。

「向こうに戻ったら、色々でかけよう」

「え？」

「映画でも遊園地でも、水族館もいいな。涼しげで」

　海だけじゃない、かもな。

「あぁ、だなっ！　まだ、いーっぱい、行ってねぇとこあんだろっ！」

　遊園地でお前はどんな顔してはしゃぐんだろうな。まさか表情変えずにジェットコースター乗ったりして。お化け屋敷とか、お化けを完全スルーして真っ直ぐ進みそうなんだけど。で、俺が全力ツッコミ、とか？

　水族館デートとか最高だろうな。真っ青な深い海の中を一緒に散歩してるみたいに、お前の表情も青に染まってさ。絶対に、俺は見惚れるだろ。

　ここ以外にも、こいつと行きたいところはすげぇいっぱいある。

　目が合ったら、玄が優しく笑ってた。花火の光りでついた陰で玄の表情がハッとするくらい大人っぽくて、また、俺の心臓がトクトク勝手に踊り出す。

「よーし！　豆君！　花火持って向こうまで走ろう！」

「え？　ちょっ！　真野先輩！　危ないっすよ！」

　よーい、どん！　そう合図をしたポニテと目が合った。俺にニッコリ微笑んでから、何かサインを送られた気がするけど、そのまま花火を両手に持って、全力疾走するから、なんだよって訊くこともできなかった。

「真野、気利かせたな」

「へ？」

　真っ暗な海岸を両手にある花火、四本分の光線が走り抜けていく。すげぇ楽しそうな笑い声が段々と遠くなっていく中、玄がクスッと笑った。花火がなくなったせいで、俺達は暗い中、ポツンと置いてけぼりで、誰にも見えないくらい夜空の中に迷い込んでる。

「風雅……」

「……」

「すごく楽しい二週間だった」

　俺もだよ。そう言いたかったけど、そっと重なる唇の邪魔をしたくなくて、キスしたくて、心の中で返事をした。

　きっと、地元に戻ったら、こんなにイチャついてらんねぇけどさ。

「玄……」

「？」

「すっげぇ、好き」

　夏が終わるころには、秋になったときには、今、すげぇ好きなこいつのことを、今以上に好きになってるんだろうなって思った。

　でも、このあとのことなんて、夏が終わった後のことなんて、このときの俺達には何もわかるわけがなかったんだ。






11　恋が軋んで、そして──。









　史上最高に楽しい夏休みだった。高校最後の夏休み、一分一秒が楽しくて仕方がなかった。

　玄と行った場所、花火の音、下駄の音、潮風、海の匂い、夏の日差し、何もかも全部、頭の中ですげぇ簡単に再生できるくらい、しっかり残ってる。思い出って感じに頭の中にしまったりするのがもったいないくらい。全部が肌に質感みたいなものとして残ってる。玄の太鼓の音と一緒に俺の心臓に深くしっかりと刻み付けられている。

「木砂、起きろ、昼だぞ」

「んー……」

　起きてるっつうの、世話焼きな秀才クンキャラだ。

　もう学校が始まってるから、俺と玄は、ここじゃ距離を離さないといけない。夏休み中のゼロ距離じゃダメなんだ。

　この日焼けした肌色みたいに、まだ夏の熱と一緒に距離の感覚も残っていて、不貞寝してないと無意識のうちに玄のことを見そうになる。ここじゃ、目で追いかけるのすら、アウトだ。

　海にいる間はその設定を無視できたから、すげぇ、今、この距離感がもどかしかったりして。

　バイト最終日に遊びに来たポニテ達は何も質問してこねぇけど、もう俺達のこと完全にわかってるだろ。そのあと公民館で会ったときも「ラブラブなんだから」とか、からかってきてたし。

「はぁ」

　また溜め息吐いて、外を見た。俺が席立ったら、玄もついて来るよな、きっと。屋上でふたりで食いてぇな。

「戸津田、ちょっと、職員室、来れるか？」

「……はい」

　昼直前の授業は担任じゃなかった。なのに、教室へ担任がわざわざ来て、玄を手招いて連れて行く。

　生徒会だし、成績ダントツの秀才君だ。担任だけじゃなく教師も一目置いてるから、職員室に呼ばれるのも珍しいことじゃない。

　俺は、昼飯、一緒にっつうのは無理そうだなぁって思いながら、担任と一緒に教室を出て行く玄を何気ないふりしながら見てた。凛として、強い眼差し、あれはあんまり教室じゃ見せないものなのに。剥き出しになった強さは俺の前か、太鼓のときくらいしか晒さないのに、今、そんな顔をしていたから気になったんだ。

「ねぇ、ねぇ、戸津田君、呼ばれちゃったね」

　女子のコソコソした声が玄の苗字ひとつで、俺にとっては大音量になる。俺の耳にそこだけ飛び込んできて、代わりに他の音は全部遠くなる。

「やっぱ、進路のことじゃない？　今朝、その話、職員室でしてたもん」

　進路？　大学だろ？　どっか、すっげぇ頭のいい大学に行くんじゃねぇの。

「だって、今から進路変更なんでしょ？」

　は？　今、なんつった？

「でも、戸津田君なら大学いくらでも選べるもんね」

「でもさ、その大学が芸術大学って……なんで？　って感じじゃない？」

　芸、術？　は？　なんで、あいつが芸大？

　玄が、芸大？　あいつ、芸大に行きたかったのか？　意味わかんねぇぞ。進路を変更したってことは、つまり、最初はそこじゃなかったんだろ？

　俺は何も聞いてねぇ。

　クラスの女子が言っていたことを俺はひとつも聞いてない。知らない。いくらでも俺に話す機会はあったはずなのに、あいつはそんなこと言いたそうな素振りを夏休みの間、ほんの少しだって見せなかった。

　俺は何も知らねぇぞ、玄。

　じっとしてられなくて、職員室へ行こうと階段を下りていたら、玄が帰ってきたところだった。

「風雅……」

　俺を見上げる玄は静かだった。波ひとつない水面みたいな静けさ。それと同じくらいに静かな声が、ここは学校なのに、俺を夏休みの間みたいに名前で呼んだ。でも、俺はすげぇざわついてる。胸んとこが軋んで、頭はグラグラ揺れて。

「……てめぇ」

　腹が、いてぇ。

「屋上に行こう」

　そう言った玄の声がものすごく穏やで淡々としていた。




　屋上に出ると、真上に太陽があるからなのか、すげぇ暑い。干からびそうな、夏休み前と何も変わらない日差しが降り注いでいた。

「お前、大学変えんのか？」

「……クラスで噂になってたか？」

　でも、玄の進路は夏休み前と変わってた。俺の知らないところで、こっそりと。

「おいっ！　芸大行くって！　どういうことだよ！」

「……そのままだ。希望進路を芸術大学に変える」

「は？」

「ただ、それだけだ」

　それだけ？　大学を変えたことが、ただそれだけ？　旅行先を海から山に変えるのとはわけが違ぇんだぞ。今日、明日のプランを変更するのとは違うだろうが。進路だぞ？

「俺は、そんなん、聞いてねぇぞ」

「……言ってないからな」

「！」

　ものすごい音がした──気がした。

　玄のボタンをしっかり留めたシャツ、その襟と綺麗に結んであるネクタイごと鷲掴みにして、そのまま、力任せに屋上出入り口の壁に押し付ける。

「玄っ！」

　俺はお前の彼氏だろうが。そういうこと一番に言うんじゃねぇのかよ。なんで、それをクラスの女の噂話で聞かなくちゃいけねぇんだよ！　なんで、何も知らないんだよ。

「なんで、言わねぇんだよ！」

「……お前は俺の元の進路知らないだろ？」

「！」

「進路の変更と俺達のことは関係ないからだ。どこに行こうが、俺が風雅を好きなのは変わらない」

　身体が燃えてるみたいに熱くなった。九月なのにまだ夏みたいに強い日差しに腹の底を焦がされたみたいに熱くて、シャツを鷲掴みにしている手に異様なくらい力がこもる。

「っふ……けんなっ！」

　言葉が消えるほど腹が立って、力のこもった手を玄が俯いて見つめて、さっきまで静かだった表情が歪んだ。

「言えば心配させると思ったんだ」

　喉から奥、内臓が全部丸ごと捩れてく。こいつに「関係ない」って言われて、このまま身体の内側が全部ねじ切れそうだ。込み上げてくるものがなんなのか、混乱しすぎてわかんなくなる。ざわつく胸の内を沈めるために、玄を押さえつけている壁を思いっきり殴りつけた。

「バカ、風雅、痛めるぞ」

　痛めたいんだよ。そしたら、痛みで熱が静まる。

「風雅、あとで、ちゃんと話すよ」

　俺のバカな頭じゃ、そんなふうにしか、こいつの言葉を冷静に聞くなんてできそうになかった。




　学校ではそれ以上話せなかった。授業もあるし、俺と玄が一緒にいるところを、それこそ進路変更が噂になっている今、見られるわけにはいかなかったから。

　家帰って、部屋入って、その場に座り込んで、ようやくちゃんと呼吸ができた。

「おーい、戸津田先生が来てるよー！」

　普段なら、玄がうちに来ても俺に何も言うことなく、そのまま勝手に上がらせて、部屋へどうぞってする母ちゃんが今日は階段のところから確認してきた。

　帰ってきたときの俺の様子が変だったから、玄と喧嘩したとか思ってるんだろ。

　部屋の中から返事をしてすぐ、扉が開いた。

「……風雅」

　ひとつ深呼吸をして、身構える。

「玄、お前……」

　なんで、いつも、唐突なんだよ。

「風雅」

　そういう、唐突に俺を驚かすのは、音もなく後ろから抱き締めてニヤっと笑うとかだけにしろよ。それ以外のことで人のことビビらせんなよ。

　進路を変えるとか、今、部屋に入ってきたお前の目が泣き腫らしたみたいに、真っ赤だとか。

「マジ、なんなんだ、てめぇはよ」

　なんで泣いてんだよ。何があったんだよ。俺の知らないとこで勝手に泣いてんじゃねぇぞ。バカ。本気でぶん殴るぞ、てめぇ。

　屋上の壁を殴って拳を怪我した手、母ちゃんが帰って早々それを見つけて「バカタレ」って溜め息吐いてた。学校行って、お前は一体何してんだって。

　その傷のある手で、すげぇ好きな奴の頭を自分の懐に抱えた。「バカじゃねぇの」って呟いたら、玄が喉を詰まらせてた。

「芸大に変更したかったのは、ずっと前からだった」

　ムカつくくらいにカッコいい男が、自分のことをバカでダサいって呟いて、苦笑いを零してた。

「太鼓とか、それに関係することを学びたいって、中学のころから考えてたんだ」

　ひとつ、呼吸を置いて、自分の気持ちを俺にだけ吐き出す。泣いて赤くなった瞳は、大太鼓の前に立つときと同じくらい、真っ直ぐ前を見ていた。

　渡辺さんの太鼓に一目惚れした。あの長い手足で打ち鳴らす太鼓の音が玄の心臓を揺さ振って、鷲掴みにした。それですぐにサークルに入れてくれって親に頼んだ。

　ある日、進学校に入るため、予備校へ通い詰めだった玄は、問題集片手に祭りで賑わう駅前をうるさいなって思いながら歩いていた。人がごちゃごちゃにいて、それをかき分け歩きながら、この次の模擬試験のときの対策を考えていたとき。

　ズドーン！　って、大太鼓が鳴った。

　本当に飛び上がった。驚きすぎて問題集投げて、びっくりしたまま、音が飛んできたほうを見たら、太鼓を抱えた奴らが一斉に地面を揺さ振るように叩いてた。足元からも、上からも全方向から襲いかかるような音の渦に、その瞬間、全部の感覚を持っていかれた。

　聴くんじゃなく、音に触れるって感覚。そんなのは初めての体験で、素直に感動した。

　それからは太鼓に夢中になった。親は当然渋る。何せ、いい高校に入って欲しくて、勉強をがっつりさせる予備校にほぼ毎日通わせていたくらいだから。

　玄は成績をもっと上のランクに持っていく代わりに太鼓サークルに入れてくれって頼んで、そこから必死に勉強した。結果を見て、親がサークル参加を認めてくれた後もずっと勉強はやっていた。常にトップクラスにいた。

「でも、俺はその希望してた高校に行きたくなかった」

　無性につまらなく思えて、どうしても行きたくなくなった。クラスメイトや予備校に通う同級生が話すことといったら、この前のテストの点数どうだった？　あの問題はどうやって考えた？　そんなことばかり。

「思春期特有の変な考え方だとは自分でも思ったよ。でも、彼らの世界が四角い解答用紙の中にしかない気がして、それをくしゃくしゃに破りたくて仕方がなかった。で、受験する高校を変えた」

「言われなかったのかよ」

「親は当然うるさかったよ。でも、そのときの成績は全国で一位だったし、下がっても二位、そんな成績なら、高校がどこだろうと大学進学のときには影響しないって言い張ったんだ」

　俺達が通ってる高校は普通の公立。うちの高校の歴史上、飛び抜けて優秀な奴が玄だった。なんで、この高校？　って、俺も思わなかったわけじゃない。いたって普通の高校に迷い込んだように、頭脳明晰、スポーツ万能の奴だった。

「だから、風雅のことがうらやましいと思った」

「は？　なんで、俺が」

「ありきたりな言葉だが、自由、だったから」

　将来を選ぶとき、いくらでも自由に選択できそうな俺が羨ましかったって笑ってる。

　俺は自由に選択してるなんて意識したこともなかった。親が何か口を出すってことはなかったけど、俺も道を選んでるなんて気はとくになかった。地元の公立中学行って、好きなことして、進路を決めろって言われたときに、歩いて通える距離で、自分の入れる高校を選んだだけ。何も気にせず、なんとなくで選んだ道。

　でも、それは玄には不可能な選び方なんだ。

「風雅が羨ましいって、思った」

　ふわりと頬を撫でられて、胸のところがじんわりとした。熱とか痛いとか、そういうのとは違う、何かがゆっくり広がる感じ。

　部屋に来たこいつの目が真っ赤で、何泣いてんだって思わず胸に抱き締めたときにも感じたんだ。玄の零したモンが触れたところから俺へ流れてきて、染み込んでく。涙だけじゃなく感情そのものが。

「それで、大学を？」

「あぁ、でも、そこが親の最終ゴールだったわけだ」

　太鼓サークルに入るのを許したのも、普通の高校に入るのを許したのも、全部はゴールに設定された大学へ辿りつくからって玄が言ったから。でも、その大学自体を変えるのは、何がどうあっても許されない。

「なんで、そんな、大学くらい」

「別に教育に全力をそそいでるわけじゃない。エリート思考がものすごく揺るがないっていうことでもない。でも、いい大学を出たほうが、何かを選択する場面で有利なのは確かだ、ってことだよ」

　玄もそれがいいと思っていた。「成績がよければいい人生を」そう盲目的に、がっつり信じきってるっていうわけじゃないけれど、いい経歴、それがないよりはあったほうがマシだろうって。

「でも、どうしてもやりたいことができた」

　和太鼓の会長、渡辺さんとはちょっと違う道。太鼓演奏で各地を回って、音に触れて欲しいって。病院とか、老人ホームとかそういうところを定期的に回って、耳だけじゃなく振動でも音を体感してもらう。そういうことをしてみたいって。

「それ、すげぇじゃん！」

「……」

「なぁ、それを親に言ったら、大学進学とか別に芸大だって全然」

　なんで？　それ、最高じゃね？　親だって、そんな夢を持ってる玄のことを否定なんてしないだろ。ちゃんと話せよ。そしたら、絶対に──。

「風雅のことを言われた」

「……え？」

　こんなに苦しそうに顔を歪めた玄を俺は初めて見た。

「風雅といるから、急にそんなことを言い出したんだろうって」

　今にも、鼓動が止まりそうなくらい、玄の声は震えていた。




『俺が選んだ将来が立派なことだと思っているわけじゃない。でも、漠然といい大学行って、いい会社入って、いい将来を手に入れる。そのためにいい子でいる。いい成績、いい態度。なぁ、いいって、なんだ？　漠然とした『いい』っていう、そのものが俺にはわからない。それがいいものだと思えない。親にしてみたら、それが最善の選択なのかもしれない。でも、俺にはそれをしたからってなんだっていうんだ、としか思えないんだ。楽しくない。笑えない。だから、自分が楽しいと思える道を選びたいだけなのに、それは、ダメなのか？　悪いことなのか？』




　玄はよく話すほうじゃねぇ。ふたりでいても、きっと半分以上俺が話してる。無理して黙っているわけじゃない。無理して俺も話してない。俺が笑って、あいつがクスッと笑いながら、一言二言話す。

　でも、あの晩、玄は溢れた気持ちを止めることなく、全部言葉にして吐き出した。

『優等生と不良？　俺達が並んでいることはそんなに違和感のあることなのか？　自分の隣にいて欲しい存在を何かのカテゴリーで色分けするのか？　そんな区別をすることのほうが不自然じゃないのか？　どう質問しても、親の返す答えに納得できない。頷けない』

　溢れた言葉は感情が詰まりすぎてて、震えていた。

『好きになるのに、理屈ってあるのか？　自分がこうだから、この人を好きになるのか？　母さんも父さんと結婚するとき、そんなことを考えたのか？　人をカテゴリー分けして、好きになった？』

　それ、親に訊いたのか？　そう尋ねたら、ふわりと力なく笑って、首を横に振った。

　そんなバカなことしない。あの状況でそんなことを質問したら、この関係がバレて、事態は悪化するだけだって、玄が自分の膝を握る手を見つめながら呟いた。

『ただ好きなだけなのにな』

　止まることなく、ずっと零れる言葉。きっと、あの真っ赤に腫らした目元から零れ落ちた涙も同じように止まることはなかったんだろう。

　太鼓も、そして俺のことも。搾り出すように震える玄の声が切なすぎて、俺は言葉が出せなくて、ただ抱き締めるばっかだった。

　バカって、言って、俺もすげぇ好きだって、何度も告白して。俺の胸に頭を埋めて、玄はそこでようやく言葉を、止めた。

　玄の親にしてみたら、俺は異質で、邪魔だろう。全国一位をキープする優秀な息子の部屋に入り浸る不良。そんなの、できれば拒否したいに決まってる。しまいには、芸大行きたいとか言い出したんだ。どんなにすげぇ『いい』理由を持っていたって、親にはそれを『いい』って思えやしねぇだろ。あいつに、あの不良に、そそのかされたって思うだろ。

　玄はその日、俺に背中を押されて家に帰った。

　顔が、帰りたくないって言ってたけど、ここで帰らないわけにはいかない。そんくらいお互いにわかってる。

　最後、部屋の扉のとこで力いっぱい抱き締めてから、玄関先まで見送った。

　途中、振り返った玄に思いっきり手を振ったら、足を止めて、数秒、だったと思う、じっと俺を見つめてた。

　うちの親は玄の様子に何かあったんだろうなって、思ったはずだ。でも何も言わない。関与もしてこない。基本、うちの親はスルーだから。

　けど、玄のとこはそうじゃない。

　俺がこんなんだから、いけねぇんだ。オレンジ頭で、ダラけてて、今までがこんなんだったから、玄にあんな顔をさせたんだ。

　髪を黒く染めようと思った。

　制服もちゃんと着て、見てくれだけでもまともにしたら、あいつの親も少しは許せるかなって。

　今朝、鏡を見ると最悪な顔をしてた。

　一晩中、玄の言葉がずっとグルグル回って、寝てんのか、起きてんのか自分でもはっきりしないまま、気がついたら朝になってた。

　クソ、だりぃ。

　最低な気分。こんな気持ちのまま、まだダラダラと暑い中、前の俺だったら絶対に授業なんてサボってた。でも、サボらない。サボれないだろ。

　俺が学校休んでみろ。あいつが心配する。自分が昨日の夜、あんなことを言ったりしたから。親と揉めたことを話したから休んだんだって心配するに決まってる。

　それにサボりを平気でするような奴だから、玄の親は渋ってんだ。それなら──。

「あ、戸津田君、おはよう」

　教室に入ってすぐ、耳に飛び込んできた声にハッとした。

　女子が玄に声をかけたんだ。顔を上げると、何の変化もなさそうな、親と揉めたような気配を欠片も持ってない玄がいた。

　目が合った。

　普段なら、俺達は挨拶もなしにスルーし合う。そもそも、こいつが予鈴ギリギリのこの時間に登校すること自体が珍しいけど。

「おはよう。風雅」

「！」

　いつもなら、スルーなのに。

「お、はよ……」

　玄が俺に挨拶をした。しかも、普通に俺のことを風雅って、名前で呼んで。昨日も職員室から帰ってきたとき、俺を名前で呼んだよな。優等生と不良の設定を無視して、ふたりだけのときみたいに。

　周りにいたクラスメイトが少しだけ覚えた違和感。そして、俺は手がじんわりと汗をかくくらいに緊張した。

　男同士だぞ？　不良と優等生だぞ？　今まで嘘ついて作ってた距離をぶち壊すのか？　バレたらどうすんだよ。

「風雅、ネクタイ、どうした？」

　玄？

「どうしたって、別に、まともになんのに、文句はねぇだろ」

　俺は珍しくネクタイをちゃんとしていた。クラスの奴らは生徒指導の教師に注意をされて、まともになったフリをしてるんだな、くらいにしか思ってない。たしかに、これはフリだ。別に、ネクタイとシャツのボタンくらいで、玄の親が俺をよく思ってくれることはない。そんなのはわかってる。でも、俺はバカだから、今すぐできることなんて、こんくらいしか思い浮かばねぇ。

「風雅」

　玄、何してんだ、お前。

「俺はもう隠さない」

　ほら、教室が一瞬でざわめく。

　俺は心臓が止まりそうな、いや、逆に沸騰して逆流したように、一気に発熱した。

「は？　お前、何言ってんだ」

　玄が一晩すげぇ考えて出した答えが、それだった。

「ちょっと、こっち来い！」

　腕を掴んで、そのまま屋上に連れて行く。あと二週間もすれば、秋っぽくなって昼飯のときに屋上へ来たがる奴らが増えてくるだろ。今日も夏休みと同じくらいに暑い日でよかった。

「お前、隠さないって、わかってんのか？　いきなり俺のことを名前で呼んで」

「悪いことなんてひとつもしてないだろ」

「はぁ？　お前、どっか頭ぶつけたんじゃねぇの？　悪いこととか、そういう問題じゃねぇだろっ！」

「じゃあっ！　どういう問題だ！」

　いてぇ。玄の絶叫に胸が軋む。

「優等生？　どこがだ！」

　胸、心臓を鷲掴みにするように玄が俺の胸倉を掴んでる。

「俺にはわからない。人を好きになるのに不自然なことなんてあるのか？　親に非難されることなのか？　全国で一位になったって、テストでいくら正解を答えたって、俺にはっ」

　お前でも、わかんねぇことってあるんだな。

「バカ、玄……泣くなよ」

　なぁ、俺は、お前のことを好きになったって自覚したとき、かなりビビったんだ。男なのに男を好きになるんて、笑えねぇって思ったよ。

「……泣いてない」

　ぎゅっとまた抱え込んで、またベソをかく玄を抱き締めた。

「俺だって、すげぇ、好きだってぶちまけてぇよ」

「っ」

「でも、それして、どーすんだよ」

　ぶちまけて周りを混乱させればさせるだけ、きっと俺達は引き離される。好きだって言うには性別って障害がでかすぎる。

「俺だって、玄のこと好きって言えるなら言ってる。でも、お前ならわかるだろ」

「……」

　夏休み、あの海で、アホみたいに普通に手繋いで、キスして、肩くっつけて歩いてたから、余計に、今のこの距離がもどかしい。なんで、あそこでできて、ここじゃダメなんだ。何がいけないのかわかんねぇ。親に反対されるようなことしてんのか？　好きなだけなんだぞ？　そう叫びたくて、でも、できないって玄も本当は知ってるから、今、そんな顔して泣いてんだろ。

「玄……」

　顔を上げさせたら、息、止まりそうなくらい切なげに俺を見つめてた。

「ちゃんと、隠せよ、バカ」

「……」

「すげぇ、好きだからこそ、隠せ」

　何よりお前のことが好きだから、隠してないとぶっ壊れるだろ。いろんな顔をした玄が好きだけど、こんな泣き顔はもう見たくないから、だから、壊れないよう俺がお前と一緒に全部抱え込んでやる。

「バカ玄」

　お前が俺を好きなのと同じくらい、俺もお前が好きなんだから、勝手にひとりで考えるなよ。頭、わりぃけど、でも、そんな俺に惚れたんなら、俺にも一緒に悩ませろよ。バーカ。




　今日は太鼓の日だから、玄は放課後、そのまま公民館に行った。親に太鼓サークルに参加することを渋られてはいないっぽかった。つまり、俺のことが一番、親の中で引っかかってるってことだ。

「いらっしゃいませー」

　駅前のでかい薬局、自動ドアが開いた瞬間、外とまるで違う涼しい店内にホッと息をつく。

　髪、黒に染めよう。どうせ、就活で髪の色をどうにかしろって担任に言われてたし。そんなんシカトする気満々だったけど。

「髪色かぁ、黒とかにするんすか？」

　玄はきっと驚くだろうな。俺の頭が黒になってたら。

　今、あいつは、いつもの玄じゃない。脆くなってる。俺には絶対に口が裂けても言わないだろうけど、親に相当言われたんだろ。俺のことを悪く言われて、でも否定すればするほど、俺の印象は最悪になる。どうしたらいいのかわからないって、弱ってる。

　もうどうにもなんねぇ。

　あんなに頭のいい玄がどう言ったって納得させられねぇ。それならぶちまけたくもなるかもな。学校で、家で、あんなに必死に隠しても、それでも否定されたらさ。

　あいつん家に行く度にうちとは違うなって思った。すげぇでかい家ってわけじゃねぇけど、ケーキと紅茶がマジで出てきそうな家だったから。うちの親とは全然違う。控え目なノックに、優しい声。でもその声に、扉の向こうからかけられる言葉に、ほんの少しの拒絶はたしかに混ざってた。

「黒っすか。あ、就活っすか」

　髪色を黒にするつもりはなかった。就活もするつもりもなかった。ラーメン屋やってるおっちゃん含め、自営とか、ドカタ系の仕事してる親戚、知り合いが多いから。だから面接なんてしなくてもどっかしら入らせてもらえるだろって。そんなふうに適当に考えていた。知り合いのツテでどうにかするから、面接とかいらねぇから、オレンジ色の頭もそのままでいるつもりだった。

「オレンジ色、カッコいいのになぁ」

　でも、そんな適当なことばっかしてた俺だから、玄の親はよく思わないんだ。それだったら、俺はちゃんと就活するべきなんじゃねぇの。

　俺が髪色を黒に戻したからって、玄の芸大進学が歓迎されるってことじゃないのかもしれないけど。

「こっちの少し明るめとかどうっすか？」

　でも、マシだろ？

「おいっ！　横でガヤガヤうるっせぇぇんだよっ！」

　また、どっかのバカが絡んできてるんだと思った。ブチ切れて、少し離れたところにいる主婦もビビるくらいの声で文句を言ってどかそうとした。

「ちーっす！」

「は？　豆シバ？」

　深刻な俺には豆シバの金髪頭がチカチカ目が眩むくらいに明るくて、その笑顔の能天気さに身体から力が少しだけ抜けるのを感じた。

「髪、黒じゃないほうがいいっすよ！　俺、木砂先輩の髪、すっげぇカッコいいと思います！」

「……バーカ、一年坊主と違って、面接とか色々あんだよ」

　髪の色のせいか、太陽みたいだな。暑っ苦しいくらいに明るくて、笑えた。

「戸津田先輩はどうしたんすか？」

「え？」

　俺は髪の色もどしと、ペットボトルのジュースを買って、豆シバはアイスを買って、薬局の外に出る。自動ドアが開いた瞬間、むわっとした熱気に包まれて、自然と顔をしかめるほど西日がきつい。豆シバはいそいそと棒アイスを袋から出して、さっそくパクついて、目を丸くした。

「うおっ！　これ、美味いっす！」

　ホント、能天気だな。

「戸津田先輩は一緒じゃないんすか？」

「え？」

「だって、木砂先輩と戸津田先輩はいつだって、ペアじゃないっすか」

「……」

　こいつの言ってる意味は友達の範囲なんだろ。じゃなきゃ、こんな平然と言えるわけがない。親しくしてる高校の先輩が男同士で付き合ってるとか、知ったら、こんなふうに一緒にいたくないだろ。ビビるだろうし、距離置きたいに決まってる。自分も同類って思われかねないから。こんなふうに懐いたりなんてしない。

「あいつは、太鼓の稽古だから」

「え？　したら、木砂先輩早く行かなくちゃ、じゃないっすか。つか、差し入れにジュース一本？」

「別に、俺は……」

　毎回、稽古の見学に行ってたけど、今はちょっと、のんびり太鼓観てるって心境でもなくて。俺は、あいつのために何ができるんだよって、マジで考えて。だから黒髪に。

　何をしたら、玄が普通に笑えるようになるのか。俺達が前みたいに一緒に並んで歩けるのか、そもそも一緒に歩いていいのか。そんなことをずっと考えてる。

「あ、そっか、ふたりで半分こ、っすか？」

「は？　んな、わけっ、ねぇ……だろ」

「え？　だって、ふたりいっつもラブラブバカップルだから、口移しなのかと」

　思いっきり、クソ動揺した。

　豆シバがいきなり、当たり前みたいに言うから、慌てて、上手くかわせない。

「は？　ぇ？　お前」

「あっ！　あれっすよ！　口移しって、あれ！　回し飲みって意味っすよ！　チュウしながらの、く、く、口移しとか！」

　いきなり熱中症にでもなったのかと思うくらい、豆シバが顔を真っ赤にした。

「お前、それ、意味」

「？　だって、ふたり、恋人同士っすよね」

「……」

　豆シバの答えがなんか、いまいち、頭が理解できなくて、ぽかんとした。しれっと言った豆シバは暑い中で溶けないよう、できるだけ早くアイスを食うことに忙しい。

「お前、ぇ？　知って……」

「知ってるに決まってんじゃないっすかぁ。花火大会ンときに、真野さんに気が利かないなぁって怒られたんすよ。俺が木砂先輩に連絡取ろうとしてたら、ふたりにしたげなさいって」

「……」

「ラブラブっすよね」

　こいつ知って、たの、かよ。

「な、んで、そんな普通なんだよ」

「えー？　ぁ、垂れちった。だって、普通ってこともないんすけど。びっくりしたし。マジか！　ってなったし。でも」

　男同士だぞ？　普通はもっと拒否するだろ。それに祭りの前から知ってたって、そんな前からなのに、俺達は誰にも噂されてない。今日、玄が俺を名前で呼んだのだって、そういう噂が前もって流れてたら、あぁ、なるほどって空気があっただろうけど、なんもなかった。ちょっとだけ違和感を持った、そんくらいのもん。

　男同士で付き合うなんて、普通は、ないことなのに、なんで誰にも話してねぇんだ。なんで、ポニテとお前はそんな普通に俺達と遊んで笑ってんだ。

「ふたりがすっげぇ幸せそうだから、それでいいんじゃないっすか？」

　胸のうちの驚きと動揺が、ぴたっと止まった。

「俺、バカだからよくわかんねぇけど。俺はふたりが付き合ってるからって、拒否ったりしねぇっすよ。幸せラブラブバカップルだなぁとは思いますけど」

　止まって、そこに座って、落ち着いた。

「あ、ヤベ、バカって、言っちった」

「……」

「はぁ、美味かった！」

　豆シバはアイスを全部あっという間にたいらげて満足そうに立ち上がると、だらしなく着た制服の裾をパタパタはためかせて、中に風を送り込んで笑ってる。暑いっすね、って。少し離れたところにあるゴミ箱にアイスの棒を放り投げて、振り返ったら、マジでワンコみたいな満面の笑顔。

「俺、応援してますよ！」

「……」

「なんか、わかんねぇけど！　ふたりのこと、すっげぇ、応援してます！　オレンジな木砂先輩もカッコいいけど、黒く染めても、きっと木砂先輩ならカッコいいっす！」

　ありがとう、って声に出すと、なんかやばそうだから、夕陽背負ってるみたいな金色頭の豆シバに笑い返して、ビニール袋持ったまま走り出した。

　はぁ、はぁ、って、いきなりの全力疾走に息が上がる。横っ腹が痛くなるけど、でも、足が前に勝手に押し出されるんだ。気持ちに急かされて走ってる。

　なぁ、玄、男同士だから、いいことばっかじゃねぇ。

　そんなのさ、大人になっても、うだうだ悩んでる相川さんとか見て、わかってたことだろうが。

　親が大手を振って認めてくれるなんて思ってなかったから、俺の試験勉強手伝ったんだろ。

　この恋が楽なものじゃないなんて、最初からわかってただろ。マジ、ありえねぇって悩んで、でも、好きっていうのを止められないから、どうにもなんねぇから、付き合ったんだ。全員には賛成してもらえなくても、この片手の指じゃ足りないくらいの人には、少なくとも応援してもらえてる。

　そして、誰よりも、すげぇ好きって思える相手にキスできる。それなら、別に、しんどいことなんてひとつもないだろ。

　俺はそれで充分だ。




「ただいまっ！」

　すっげぇ、会いてぇ。今すぐ会って、あいつの胸のとこ、心臓のとこにパンチして、「おら」って抱き締めたい。

「風呂場！　今から使うから！」

「あー？　俺、今から、入りてぇんだけど」

　親父が珍しく早く帰ってきてた。定時の時間に家にいるなんて、かなり珍しいのに。

「無理。今から、髪、染めんだよ」

「金髪か？」

「ちげぇよ。もう就活しねぇとだろ」

　目を丸くしてた。そんな親父をスルーして、風呂場に先入りする。制服のシャツ脱いで、オレンジ色の頭をした自分を鏡でじっと見つめる。

　髪、黒になんのって何年ぶりだろうな。中学のときから段々と派手になって、もう高校入学のころには完全オレンジ色だったから。

　けっこう気に入ってたんだ。この髪の色。

　玄も俺のオレンジ色の髪をよく布団の中でイチャついてるときに指先に絡めて、楽しそうに笑ってた。その笑顔がものすごく幸せそうで、好きだった。

　俺はマジで玄のことが好きだよ。先のこととかよくわかんねぇけど、この先もお前と並んで歩くためだったらなんだってできる。髪くらい、いくらでも黒に戻すし、面接だって受かるまで受け続けてやる。親戚のコネとかじゃなく、自分の力で仕事を見つけてやる。

　引き離されないためなら、俺達はただの友だちだって、嘘もつける。いくらでもズル賢くなってやる。

「っよし！」

　いくらでも、隠す。

　真っ黒にだってなってやる。

　薬液を塗り終わって、風呂場を出て、リビングにいた親父に声をかけた。

「二十分経ったら、また使うから、今のうちに早く入れば？」

　流すまでの数十分の間に玄へメッセージでも送っておこう。太鼓の稽古の後、ほんの少しでいいから会えないか？　って。

　たぶん、時間はそんなにない。稽古終わった後、できるだけ早く帰らないと、玄の親がまたうるさいだろ。俺の夜遊びにつき合わされてるんじゃねぇかって、心配する。

「なんで、いきなり、黒に戻したんだ？　お前、いっくらオレンジ頭で目立ってても、先輩連中にしばかれても、担任に言われても絶対に戻さなかっただろうが」

「別に、いいだろ。就活だよ」

「……就活すんのか？　うちの兄貴んとこで働くんじゃねぇのか？」

「ちゃんとしてぇんだよ」

　親父はそんなにペラペラ話すほうじゃない。母さんとはすげぇベタベタしててうざいくらいで、お調子者だけど、それは限定で、普段はあんまり話さない。俺も親父と話したいことがそうあるわけでもない。だから、こんなふうに話すこと自体が珍しいけど。

「戸津田大先生様様だな」

「……」

「なんかあったんか？　別に話さなくてもいいけどな。どうせ、お前がアホなことばっかしてたから、色々、詰まったんだろ」

「……」

「んま、頑張れや。そう簡単に認めてもらえるもんじゃねぇだろうけど。でも、お互いがちゃんとしてりゃ、いつかはどうにかなる」

　え？　って、驚いて顔を上げたら、スッポンポンの親父が頭をバリボリ掻きながら風呂場に入って行った。今、その言い方ってまるで、俺達のことを知ってるような。

　んなわけねぇだろ。

　男同士だぞ？　そんなん、親がそう簡単に認めてくれるわけがねぇじゃん。

「ちょっと！　風雅！　お前、そんな液まみれの頭で廊下に座り込まないでよ！　それ！　垂らしたら、追い出すからね！」

「うっせぇな！　親父が！　今、風呂使ってんだって！」

　親父がまるで俺達の恋を知っていて、しかも認めてるようなことを言ってた、ように思えた。

　母さんがひとつ溜め息をついて、腕組みしてた。

「単純バカだねぇ。髪、戻したくらいでそう簡単にはいかないっつうの。風雅」

　そして、俺のベタベタに濡れてる髪を見ながら笑ってる。

「でも、そういう小さいけど、ちゃんとしようって積み重ねでいつか、ちゃんと認めてもらえるもんよ。うちらがそうだったからね」

「は？」

「あんた、産むとき、そら大変だったもん」

　知らない。親父達のそういう話なんて興味がないから訊いたことすらない。でも、俺を産むとき大変だったのか？　じいちゃん達から猛反対されたのか？　だって、今、そのじいちゃんとか、別になんともねぇだろ。俺が顔出せば、いつだってニッコニコじゃねぇか。そんな大変だった感じはちっともしてないのに。

「小さなことだけど、ちゃんとそういうのを積み重ねたら、そのうち、しっかり形になるもんなの」

「っていうかさ！　あの、俺達のこと！」

「あー！　てめぇっ！　だから！　垂らすなっつっただろうが。もう！　垂らすなバカ息子！　親子なんだから、一緒に入れば？　背中の流しっこでもしてよ」

　誰が親父と背中の流し合いなんてするかって文句言ったら、風呂場から泡だらけの親父が飛び出してきて、同じことを叫んでた。そして親父の泡が洗面所に飛んだ拍子に母さんの雷が落下した。

　小さな積み重ねでいつか認めてもらえるもんなのか？

　この、バカな脳みそなりに、ちゃんとしようって考えたら、その行動のひとつひとつが玄の親を納得させる力になるのか？　そうだったら、俺はなんでもする。俺達のことを守れるんなら、俺はなんだってできる。




「うわ……別人みてぇ」

　オレンジ色が不自然なくらいに真っ黒になった。もう覚えてないけど、俺の元の髪色よりもきっと黒い。

　すっげぇ、似合ってない。超、クソ恥ずかしい。オレンジ色で目立ちまくってたあの頭のほうが断然しっくりくる。この目立ちにくそうな黒い頭が逆にぎこちなくて、照れ臭い。

　案外時間かかったな。時計を見たら、もう太鼓の稽古は半分くらい終わったころだった。

「俺！　ちょっと、出かけてくる！」

　今からダッシュで公民館に行けば、余裕で一時間以上玄の太鼓を見学できる。あいつのすげぇカッコいい太鼓を見られる。

　この黒髪を見せてやれる。

「おぉ、頑張れよぉ」

　何をだよ。つか、何、なんとなく息子がしてる男同士の恋愛を認めてるっぽいんだよ。

　玄関を飛び出したら、髪染めの独特なツンとした匂いが少しだけ鼻を刺激した。まだ濡れてる。乾かしてる時間があったら、少しでも早く玄に会いたい。今日、俺が感じたことの全部をあいつに話したい。

　太鼓の練習の邪魔だろうけど、ちょっと、今日くらい勘弁してくれるだろ。だって、こんなにへこみまくって、ずっしり重くなって、でも、あいつらの言葉に浮上して、こんなに足が跳ねるように軽く走れるんだ。沈んで浮いて、飛んで、忙しい一日だったんだから、今日くらい、太鼓さぼれよ。

　限られた時間でだって、充分、笑顔になれる。見えない手をお互いこっそり繋いで、隣を一緒に歩いていたら、どんなときだって笑ってられる。




　太鼓の音が、微かにだけど耳に届いた。走って、公民館へ近づけば近づくほど、音はどんどん大きくなって。稽古場にしている部屋を開けて、一歩中に入るのは、まるで音の中に飛び込むような感じがした。

「玄！」

　すげぇいっぱい、お前の太鼓だけを聴いた。青空に突き刺すようにかざすバチを、思いっきり叩きつけて、空気を震わせ、俺の身体を揺さ振った。あの瞬間からずっと目はお前ばっか追いかけてる。頭の中も、この身体、爪の先までお前が目一杯詰まってる。

　お前の太鼓をあの日見て、俺は知ったんだ。すげぇ好きになるってことの意味を知った。少しずつ、少しずつ俺は変わって、恋も変わって。

　気楽で楽しい恋が。

「……風雅、お前、その髪の色」

　一生、こいつといられたらって本気で想う恋になった。

　そしたら、もう関係ねぇだろ。他人にひた隠しで辛かろうが、もっと見せびらかしたいって不満だろうが、そんなもん蹴散らすくらい、何よりこの恋が大事だろ。

「やっぱ、お前の太鼓、最高だな」

　心臓が震えるんだ。ドクドクって、大きく脈打って、熱くて最高にゾクゾクする血が全身を駆け巡る。お前の太鼓は、お前自身は、そのくらい、俺を夢中にさせる。




「渡辺さん、気使いすぎだろ。つか、これ、いいのか？」

　公民館は俺達しかいなくなった。戸締まりだけはちゃんとしておいてって、あとで鍵だけ届けてとか渡辺さんが言って、稽古がいつもよりもだいぶ早い時間に終わった。

　はい、今日の練習はここまで、とか、にこやかしながら、まだもっと練習したいって顔した子どもを担いで強制的にお開きにしてた。

　秋祭り用の太鼓を練習してるらしいのに、いいのかよ。週二の大事な稽古を潰してさ。

　玄はきっと今日の練習の間ずっと浮かない顔してたんだ。こいつが大好きな太鼓を楽しくやれないなんて、原因は──って、渡辺さんは思ったはずだ。学校でだって、ずっと思い詰めた顔してた。

　で、肩で息しながら、髪真っ黒にした俺が飛び込んできたら、あの飄々とした食えない大人には全部わかるだろうな。俺達が今どんな状況で、どんな問題を抱えてるかなんて。

　大人になってから振り返れば、まだまだ子どもっぽい悩みなのかもしんねぇけど、それでも、このときには心底ヤバイって思うくらい真剣に抱えることになる。

　進路も親もさ、大人になったころにはそんなん通過済みで、また別のもっと大人が悩むことが待ってるんだろ。

「っていうか、どう？　この髪。ヤバいだろ。すっげぇ、違和感ハンパねぇ」

「……」

　公民館の大広間に入った瞬間、沈んだ顔をこっちに向けた玄が俺の黒髪を見て、その場で泣きそうに表情を歪めた。

「鏡見た瞬間、ゲッ、って思ったし」

　今も、無言で俺の染めたばっかで変な匂いとかしてそうな頭をじっと見つめて、思いっきり、思い詰めた顔してる。

「俺さ……」

　好きな奴のことを親が認めてくれない。もしかしたら、俺はお前んち自体が立ち入り禁止なのかもしんねぇけど。

「俺は就職する」

　夢持って仕事に！　なんて思ってねぇ。けど、親戚のツテで適当に入るんじゃなくてさ、ちゃんと自分で考えて見つけて、面接して、この俺を認めてくれたところで仕事をする。

　玄の親に認めてもらうためにも。

「んで、お前は芸大に行く。太鼓のこととかめちゃくちゃ勉強して、大学卒業したら好きなだけ日本中駆け回って、太鼓叩けよ」

　すげぇことじゃん。俺は玄のやりたいことを聞いたときにワクワクした。俺には思いつきもしないすっごいことで、玄なら絶対にそれができるだろうし、それで笑顔になる人が一瞬で想像できた。

　うわって、興奮した。

「で、俺はそんなお前のことずっと見てる」

「……」

「大人になって自立して、俺達が一緒に住んでてさ。太鼓叩いて人を感動させまくるお前が帰ってくるんだ」

　ワクワクするだろ？　そんな将来。

「俺んとこに、ただいま、って言って帰ってくる」

　その将来のためならなんでもできる。気がするとか、希望でも予想でもなく、確信だ。

「な、知ってた？　豆シバ、俺達のこと知ってんのな。つかさ、うちの親も公認っぽい。ビビった」

　すぐに認めてもらえるもんじゃないだろうが、少しずつ認めてもらえって。本気でやれば、親は本気で見つめてくれる。俺が適当にさ、お前とのことが上手くいかないからってヤケを起こしたら、きっとなんも言わない。

　自分の息子が男同士で付き合ってるのを頑張れって、普通言えなくねぇ？　うちの親、アホだけど、それでもきっと、それが適当な付き合いならスルーしてる。反対はしない。どうせ、自然に終わるから。

　でも、背中を押された。押そうって思えたんだ。うちの親が、珍しく、俺のすることに口を出した。

「お前の親にさ、今すぐ俺を認めてもらえるとか無理だろ」

「……」

　だから、そこで沈むなよ。それが普通なんだって。男同士だぞ？　しかも、こんなだし。

　ギュッと肩を抱き締めて、「バーカ、甘いんだよ」って呟いた。もちろん玄は顔をしかめたまま、秀才のくせに何も言えずにいる。

「でも、俺達のことを認めてくれてる人もいる」

「……」

「すごくねぇ？　男同士なのとかさ、豆シバ、頑張ってくださーい！　とかって、手振ってた。イチャイチャバカップルだってさ」

　泣くなよ。お前、いっつも我が物顔で俺に黒い笑顔向けてくるくせに。

「俺達のこと応援してくれる人がいる」

　俺が泣かせたみたいじゃねぇか。つか、泣き顔綺麗だな、てめぇ。

「俺はお前と高校時代の甘い恋の思い出。夏限定、なんてことにするつもりねぇから」

「……」

「な？」

　綺麗な泣き顔、頬を両方からつねって伸ばして、零れた涙を指で強めに拭きとってやる。ぎゅっと抱え込んで、ちょっと痛いくらいにしたら、笑ってた。

「豆……応援してくれたのか？」

「あぁ」

　拒否るんでもなく、変な態度を取るわけでもなく、ずっと、最初と何も変わらない豆シバだった。お囃子やりませんか！　って、俺の目の前に飛び出してきたときのまま。

「すぐには無理でもさ」

　あぁ、すげぇ、って、そう思った。

「俺もしっかりするからさ、ゆっくり認めてもらおうぜ。とりあえずは、俺がお前の友達としてでも」

　今、友達って言葉に表情を思いっきり揺らす、バカみたいに真っ直ぐな玄が、すっげぇ、好きだって思った。頭いいくせに、そこだけ真っ直ぐで、不器用で、バカなこいつが好きだ。

「お前の隣に俺がいることを、お前の親に、ゆっくり認めてもらおう。だから、ぶちまけて壊すんじゃなくてさ、大事に隠してようぜ」

　いつか、ものすごい時間がかかったとしても、俺はそのくらい余裕で待っていられる。諦める、なんてこと絶対にないから。

「ゆっくりって……」

「いいじゃんか。いくらでも時間はあるだろうが」

　俺達の時間はまだまだ、これからどんだけあると思ってんだ。その間に揺れることだってあるだろうし、今まで俺達がしたようなもんじゃ済まない喧嘩をすることだってあるかもしれないけど。つか、あるだろ、きっと。

　でも、俺は今、この時点でやっぱ玄しか好きじゃない。他の誰のこともきっとここまで思えない。こんな必死になんてなれねぇよ。

　若くて、ガキで、高校生で、あっちもこっちもまだ一人前にできねぇけど。でも、これは、この恋は大人になっても持っていられるもんだと思う。

「俺は玄が好きだ」

「……」

「だから、いっくらでも待つし、なんだってする」

　玄と額をくっつける。

「やっぱ、染めたばっかだから、くっせぇな、俺」

　変な匂い。真っ黒な髪も笑えるくらいに似合ってねぇ。濡れた髪のままマジダッシュしたから、変なふうに乾いたし。染め直しで触り心地さしてよくねぇかもしれないけど。

「最高だ、風雅」

「……」

「風雅が、好きだ」

「……おい、てめぇ、鼻ズビズビ鳴らしながら、愛の告白すんなよな」

　お前の顔、どんな表情でもすっげぇ好きだ。怒った顔だって好きだけど、うん、やっぱり、笑った顔が一番好きだ。

「黒髪の風雅……綺麗だな」

「バーカ、俺は男だっつうの」

　綺麗なわけあるか。可愛いとか、綺麗とか、そんなんを俺に甘い声で囁いて、こんな優しいキスするのなんて、世界でお前だけだ。

　世界で俺はお前だけが、すげぇ、好きだ。




　キスが終わらない。

「げ、ン……」

　重なり合った唇がそのまま、音を立てて啄むキスに変わっていく。もっと深くまでキスしたくて、唇舐めて濡らして、濡れたら、今度はその舌に触れてみたくなる。

　お互いにそんなことを同時に思って、舌が絡まり合った。

　太鼓の稽古を早めに切り上げてくれた渡辺さんが部屋を出るとき見せた、すっげぇ、色々含んだ笑顔。あの人はゲイだから、それこそ、色々あったんだろうな。男女じゃない分、ガキ扱いの高校生のときとかさ、イチャ付くのだって色々大変だったりしてさ。

「な、ぁ……玄」

「？」

　場所、わざわざ作ってもらった感じだし。ここなら邪魔入らないけど。なんか、誰にも見えない場所なのに、広すぎるせいか隠れてる感じが全然しなくて、逆に戸惑う。でも──。

「し、しねぇ？　ここで」

　だだっ広い部屋には俺達しかいなくて、さっきまでここに大勢がいて、太鼓叩いて、畳の上でステップ踏んで踊ってた。大人もいれば子どももいて、つまりはちょっとエロいことをするには程遠い場所なんだけどさ。

　沈んでしんみりしてるとき、キスで好きな奴を抱き締めて励ますだけで済ませられたら、大人みたいでカッコよかったのかもしんねぇけど。やっぱ、まだ、そこまで大人になれるわけがなくて。

「何を？」

「！」

　玄が、ニヤリと、笑ってた。

「て、っめぇ！　わかってるだろうがっ」

「さぁ？　何が？」

　ムカツク。

　キスしながら、しようぜって、言ったら、そんなのセックスに決まってんだろうが。思いっきり、ムッとした顔を向けると、そんなの気にもせずにふてぶてしく黒い笑みを浮かべてる。いつもの玄だ。

「言って、風雅……」

「ン、っあ！」

「風雅」

　首筋にキスを落とされて、肌がざわつく。きゅん、って、身体の中心が縮んで力を込めると、まだ小さいけど、すげぇ熱い塊が底でざわついた。

「ぁ、はぁっン、玄」

　やべぇ、ざわざわする。腹の底が焼けるように痛み出して、暴れ出しそうになる。玄が欲しくてたまらなくなる。

「んあぁぁっ！」

　それを全部触れる指先で読み取ったみたいに、玄の手がハーフパンツのウエストにかかって、たったそれだけのことすらたまんなくて、玄の肩にしがみついた。今、気が付いた。俺、一回シャワー浴びたせいで、部屋着じゃん。すげぇ、だらしのない格好のまんま、街中を全力疾走とかしてた。

　玄に会いたくて、一秒でも早く、俺達のことをこう思ってる人がいるって伝えたくて、見た目気にしてらんなかった。

　優等生のくせに骨っぽくて太い首を両手で包む。しっとりとした玄の肌は当たり前みたいに俺の指先に馴染んでく。トクトクって、掌に感じる玄の脈が、すげぇ、愛しいって思った。こいつが呼吸して、笑って、俺のことを呼ぶ、それがすげぇ嬉しいって。

「風雅、もう、こんなにしてるのか？」

　簡単に侵入できる指先はすぐに俺の中心を捕まえた。捕まって、撫でられて、たったそれだけで身体がビクンビクンって大袈裟なくらいに跳ねる。感じすぎだろって思うけど、そんな俺を見つめる玄の脈がついさっきよりも力強く、ドクドク、俺の掌の中で鼓動してるから、なんか嬉しいって思ったんだ。

「あっ」

「言って、風雅」

　まだ、そこねだる気かよ。こんなに反応しまくってて、こんなに先端濡らしてんのに、この身体で何が欲しいのかわかんないわけないのに、玄は言葉をせがんで、ほら早く言えって、唇を舌でくすぐってくる。

「っ、てっめぇっ！」

　へこんでるお前のほうがよっぽど可愛げがあるなって、イタズラに触れてくるばっかりな唇に思いっきり噛み付いてやった。弱くて柔らかい粘膜のとこに歯を立てて、少しだけ痕が残るくらい。

「玄……」

　真っ直ぐな視線。俺は、この瞳の虜になったんだ。

「セックス、しようぜ……すっげぇ、気持ちイイの、エロくて、トロットロになるやつ」

「っぷ」

「は？　んなっ！　なんだよ！」

　なんでここで吹き出すんだよ！　お前が言えっていうから、ちゃんと言ったのに。

「風雅のそういうとこがカッコよくて好きだ」

「は？」

「スケベなくせに、変なとこが初々しくて、それで単純で、不器用で可愛いところ」

　てめぇ、それほぼ褒めてねぇじゃねぇか。意味わかんねぇキャラみてぇになってるだろうが。

「うわっ！　あっ、ぁ……っ」

　ズルッと勢いをつけてハーフパンツを脱がされた。いきなり外気に触れる自分の火照った身体は、秋っていうよりも夏の暑さがしっかり残ってる熱っぽい空気よりも熱くなる。

「ンんんっ！　……っン、く」

　深くキスされながら、部屋着のＴシャツをめくられて、玄のキスにもう反応してる乳首を摘まれながら、身体の奥にも玄が欲しくて脚を開く。玄がそんな俺を見て、口元だけ笑いながら、指を中に、くれる。くぷり、って差し込まれる長い指に身震いするほど悦んでる。

「あっはぁっ……ン、ぁ、玄っ」

　ゆっくりと抉じ開けられる身体の感じ。二本の指で少し強めに摘まれる乳首の甘い痛み、それと溶けそうに熱い舌でまさぐられるキスの感触。

「玄っ」

　気持ちよすぎて、ホントにヤバイんだ。

「風雅？」

　玄の指が俺の中を奥まで掻き混ぜて。すぐ悦ぶ乳首も可愛がられて。

「すげぇ、好き」

　何回言っても飽きない言葉を愛撫の代わりに囁いた。

「玄のことがマジで、ヤバいくらい、好きだ」

　今まで、誰のこともこんなに好きって言ったことねぇ。お前には何度も言ったのに。何度言っても、まだ全然足りてないくらいなのに。

「もっと、奥来いよ」

「……」

「も、ぉ、イきそうなんだ」

　お前の中指に攻め立てられて、甘い快感ばっかりが膨れて、今にも破裂しそう。もっと奥まで玄でいっぱいになりたい。お前に奥まで掻き乱されて、蕩けるくらいにセックスしたい。

　熱いんだ。早く、お前のが、欲しいんだって。

　好きって気持ちに急かされて、俺から玄の上に跨った。座り込んでる玄の頭を抱えるように膝立ちになって、抱き締め合いながら、邪魔な服を脱がせたら、ハッとするくらい綺麗な黒い瞳に射抜かれた。

「な、に？」

「……俺も風雅が、すごく好きだ」

「っ」

　肌がぴったりと密着して、たったそれだけで溜め息つくくらいに気持ちイイ。でも、もっともっと奥まで重なり合ったらさ。

「玄、このまま、挿れた、ぃ」

　濡れた音がした。やらしい音が、俺達しかいない、誰にも見えないここで、静かに響いてた。

　視線が絡まり合ったら、玄が微笑みながら、俺の染めたばっかの黒髪を指で優しくて梳いて、すごく綺麗だ、なんて、甘い声で囁いてくれる。

「あっンっ…………っ！」

　自分の身体で玄を迎え入れて、抉じ開けられる感覚とそのときにこいつがした表情に感じて、好きって感情が一気に外に溢れた。弾けて、玄の綺麗についた筋肉に白く飛び散って、その裸をものすごく色っぽい男のものに変えてく。賢くて強くて、そして、全身で俺を好きって叫ぶような男。惚れて、一生、ずっといたいって思う。

「あっ、はぁぁっ……っ！」

「トコロテン」

「し、かたねぇ、だろっ」

　だって、すげぇ気持ちイイんだから。お前がこの中にいるっていう、ズシッとした存在感がたまらなく気持ちイイ。俺の中の窮屈さに表情を険しくさせる玄。硬くて太くて、俺の一番深いとこまで届く、こいつのが、中で、さらに熱くなっていく。その感覚に奥からトロットロに蕩けて、絡まりあっていく。

「はぁっ、ぁ、ン」

「風っ雅」

　腰を揺らしたら、男の顔をした玄が色気を漂わせまくって、俺を見上げてる。俺だけしかその目には映っていない。俺の目にもお前しか見えていない。

　気持ちが、腕が、身体の奥が、抱き合ってる感じ。

「ん、玄っ」

　腰を自分から揺らして、中にいる玄が気持ちよくなるように締め付けて、俺も気持ちイイとこに玄を擦り付けて、目を見つめ合いながらキスをした。逞しい背中に両手を回して、脚で玄の腰を捕まえて。全部で玄を抱き締めてる。

「なんだか……風雅に抱かれるみたいだな」

「玄？」

「すごく気持ちイイ」

　そりゃ、よかったって、囁きながら俺の白で濡れた身体を重ねて、深く根元まで迎え入れた。

「俺も気持ちイイから、もっと、くれよ」

「風雅」

「もっと、トロトロになるくらい、玄が欲しい」

　目に光が宿った感じ。そして、嘘だろって呟きたくなるくらいに存在感をまた増す玄のペニス。グンと質量を増した雄にブルッと震える俺の身体を強靭な力で抱き締められた。その苦しさも気持ちイイ。このペニスに奥深くまで挿し貫かれてる圧迫感が最高にイイ。

　強い圧迫感に背中を電気が駆け抜ける。ゾクゾクッとやばいくらいの刺激が爪先まで一気に広がって、全身が震えるくらい。

「あ、はぁっ……ン、ぁ、深っ」

「風雅っ」

「あぁぁっ、ン、そこ、ヤバっ、ぁ、あっ」

　玄は俺の尻たぶを掴んで、指痕が残るくらい食い込ませながら、ペニスで奥深くまで攻め立ててくる。荒い呼吸を俺の中に押し込めるみたいに濃厚なキスをして、熱い舌で口の中も犯してく。

「あ、あ、あぁっ、すげ、玄、激しっ」

「お前とこうしてて、抑えなんて、きく、わけ、ないだろっ」

「あァっン、ァ……っ！　そこ、はァっ」

　下からも上からも、愛情を注がれる感じ。一度、トコロテンで達したはずなのに、もう先走りに濡れまくって、汁まみれになった自分のペニスが揺れる。

「あっ、はぁっ……ぃく、もぉ、玄、イくっ」

「俺も」

　風雅の中でイかせて、ってねだる甘い声に、身体が正直に悦んだ。しゃぶりついて、鈴口から溢れるだろう熱を求めて、急かすように締め付けてる。暴れる玄のカリ首の感じ、パンパンに膨れた竿の硬さ、太さ、全部が俺の中にダイレクトに伝わる。

　玄が俺の中にいる。

「あ、ァ、あァっも、イくっイっ…………っ！」

　ズンと身体が仰け反るくらいの質量が誰も知らない場所で弾けた。熱いそれが俺の中に迸った瞬間、声も出ないくらいの快感が身体を駆け抜けて、中で感じたものがそのまま俺の身体に走る。

「あっ……はァっ……ン」

　溶けそう。

「風雅のやらしいコレ、熱いな」

　そう言って、自分の唇の端についた俺の精液を舌で舐めて、男の色気ダダ漏れさせながら玄は笑ってる。

「ンぶっ……ン、くっん」

　その唇は何度もしたキスのせいで真っ赤に熟れていて、見てるだけでも色っぽい。齧り付かれて舌を絡ませ合ったら、やらしい味がした。

「ん、ン……ん、ふっ」

　まだ、絡まり合ってる。唾液が混ざり合って、喉が鳴るくらいに何かを舌で交換して、深く、窒息しそうになるくらい、角度を変えて何度も何度も。

「んんんっ」

　腰をクンと突き立てられて、奥まで玄の愛情にまみれた粘膜がくちゅっと短い音を立てた。

「あ、あァっ玄、ァ、それっ」

「抑え、きかないって、言った、だろ？」

「あァァァっ！」

　また、深く一挿しされながら、畳の上にそっと大事そうに背中から寝かされた。

「あ、はぁァっ……ンっ！」

　俺を抱き締めて、背中が痛まないようにってそっと下ろすくせに、ガバって脚を開かせて、正常位の体勢に移った瞬間、浅いところから深い奥までを一気に切先で抉り突き刺してくる。

　射精したばっかの身体には強すぎる快感。精液なんだか先走りなんだかわからない体液がトロリって鈴口から零れてく。繋がって、掻き混ぜられる度にキュンキュン締まる孔の口からは、玄の放ったものが強くて深い突きに押し出されて、溢れて、流れてく。

「玄っ、ァ、零れっ、てる」

「いくらでもやる」

「あ、はぁっ」

「風雅がもういらないって思うくらい、この中に俺の全部を注ぐ」

　やらしい音。欲情のままにお互いに腰振って、腰を突き入れて、気持ちイイセックスに夢中になってる。今、抱き締めてる自分の好きな奴に呆れるくらい夢中なんだ。

「玄っ」

　ぐいって抱き寄せてしがみついたら、ペニスの切先にまた別の場所を舐められて、ぞわりと快感が広がった。

「もういらないって、ならねぇから、お前のことっ」

　玄の不敵な笑みって最高に色っぽいな。眼鏡してるガリ勉のくせに、そんな息するのも忘れそうな色気を漂わせるなよな。すっげぇ、ムカツク。

「じゃあ、ずっと、こうしてられるな」

「あっ」

　俺からも腰動かして、貪欲にこいつのペニスを扱いたら、また、ニヤリって笑って、乳首を指でもっと尖らせて、爪の先で弾いてくる。それが痛いくらいに気持ちイイ。

「あっはぁっ」

「風雅っ」

　知ってる。こんなに繋がったところがきつくしゃぶりついて絡まってんだ。お前のペニスが射精したそうにすげぇ暴れてるのくらいわかる。もう尿道を駆け巡って、熱が弾ける寸前って、この身体でちゃんと知ってる。

「な、ァっ！　玄、お前のだけで、イきたいっ」

　お前のくれるものだけでイきたい。

「乳首、はぁっ」

　また抓られて、文句が甘い溜め息に変わる。

「あ、あっ、気持ちイイ、そこ、玄の、すげ、くる」

「っ」

「んんんっ」

　乳首が取れそうなくらいいじられて、指で押し潰されて、爪で弾かれて、一番敏感なところを擦られながら、中も一緒に攻め立てられる。一度玄の精液で濡らされまくった中はさっき以上に深くまでペニスを誘って、音で、感触で、俺達を刺激する。煽って、欲情させて。

「風雅、イくっ」

「ァ、俺も、玄と、ァ、あァァァっ！」

　この瞬間の顔、最高に好きだ。息を詰めながら、苦しそうなのに世界一幸せそうな顔して、俺の中で果てる玄の、この顔がすげぇ好き。

「あ、あァっ…………！」

　声が消えて、余計なものが何ひとつなくなって、今、抱き締めてる好きな奴しかいなくなる。この一瞬が胸が締め付けられるくらいに、愛しくて仕方がない。愛しいって気持ちが一秒ごとに重なっていく。ほら、もう、今さっきよりも──。

「玄の、これ、気持ちイイ」

　だから、中でドクドク吐き散らかしてる最中の玄を捕まえて、ぶっちゅうって音立ててキスしたら、玄が真っ赤になりながら笑って、俺を大事そうに抱えて、一言囁いた。

「風雅……愛してる」

「！　バ、バカ、最中に、っんなの、言うなよ」

　俺は照れ臭くて、アホだから、そんなふうに返して、ごまかすように数え切れないくらいキスしてた。




　まだ夏の熱が残ってるけど、ちゃんと秋の匂いも混ざってる。このまま少しずつ、少しずつ暑さが消えて、涼しくなって、冬になっていくんだろうなぁ。

　夜道をふたりっきりで歩きながら、指に引っかけた公民館の鍵が風鈴……にはさすがに聞こえねぇけど、歩く度に夏でも秋でもない静かな空気の中に響いてる。

「平気か？　風雅」

「んあ？　あぁ、慣れたもんだ」

「それは、それで、複雑、だな」

　慣れるだろ。どんだけ玄とセックスしてると思ってんだ。つか、慣れても慣れても、全然、気持ちイイって部分は慣れないから安心しろ。

「バーカ」

　筋肉質な肩に軽くパンチを繰り出すと、その握り拳を丸々握られて、手を繋いでるみたいになった。

「風雅は本当にカッコいいな」

「は？　俺が？　どこがだよ」

「全部だよ。突然黒髪に染めたこと。どんなことだって笑顔で突破するところ。それに、沈んでる俺をいとも簡単にすくい上げるところ」

　拳を包み込むように繋がった手が、一回解けて、今度はぎゅっと指同士が絡まり合う。

「つまらなかった毎日が、こんなふうに変わるなんてな」

　こんなふうに手を繋いで、ドクドクと心音が耳に届くくらいに緊張してる。でも、誰かに見つかるかも、って思って緊張してるんじゃない。

　繋いだ手の強さにドキドキしてんだ。この手をずっと離さずにいようって、お互いに思っていることが、この手から混ざって溶けて、心臓に届いてるからこんなに鼓動が跳ねてんだ。

「正直、こんなふうに人を好きになるなんて思わなかった」

「……」

「風雅とこうしていなかったら、俺は太鼓をずっとやっていこうって思わなかったと思う。大学行って、興味があるとかないとか関係なく、将来役に立ちそうな学科を選んで、さも勉強したいって意欲ありそうな小論書いてた」

　あんなに真剣に叩いてた太鼓やめてんのかよ。すげぇ、もったいないだろ、それ。

「俺は……適当だっただろうな」

　ゴールデンウイークに偶然聞いた玄の太鼓。ホントにあれは偶然だったけど、あの音が空気を伝って、俺のとこまで届かなかったら、俺はこいつのことをムカつく秀才眼鏡としか思わなかった。

　色々なもんが適当なままダラダラ過ぎていってた。夏だからって騒いでばっかで、秋が来たら、夏休みに戻りてぇって文句呟いてるだけ。

「太鼓やっててよかった」

　不思議だな。太鼓に夢中だったから、あの日のお前が見れた。でも、俺がいなかったら、あの夢中になって太鼓叩き捲くるお前はこれからの受験の間に、誰にも、学校の奴らの誰一人として知らないまま、スッと消えていたんだ。

「……玄」

「すごく」

　俺達の、この今も、ないんだな。

「好きだ……」

　星座になんて詳しくないけど、どんな星座が今、この夜空に輝いてるのかなんてわかんねぇけど。でも、一生覚えていよう。

「俺も、すっげぇ、好き……」

　こうして、唇がふわって触れて、幸せだなって思うんだ。

　そういや、俺、お前と付き合ってから、一生忘れないだろうって光景が山のようにある。海、花火、浴衣、それと、今見上げる夜空。

　全部、一瞬、一瞬が輝いていて、大事な宝物だよ。




　玄はその後、ちゃんと親と進路のことについて話し合った。資料かき集めて、どんな仕事をしたいのか漠然とした夢じゃなくて、将来っていうか、予定っていうか計画として、しっかり説明した。

「大丈夫か？　風雅」

「む、無理」

「もう何度も来たことのある、うちだぞ？」

　わかってる。わかってるけど。無理。やべぇ、マジで緊張する。心臓止まる。あ、でも、まだかろうじて動いてるな。つか、かろうじて、なんて言葉が思い浮かぶようになった俺ってすごくねぇ？

　なんて、自分の中で会話するくらいにはテンパってる。

「そんなに緊張することないだろ」

「はっぁぁ？　するだろうが！　てめぇ、マジでふざけんな！」

　ドクドクうるせぇ心臓をシャツの上からぎゅっと握って、手汗を拭いて。そっと、少しでも傾いたりしないよう、超慎重に運んだシュークリームの箱を持ち変えた。ずっと同じほうの手で持ってると、手汗で箱の持ち手が湿りそうだ。

　コホン、って小さく咳払いをして、深呼吸を一回。

　もう何度も「お邪魔します」って適当に挨拶したことがある玄の家の玄関の前で、今日は身構えた。玄の進路が変更され、学校でこいつが広げてる大学資料はひとつだけになった。もうそこ一本に絞り込んで、楽しそうに俺に話してくる。

　そう、俺と玄は普通に教室で会話をしてた。

　玄は不良の俺を更生させた、やっぱりすげぇ生徒会長っていう設定になり、俺は、その秀才最強眼鏡に懐く、元不良、みたいな。だから教室で話していても誰も不思議そうな顔はしない。

　オレンジ頭が突然、黒髪で現れたときの教室のざわつき方は今思い出しても笑える。一瞬、空気がピシッと固まって、その数秒後に、ざわざわって本当に聞こえた。あんなに面接のために髪を黒くしろってうるさかった担任でさえ、口あんぐりで固まってた。で、そんな教室にひとり玄が笑い声を混ぜた。

「ただいま」

　少しずつ、先の、将来へ向けて動いてる中、昨日、玄にうちに来いよって招待された。その後ろで親と玄がどんな会話をしたのかは知らない。ただ玄がものすごく笑顔で誘ってくれて、嬉し泣きしそうだった。

　やんわり拒否られてた立ち入り禁止の札が取り払われたことがたまらなく嬉しかった。

「こ、こんにちは。お邪魔します」

「いらっしゃい、どうぞ」

　玄のおばさんが笑って出迎えてくれた。俺の知らないところで玄は将来のことで親とぶつかって、衝突して、少しずつ話がじっくり、ゆっくりできるようになって、今日、俺はここにいる。

「あの、これ、お口に合いますでしょうか」

「シュークリームだってさ。母さん好きだろ？」

　玄の親が目を丸くしてた。つか、俺の日本語やばいレベルでダメだった。

「わざわざ、ありがとうね。そしたらお部屋にお茶と一緒に持っていくわね。いただきます」

　はい、とか、なんとか返事をして、緊張したまま部屋に上がらせてもらった。もしかしたら拒否続行かもしれないって、少し思いつつ、初めて上るみたいに玄の家の階段を踏みしめて、確かめた。

「そんなに緊張することないだろ」

「……」

「風雅？」

「っっぷ、はぁぁっ！」

　ようやく普通に呼吸できた感じがする。緊張するだろうが。これからちょいちょい顔を合わせることになる玄の親にまた最悪な印象与えるんじゃ意味ねぇだろ。うちの母ちゃんがすげぇ楽しそうにネットで美味そうなシュークリームを見つけてくれた。自分でデパ地下で買ってくるからって言ったら、それじゃつまんねぇだろうが！　とか、もうヤンキー色全開でネット漁ってた。

　普通、あそこまで楽しそうに息子を彼氏の家に送るか？　や、うちだけでも歓迎してくれないと、面倒が増えるだけなんだけど。

「少しくらいは印象よかったか？　俺」

「少しどころじゃないだろ」

　真っ黒な髪に手土産のシュークリーム。これで眼鏡でもしてたら、もうバッチリ秀才眼鏡キャラだろ。

「なっ！　ちょっと、玄の眼鏡貸せよ」

「え？　おいっ！」

「うわっ！　何これ、気持ちわるっ！」

　視界がグラグラする。一瞬で酔った。荒波の中をいく船に放り出された気分。

「うげぇ……」

「何してんだ、風雅」

　うん、ちょっと、はしゃいでた。だって、玄の家に久しぶりに入れたんだ。玄の部屋の空気を久しぶりに吸い込んだ。変わらなくて、勉強机には面白いものが何ひとつなくて、よそ見する余地もない。変わったのは、大学の資料が全部芸大のになったことくらい。それと──。

「ん、これはなんなんだ？　漫画なんて読むのか、君は。呆れたな」

「風雅、それ、なんのキャラだ？」

　キヒヒって笑って、全然玄の顔が見えないから、眼鏡を外そうとしたら。

「おわっ！　おい！　お前、今日は！」

「俺の眼鏡かけてはしゃぐ風雅が悪い。可愛いことするなってあれほど言ったのに」

「ちょ！　おい！」

　そっと眼鏡を外された。回転して、抱き締められたまま放り出された先は何度も抱き合ったベッドの上。今日は、しない。抜き合いもなし。普通の友達のフリをする。んで、少しずつ、少しずつ、親に認められていこう。ちゃんと俺達が真っ直ぐ向き合って歩いてたら、いつか親も認めてくれるから。

「キスだけだ……」

　こんなに好きだから。

「ったく、仕方がねぇな」

　こんなにマジで好きだから、いつか、必ず俺達のことを認めてくれる。

　ふわりと重なった唇に胸が熱くなるくらい幸せだなって思った。




　晴れ渡った秋の空に響く和太鼓の音。

「やっぱ、すっげぇ……」

　俺の就職先はまだ決まってないけど、全国一位の秀才相手に面接の極意を手取り足取り教わってんだから、まぁ、大丈夫だろ。

　今日は地元の秋祭りだった。その大ステージで玄達は演奏をしている。一番奥にある大太鼓、それを玄がものすごい迫力で打ち鳴らして、ポニテが隣で軽やかに踊りながらリズムを刻んでる。空に数え切れないくらい飛んでるトンボも空気を伝って感じる太鼓の振動にびっくりするのかもな。あんなにさっきまでいたのに、今、どこにもいない。

　すげぇ迫力。

　特等席を用意してもらった。一番前の、一番、心臓を直に揺さ振られる場所で。でも、その席は演者ひとり一席ずつしか確保できないって、渡辺さんに教えてもらったから、俺はその席を玄のお母さんに譲った。つか、譲るだろ。一度もちゃんと見せたことないとか、玄が馬鹿なこと言うから。はぁ？　なんで、一番に見せる人に見せてねぇんだって怒ったら、秀才が言い返せずにムッとした顔してた。

　まったく、ちゃんとしろよって呆れて、招待券を玄から渡すように、尻を引っぱたいてやった。

　この太鼓を見たら、親は何も言わねぇよ。絶対に反対なんてしない。そのくらいに気迫のこもった太鼓の音。

　俺は一瞬で全部を持ってかれて、そして、そこから俺はずっと玄を見つめてる。目が離せない。

　玄が手を高く空にかざした瞬間、世界が停止したみたいに音が止まった。

　最後、怒涛のラッシュで、音が観客に襲いかかる直前。

「！」

　大太鼓めがけて振り下ろす直前、玄のあの真っ直ぐな視線が俺を捕まえた。俺は一番後ろにいる。観客の人だかりの向こうから、静かに、壇上で人のことを大胆に揺さぶる玄を見つめてた。その俺へめがけて、真っ直ぐ射抜くみたいに視線を投げて、そして、大きな、すげぇ大きな音。

　どーん、って、心臓めがけて玄の拳をぶち込まれたみたいに。腹にも響いて、ジッとしていられなくなる音。

　もうここからは止まらないんだ。音が乱れるようにずっと鳴り響く。大きく、大きく、この場所いっぱいに音が踊り始める。小太鼓が飛び跳ねて、中太鼓が楽しそうに音を撒き散らして、玄達の大太鼓が空高くまでこの音を轟かせる。雲ひとつない快晴だけど、もし雲があったとしても、きっとこの音がそれを吹き飛ばす。

　強くて、凛々しくて、猛々しいのに、楽しそうで、そんでもって人を笑顔にさせる音。それが俺を揺さぶって、この会場からあふれて、五月のあの青空とはまた違う空に響いてた。




「夕飯、ごちそうさまでした」

「いえいえ、こちらこそ、今日はありがとう」

　玄関先で一礼したら、玄のお母さんがにこっと穏やかに笑ってくれた。産業祭りの後、大人メンバーの打ち上げには参加できない俺達を玄のお母さんが夕飯に招待してくれた。あの優先席を用意してくれてありがとうって、笑顔で、玄じゃなく、お母さんから招かれた。

「俺、そこまで送ってくる」

　いいって、別に彼女じゃねぇんだしって、玄に断ろうと思ったら、お母さんが帰り道気をつけてねって、また笑って玄と一緒に見送ってくれていた。

　食事の間中、太鼓のことをずっとはしゃぎながら話していたのは玄のお母さんで、その話を玄じゃなく、俺へ向けて、楽しそうに語ってた。すごかった。大迫力だった。って、その太鼓をぶっ叩いていた玄にじゃなくて、俺にずっと。それが、なんか無性に嬉しくて、夕飯ごちそうになりながら、ずっと足元がふわふわ浮いてる感じがしてたんだ。

「太鼓、カッコよかったなぁ」

　思い出してもゾクゾクするくらい。一番奥にいるくせに、一番、俺の中にでかく深く入り込んでくる。あのときからずっとそうだ。初めて玄の太鼓を見たときに本当に飛び込んでくる感じがした。

「惚れ直したか？」

「バーカ、いっつも惚れ直してるっつうの」

　まだ、当分先になる。玄のお母さんに俺達のこと話すのは。今、俺は元不良で、就活を頑張ってる玄の親友ってスタンスだ。でも、それに不満はない。玄にとって特別な存在っていう意味ではちゃんと玄の両親に伝わっているから。それに──。

「一緒に暮らすようになったら大変だぞ？」

　高校卒業したら、玄と俺は一緒に住むつもりでいる。そのために今、ふたりで、それぞれの進路のために頑張っている。

「なぁ、玄」

「？」

　秋だなぁ。夜になると完全に空気が変わって秋っぽくなった。玄とこうなってから、季節が一個変わった。で、面接して、芸大受験の勉強してるうちに、今度は冬になって、春がくる。季節はすげぇくるくる変わるけど、俺の隣はずっと変わらない。

「来週末、うちの親、一泊二日で紅葉見に行くってさ」

　一緒に暮らすようになったら喧嘩とかすんだろうな。玄は頑固だから、一回怒ると絶対に機嫌直らなそうだ。いつか、お母さんに機嫌直すコツとか聞いたら教えてくれっかな。

「どうする？」

「そんなの、決まってるだろ？」

　悪い顔して笑って、マジで悪代官キャラだ。

「あ！　したら、あれやろうぜ！」

「？」

「お戯れを、お代官様！　って、やつ！」

　浴衣着て、花火大会のときにそれやるつもりだったけど、できなかっただろ？　きっと、来年は一緒に着付けて、一緒に花火見に行って、神社じゃなくて部屋でベッタベタになりながら、イチャついてそうじゃん。

「する？」

「すぐに剥くけどな」

「戸津田代官様、こっち」

　そっと、物陰に連れ込んだ。

「……風雅」

　ほら、こうしてたら、しっかり隠れられてるだろ？

「道端だぞ？」

「いいじゃん、キスだけ」

「キスしたら、止まらなくなるって、風雅知ってるだろ？」

　そう言うくせに、玄の腕はゆっくり俺を周囲から隠してくれた。抱きしめて、吐息が唇に触れるくらいの距離で名前を呼ばれて、身体はあっという間に火照りだす。

「……ん」

　唇が重なって、欲しがる舌同士が絡まり合って、キスが濃厚に深く、しっとり甘くなる。

「玄、もっと、キス、欲しい……」

「困ったな」

「お前の太鼓が、わりぃんだろ？」

　あんなに強く俺を揺さぶって、大胆に独占して、甘い甘い恋に落とす、あの音と、この強い眼差しが悪い。

「好きだ、玄」

　俺も、好きだ、そう囁く低くて甘い、最初に聞いたときよりも色気が増したその声ごと食べるみたいに、こっそり秋の夜空の下で、抱き締めて、キスを繰り返してた。
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「さみ……」

　雪、降るんじゃねぇ？

　今シーズンは雪が少ないって言ってた気がする。でも寒い冬になるから、受験生は風邪に気をつけてくださいって聞いて、玄に真っ先にマスクをたんまり買って押し付けたっけ。マスク必要なのは就職活動中のお前もだろ？　って、玄が笑ってた。

　俺はいいんだよ。丈夫にできてるっていうのがとりえだから。問題は玄だろ。受験は一回こっきりなんだから。

　マジで、一回こっきりの大勝負。

　玄の用事が済むまで時間を潰してた図書室の窓から見えた景色は、まるごと夕陽のオレンジ色に染まっていたから、なんかそこまで寒い感じがしてなくて、外に出た瞬間、予想外に冷えてた空気に思わず肩が縮こまった。

「うわ、ベンチもすげぇ冷てぇ」

　立ってるのもダルいしと思って中庭のベンチに座ってみたけど、冷え切っていて体温が一度か二度くらい一気に下がった気がする。

　はーやーくー、じゃねぇとケツが冷え切る。

　そう心の中で待ち合わせをしている玄にぼやいて、自分の掌を見た。夕陽、すげぇな、全部オレンジ色だ。俺の真っ黒に染めた髪も今ならオレンジ色に見えるかもしれない。そんくらいに本当に何もかもがオレンジ色に染まってる。

「……部屋、かぁ」

　あの日も、このくらい世界が綺麗なオレンジ色をしていた。

　夏が終わって、秋祭りも終わったころ、玄に呼び出されたんだ。

　玄は一流大学じゃなくて、芸大へ進むことを選んだ。太鼓をやりたいはずの玄が芸大？　って、最初思ったんだ。絵を描きたいわけでも、彫刻とかやって作品を作りたいわけでもない玄がどうして芸大？　って。あいつが入りたい大学には舞台演出とかの勉強をできる学部があるらしい。その科で何を勉強できるのか、玄に説明してもらったけど、すっげぇ難しくて、半分もわからなかった。

　ただ、あいつがやりたい将来の夢に必要なものが全部そこの学部になら詰まってることはわかった。そこで四年間みっちり、和太鼓のために必要な「魅せる」技術を学ぶんだそうだ。

　うちの学校一の秀才だ。芸大も余裕だろ。そう思ったんだ。あいつなら、ほら推薦とかあるし。全然余裕じゃんって。

　でも、違った。

　あいつの行きたい大学は推薦もＡＯもなくて、一発勝負の入試のみ。すげぇ怖くねぇ？　玄は頭がいいから、そういうのそつなくこなして、誰よりも楽に進路を確実に決めていきそうな気がしたのに。

　学校一の秀才が選んだ進路は一番しんどそうな道だった。

　落ちたらどうすんだよ。しかもその大学のパンフレット見せてもらったけど、募集人数マジで？　って目を疑うくらいに少人数だった。俺はテレビとか漫画とかのせいか、勝手に百人くらいいて、大きな教室使って勉強してるんだと思ったのに。ひとつの学科ごとで数十人しか入れないような大学だった。

　──でも、あそこでなら俺のやりたいことへ繋がる。

　なんか、すげぇなぁって思った。そう言って、本気で勉強を始めた玄の横顔はカッコよかったんだ。

　今までは親に言われて、仕方なく、そんな感じに勉強していた玄が、心底学びたいと思っていることのために、今、初めて、すっげぇ必死に勉強してる。

　今も、職員室で小論文の添削をしてもらってる。先生からテーマを与えられて、それについての小論を書き上げ、アドバイスもらって、また次の新しいテーマで小論を書き上げて。そうやって出来上がる度に職員室へ見せに行っていた。

　あいつだったらそんなの要らない気がするけど、あの「狭き門」っていうのをくぐるために、小論も試験もどっちも落とせないって頑張ってる。

　だから、俺も頑張んねぇと。

「はぁ……」

　就活、はっきり言って、難しい。手当たり次第になんて面接受けらんねぇから、一ヶ月に一社、そこがダメだったら、また来月。もどかしいし、正直、めちゃくちゃ焦る。できることなら、高校行ってる間にちゃんと決めたい。でも、冬になっても決まってない俺はかなり絶望的。

　どこかしらに、いつかは入れると思う。高校卒業して、フリーターしながら探せばいいのかもしれない。けど、俺は、あいつの横に並べる男になりたいんだ。

　焦ってもどうにもならない。今までずっとサボってたツケが、ここに来て回ってきただけの話。適当なことばっかしてた俺の成績とか、諸々、やってきたこと全部を会社が見て決めたことだ。

　仕方がない。頑張るしかねぇだろ。

　そう何度も自分に言い聞かせてた。無理なんじゃねぇ？　そう、呟きそうになる気持ちを必死に抑えて、大丈夫って繰り返し唱えて、踏ん張って。そんなとき、体育館に呼び出された。俺と玄が始めてまともに目を合わせた体育館に呼ばれた。

　俺は「なんだよ、優等生のお前は知らないかもだけど、フツーは呼び出しすんなら体育館じゃなくて、裏、日陰になってて教師に見つからないようなとこにすんだよ」って笑ったんだ。

　強がって、すっげぇ笑顔で体育館へ行くと、玄が体育館の窓からいっぱいに降り注ぐオレンジ色の夕陽に包まれてて、フロアの真ん中に立っていた。

　なんか見てるだけであったかくなれるくらいに綺麗な陽の色の中、笑って、そして、言ったんだ。

　──卒業したら一緒に暮らそう。

　そう、静かな声で告げた。

　五月、新入生説明会で一年坊主の前でスピーチしてたときと同じくらい、澄んでいて綺麗な声はカッコよくて、印象的だった。ずっと耳に残ってた。その声はそのころから半年以上の時間の中で、もっと色鮮やかで、あったかくて、優しい響きに変わっていった。

　いきなりすぎて、すげぇ、びっくりしたよ。

　一緒に暮らそうなんて、改まって言われて、マジで、ドキドキした。

　──返事、は？

　あの玄が少し緊張してた。ズラッと並ぶ一年を前にしても、全校生徒を前にしても、淡々とスピーチするような奴が、言葉をつっかえさせてた。俺の返事を待ちながらすげぇ緊張しているのが、オレンジ色の空気を伝って俺のところまで来て、心臓のとこをくすぐって、こそばゆくて、自然と笑ってた。

　返事なんて決まってんのに、玄のあの緊張した顔。

　俺は、あの顔を見て、頑張ろうって、また思えた。こいつの隣に立つためなら、折れずに、俯かずに前を見て歩けるって。

「何、ひとりで笑ってるんだ？　風雅」

　思い出す度におかしくて笑って、ようやく冷え切ったベンチを温まり始めたころ、玄が来た。

「待たせたか？」

「んーん、全然」

　なぁ、お前に言われる前から、俺はずっと一緒にいるつもりだったっつうの。だから、俺は頑張れる。

「でも、さみいぃぃ！」

　力を込めて一歩歩き出す。

「風雅、マフラーくらいしろ」

　そういうのすぐに忘れそうだからしたくないんだよ。面倒だし、なんか似合わなくねぇ？　俺がマフラーとか、想像しただけでちょっと余計に寒気が。

「ほら」

「！　い、いいって！」

　玄はマフラーとかすげぇ似合ってる。秀才らしい銀縁眼鏡に、なんでか同じように過ごしてるはずなのに皺のない制服とマフラーのセットが、もうまさに「優等生」って感じがする。その長くて、実はたくましい、俺がしがみ付いても全然気にもしない首からマフラーを当たり前のように取ると、俺の首に巻きつけた。

「風邪引かせたくないんだ」

「ふ、普通は受験生のお前が風邪引いちゃダメだろ」

　それでなくても、お前の受験は一発勝負なんだぞって心の中で言う。本人がそんなの一番わかってる。ものすごいプレッシャーの中での受験を頑張ってる玄にこれ以上負担になるようなことはいえないから堪えた。

　鼻先が玄のマフラーに埋もれてて、もうなんかすげぇ気持ちイイ。このままそこら辺に転がって寝られるくらいに心地いい。

「こら、風雅、匂いを嗅ぐな」

　だって、玄の匂いがする。抱き合ってるときに感じる匂いに包まれたら、そりゃ、嗅ぐだろ。思いっきり。チラッと玄を見て、また、今度はしっかり鼻を鳴らして、胸に吸い込んだら、少し困ってた。玄の困った顔が見れて嬉しくて、また笑って、鼻先をもっとマフラーの中に埋めながら、この変態行為を止められないように、玄よりも早歩きで逃げ出した。

　後ろで笑いながら照れて怒った真似をしているのが聞こえる。

「なぁ、玄、小論ばっちりだったか？」

　ずっとこんなふうに玄と一緒に並んで歩いていけたらなぁってしみじみしたくなるような夕陽、なんて、思っても言わないけど。つうか、恥ずかしくて言えねぇけど。

「あぁ」

「そっか……」

　少し風が出てきたな。早く帰らないと、本当に受験生に風邪を引かせちまう。

　振り返ると、眩しそうに細めた目のところでちょっと伸びた前髪が風に揺れて、その冷たい風にさっきの俺と同じように肩を縮めてる。

「それで？　何笑ってたんだ？」

「べっつにぃ？」

　一生、忘れねぇんだろうなぁって思ったんだよ。あの日、綺麗なオレンジ色が輝いてた体育館で、お前が言ってくれた言葉も、声も、緊張した顔も、一生、こいつの隣にいながら忘れずにいて、夕陽を見る度に思い出すのかなぁって。

「ただ、すっげぇ、寒かったから、ベンチ座っててケツがキンキンに冷えたなぁって」

「悪かった。どこか店入って温まろう」

「いや、お前が手で温めてくれよ」

「！」

　俺のいたずらに玄の頬を染めていたオレンジ色が濃くなった気がした。目を丸くして、困ったのか言葉を詰まらせる玄の頬が赤く見える。

「玄、可愛いな」

「なっ！　何言っているんだっ！」

「アハハハ、だって、お前、顔真っ赤にしてんだもん。俺のケツなんていくらでも触ったことあるくせに」

　誰の前にいてもクールで知的な優等生の顔を崩さない玄がこんなふうに笑って、怒って、照れて、困ったところをずっと隣で見てたいって思ってたんだから。

　一緒に暮らそうっていうくらいで、緊張すんなよ。

　俺は大喜びしながら頷くっつうの。




「えー？　家賃、高くねぇ？」

「そうかもな。でも、これ以上安いところは駅の近くじゃないぞ？」

　帰り道、今日は太鼓の稽古もなし、俺のバイトもなし、待ちぼうけで寒かったし、腹減ったし、ふたりでファストフード店に来てた。こういうとき、決まってする遊びが、これ。

「っつうか、駅からそんなに近くなくてもよくねぇ？」

「ダメだ、帰り道が危ない」

「……アホだろ、女子じゃあるまいし」

　ふたりの新居選び。予備知識っつうか、俺の就職先が決まったら、今度は新居選びと引っ越し準備が待っている。だから、これは遊びだけど、そのときの予行練習っつうか、こうしてふたりで新居を選ぶのが楽しいっつうか。

「仕事で帰りが遅くなることもあるだろ。風雅のことだ。迎えに来いなんて言わずに自分で帰ってきてしまうだろうから」

「あたりまえだっつうの」

　夜道が怖い女子じゃあるまいし。襲われることもない、普通に性別「雄」の俺には夜道のことなんて気にもならない。

　それでもまだ不服って顔をしながら玄が視線を賃貸雑誌へと戻す。そして、俺は視線をよそへと向けた。楽しそうにしている玄をさっきからチラチラ見てるＯＬさん。

　仕事帰り？　とか？　女子大生、じゃないだろ。それよりももっと大人のオンナノヒト。

　ふーん、お前って、年上キラーでもあんのかよ。そういや、お前って、和太鼓んとこでも、ガキンチョのお迎えに来てるママさんに好評だもんな。そんでもって、ガキンチョ女子どもにも、この前「お婿さんになって欲しい」って言われてなかったっけ？

　なんだよ。お前のイケメンっぷりは全年齢対象かよ。どんだけだよ。

「太鼓の練習、最近どう？」

　ポテトを食べながら話を振ると、何も知らない、視線になんてこれっぽっちも気がついてない玄が普通に答える。伏せた視線もカッコいいけど、その視線が、話しかけた拍子に俺だけに向けられるのが気持ちイイ。

「どうってお前は毎回見に来てるだろ？」

　男の俺が、ゲイでもないのに、すげぇ見惚れるくらいにカッコいいんだ。このルックスに女がぽーっとしないわけがない。

「気合入ってんなぁって思って」

「そうだな。今度、演舞の発表があるからな」

「保育園だっけ？」

「あぁ」

　今、そのために新しい演奏の稽古真っ只中で、見学に行くと、すげぇ真剣な横顔が見れる。見てるとゾクゾクするくらいいい顔して、バチを握る腕の筋っぽい感じすら色っぽくて、目が離せない。練習なのに、あれだけカッコいいんだ。本番、見に行ったら失神しそう。

「頑張れよ」

「……あぁ」

　あ、今の顔、すっげぇゾクッとした。だから、わかるわかる。そりゃチラ見したくなるのもわかる。けど、これは俺のなんで。見るくらいならいいけど、俺のだから。

「風雅？」

「ほら、ポテト」

「ん」

　客はちらほらしかいなくて、その客もおしゃべりとかスマホに夢中だ。でも、さっきからＯＬさんだけは視線をこっちに投げてくる。だから、こいつは俺のなんでって見せつけようと、一本ポテトを取って口元に運んだ。それを玄が戸惑うこともなく普通に食った。

　おい、玄。もう少しびっくりしたりしろよ。なんで、当たり前のように俺に餌付けされてんだ。クソ、すっげぇ萌える。

「風雅、塩ついてるぞ」

「へ？　ちょ、……っ」

　ポテトを摘んだ指先を、俺以上に大胆な玄がペロリと舐めた。萌える、どころじゃなくて、ツボごり押しされた。そんな俺を見て、楽しそうに、そして意地悪そうに笑ってた。




「お前なぁ、ビビっただろうが！」

　俺の文句が真っ白な空気と一緒になって、フワリと広がった。食い終わって外に出たらもう真っ暗で、オレンジ色の夕陽は消えて、真ん丸な月が濃い青色の空に上っていた。

「？　……あぁ、けん制のこと？　それとも餌付けのこと？」

　そんな夜道を並んで歩いて、玄のうちに向かってる。どっちの家にも今日は親がいるから、ちょっと寄るだけ。理由は勉強を教えてもらうとかなんでもいい。ちょっと寄って部屋でふたりになりたいって、だけ。ほら、外じゃキスひとつもできねぇから。

「アホ！　どっちもだ！　お前！　同じ歳ならまだしも、年上も落とせるとか、マジで！」

「？　なんのことだ？」

「あ？」

　俺の威嚇先と、玄の威嚇先がなんか、違っているっぽくて、今度は俺が首を傾げる。

「え？　ＯＬさん、じゃねぇの？」

「いや、知らない。そっちじゃなくて、俺はお前を狙うサラリーマンを威嚇してたんだ」

「へぇ…………って、はぁぁぁぁ？」

　俺をチラ見していたサラリーマンがいたなんて知らない。俺は、お前のことをカッコいいなって思って、視線を投げてくる年上の綺麗なお姉さんしか知らない。

「なんだ、それ」

　つまりは、あれだ、お互いに、ほら、「俺のなんで」みたいなことをあの瞬間に思ってたわけで。なんかそれって、すっげぇ、好き同士って感じじゃねぇ？　改めて実感とかして、照れて足元の小石を履き古したローファーの爪先で蹴っていた。

「アホ、じゃねぇの」

　ありえねぇし。リーマンとかさ、っつうか、別に俺のことを好きだとか思う男なんてお前くらいだろうし、もし、万が一にも誰か物好きがいたとしたって、俺はお前だけなんだから。

「うちの学校一の秀才にアホなんて言えるのは風雅だけだよ」

「アホだろっ、っン」

　バーカって、アホにプラスして言ってやろうと思ったのに、顔を上げたら、そんな悪態を溢す隙間がなくなった。

「やっぱり駅チカで探さないとだな」

「！　つか！　お、お前、外！」

「だから、一瞬にしただろ」

　そう言ってすっげぇ楽しそうに笑ってた。笑ってる玄を見て、呆れて、もうキスしちゃったじゃんかって思った。外じゃキスできないから部屋に上がらせてもらおうって思ってたのに、そのすぐ後にキスしてんじゃんって、照れて、顔が熱くてたまらない。

「部屋まで待てよ」

「待てなかったんだ。風雅があまりにも可愛いから」

　可愛いのはお前だろ。ただふたりで帰るだけなのに、まだ俺の就職先が決まってないから、本格的に決めるわけじゃない新居選びなのに、いつでも、俺といるときの玄は楽しそうに笑ってて、可愛いっつうの。胸のところがぎゅっと縮まるくらいにはすげぇ可愛いっつうの。

「風雅が悪い。ただいま……お母さん、風雅、来てる」

　あっという間に玄のうちに到着した。ふわっと微笑んだ玄の顔を家の中から溢れた明かりが照らす。全身がジンと熱くなるくらいにあったかい笑顔。

「あらあら、風雅君、いらっしゃい、どうぞ」

「すいません、急に」

「いいのよ。久しぶりね、うちに来るの」

　風雅の親父さんは単身赴任してる。週末はお母さんがそっちに行くから、俺はそのときとばかりに玄の部屋を訪れてる、なんて、お母さんは知るわけもなくて。

「あー、はい」

　ちょっと罪悪感があるけど。

　そんな俺の心境を知っているのか、意地悪く俺の耳元に玄が、ぼそっと、嘘が上手いなって笑って告げた。からかいやがってって、脇腹を少しだけ拳で押すと、くすぐったそうにまた笑ってた。玄は俺といるとき、笑ってばかりで、クラスでは大口開けて笑うことのないクールキャラだから、テンションの落差が激しくて、そういうところも含めて、たまらなくなる。なぁ、やっぱ玄のほうが断然可愛いだろ、って先に靴を脱いでいる背中に投げつけてた。

「あ、夕飯ももし平気なら食べていって。ふたりだけなのに、まだ前の習慣で作りすぎて困ってたの」

「いや、母さん、風雅は」

「いいじゃない。今日の夕飯、焼き肉なの」

「あ、あー、はい、いただきます」

　ただ寄るだけだった。何か言い訳くっつけて、部屋上がって少しだけ、キスして笑って、そんじゃぁなって帰るつもりだったけど、でも、お母さんは夜に訪ねた俺に怪訝な顔を向けるわけでもなく笑ってるから、いいんじゃね？　そう思って玄に視線を投げたけど、玄は少し表情をしかめてた。

「じゃあ、用意できたら呼ぶわね」

　お母さんは気がつかない。でも隣にいた俺は気がついた。そのくらいに些細なことだけど。

　玄のお母さんに今の俺が認められてるのかどうかわからないけど、前に比べると笑ってくれることが多くなったと思う。

　秋に、玄が披露した太鼓、あのとき、玄の太鼓を初めて聴いてくれた辺りから、少しずつ、お母さんの本当の笑顔が見れてる気がする。

　きっと、最初はただの不良という印象だったと思う。それでなくても、息子である玄があれだけ優秀なんだ、俺なんて本当に劣等生の見本みたいにしか見えなかっただろう。

　少しずつ、ゆっくりでいいから、認めてもらいたい。そう思ってるから、こんなふうに夕飯に呼ばれて、ちょっと嬉しかった。

「就職、難しいの？」

　お母さんがこうして笑顔を向けてくれることがちょっと嬉しかったり。

「お母さん、今、あまりそういうことを」

　でも玄がその笑顔を邪魔するように、低い声で呼んでいる。

「あーまぁ、でも、大丈夫です！　今、気合入れて面接とか練習しまくってますから、次こそは！　って、感じで」

　いいって、俺は別に大丈夫。お母さんにしてみたら漠然としすぎてて、今の就職ってどんなだろうって思うだろ。玄は進学組だから今のところ知る必要性はないかもしれないけど、夢があるからどっかの企業に就職はしないかもしんないけど。でも、知っていても損にはならない。少しでも、参考になればって思ってるんじゃねぇ？　だから、たくさん訊かれれば、それに対して全部ちゃんと答えるよ。

「やっぱりご実家の近くで探すの？」

「お母さん、それは風雅のプライベートだろ？」

　それなのに、玄はお母さんが質問する度に、居心地悪そうに顔をしかめてた。段々と、眉に皺を寄せて。玄？　なんで、急にそんなに嫌そうなんだ？　別によくねぇ？　って、玄の眉間の皺が深くなっていく度に疑問と不安が膨らんでいく。

「あーいえ、ある程度なら遠くてもいいかなって。家は出るんで」

「えっ！　そうなの？」

「母さん」

　ほら、また、訊かれていることに俺が答えるともっと表情が厳しくなっていく。

「ひとり暮らし、大変よね。でも、そしたら職場をあまり選ばないで済むものね。うちは、玄の行こうとしてるとこ、風雅君は知ってるだろうけど、少し遠いのよね」

「はぁ……」

　知ってる。知ってるけど、遠いけど、別に、ここから通うわけじゃないから、距離はあんま関係ないっつうか。

　なんだろう、なんか、お母さん、知らない、のか？　いや、知らないわけがないよな。でも、今、目の前でめちゃくちゃ話されて、俺は困惑して聞き取るのが一瞬遅れた。遅れたっていうか、聞き間違えたのかと思った。だって、さらっと言われたから、その言葉がなんか全然頭の中に入ってこなかった。

「……え？」

「通いだから安心だけど、ひとり暮らしじゃ風雅君のお母様、心配もあるんでしょうね」

「……」

　は？　今、通いって。通いって、俺のこと？　じゃないよな？　じゃあ、え？　玄のこと？　玄が芸大へここから通うって思ってる？　ひとり暮らしって、ひとりって、誰のこと？

「あ、あの、えっと、玄、は……」

「えぇ、芸大」

　お母さんは笑顔で玄は自宅から通うんだと思って話してて、玄は、苦いもんでも食ってるみたいに、すげぇ顔をしかめて何も言わなかった。




　玄のお母さんの中で、俺は就職して、ひとり暮らしで、玄は家から芸大へ通うことになっていた。

「……玄」

　俺は当たり前にそう話すお母さんと、玄の顔を見て、ひとり暮らしじゃないって言えなかった。言うタイミングを見つけられるほど余裕がなかった。

「玄！」

　夕飯食わせてもらって、進路のことでお茶しながら話して、そしたらもうけっこう遅い時間になっちまって、部屋には行かずにそのまま帰ることになった。ずっとどこか上の空で、時間のことなんて気にしてられなかった。お母さんに言われてようやく何時になったのかを確認したくらいだから。

「おい！　どういうことなんだよ！」

　玄の部屋には、行かなかった。

「……」

「おい！　なんで、お母さんに知らせてねぇんだ！」

　玄も、引きとめて、少し部屋に寄っていけって、言うこともしなかった。

「お前、マジであれ全部、一緒に暮らそうっつったの、全部が冗談だったとか言ったら、ぶっ飛ばすぞ」

　部屋に行ってキスして笑い合えるような心境じゃなかったから、俺も部屋に行かずに帰ることを残念だとは思わなかった。玄が静かに「そこまで送る」って言ったとき、女じゃねぇから大丈夫、なんて言って笑ってやる気分には全然なれなかった。

「一緒に住まねぇのかよ！」

「……住む」

「じゃあ、なんで言ってねぇ！　親に言わないでどうすんだよ！」

　思わず手が出た。玄の黒い上等そうなコートを鷲掴みにすると、心臓でも掴まれてるみたいに苦しそうに顔を歪めた。ふざけんなよ。なんだそれ、なんの顔なんだよそれ。

「……」

「言わずにどうにかなることじゃねぇだろうが！」

　なんで、言ってねぇんだよ。

「俺が、就職先、決まらないからか？」

「ちがっ！」

　違う？　違わないだろ。俺の将来がちっとも安定しないから、親に説明できない。収入が安定してないのに、どうやって自立すんだって訊かれても答えらんねぇもんな。

「後で、言うつもりだった」

「つもり？　なんだそれ。後って？　俺の就職先が決まるまで？」

「そうじゃない」

　でも、結果、そういうことだろ？　俺の就職が厳しそうだからってことだろ？

「もうここでいい。送んなくていい」

「風雅！　後でちゃんと親には言うから！」

　どう説明するんだ？　仕事、決まってねぇ俺と暮すって、どう納得させるつもりだ？　その方法が思いつかないから、黙ってたんだろ。

「……またな」

　俺はバカだから、そこまで優秀な脳みそ持ってねぇからわからない。

「風雅！」

「……」

「お前の就職のことで言うのを躊躇ってたわけじゃない！　本当だ！」

　そう言われても、俺にはお前が他に躊躇う理由が見つからない。

「……そんじゃあな」

　最悪の気分だった。行きはあんなに楽しかったのに、逆方向に歩いて、気持ちも間逆で。寒いし、手袋とか持ってねぇし、足先も指も寒くて、ちっともあったかくならない、すげぇ最悪な帰り道だった。




「クソッ！」

　ずっと帰り道、その言葉だけを胸の中で吐き続けて、自分んち着いた途端、つい零れた。ずっと抑えてた不安と焦りが一気に溢れる。

「おー、久しぶりに荒れてんねぇ」

「……ババア」

　顔を上げると、夜、この時間帯にお菓子の袋を抱えた母ちゃんがのほほんとした顔で久しぶりにキレてる俺を見て楽しそうにしてやがる。

「うっせぇよ」

「何？　玄君と痴話喧嘩でもした？」

「痴話喧嘩じゃねぇよ！」

「はいはい」

　うちの親は俺がどんなにキレてようが荒れてようが焦ることはない。自分らもそうだったから、俺がここで暴れようが壁でも家具でも家にあるものをぶっ壊したりしなければ、ブチ切れてぶっ飛ばしに来ることはない。

「相談乗ってやろうか」

「いらねぇっつってんだろうが！」

「はいはい。わかったよ。あんま怒鳴んな。鼓膜が破ける」

　でも、玄のお母さんはこんなふうに玄が怒鳴ったら……。

「一緒に住んでりゃ喧嘩のひとつもするようになるんだから。予行練習、ちゃんと仲直りんとこまで頑張れよぉ。これからはキレても、ぶっ飛ばしたくなっても、同じとこで寝るんだから」

「……なぁ」

「ずっと一緒にいるっつうのはさぁ」

「なぁ！　ババア！」

　なんか、えらそうに語り始めようとするのをでかい声で遮っても全然驚きもしない。うちの母ちゃんはこんなもん。俺がどんだけ暴れても気もしない。

「俺が、その」

　俺が何を言ったって、たいして驚きもしない。へー、あっそ、で終わり。今までどんなに喧嘩でボコられても、停学食らっても、いっつも「あっそ」って言ってた。だから、あの体育館で告られたっつうか、一緒に暮らそうって言われた夜に浮かれながら話したんだ。

　卒業したら、マジで玄と一緒に暮らすから、って。

「その……玄と一緒に暮らすのとか、どう思った？　就職して、って、あと、玄と暮らすとかも、どっちも難しいだろ、って思った？」

「バーカ」

　うちの母ちゃんは元ヤンキーだから、玄のとこみたいにお上品じゃない。喧嘩も強いし、口は悪いし、きっと玄は「バーカ」なんて言われたことないだろ？　俺はしょっちゅうだ。頭もボカスカはたかれる。

「あんたが就職頑張ってんのは玄君がいたから」

「……」

「頭悪いけど、勉強して、試験ちゃんとやって、学校も行ってる。今、まだ決まってなくても、頑張ってる。昔のあんただったら、絶対にもう投げてた」

　ずっと、昔やっちまったことは仕方ねぇじゃんって、自分に言い聞かせて踏ん張ってた。どうにもなんねぇじゃん。過去は変わらない。でも、未来は変わる。今、俺が頑張れば、未来は変えていけるって、歌みたいで、青春っぽいけど、本気でそれを信じてた。

「全部、玄君と今一緒にいて変わったこと。玄君に感謝してるに決まってんじゃん。一緒に住むことを反対するわけない。認めてる」

　いや、今も信じてる。

　こんなふうにさ、笑顔で男同士のことをなんとなくわかってくれて、改まって、好き同士なんだとか宣言しなくても認めてくれて、歓迎してくれる。それがすっげぇ嬉しかった。玄も、うちに遊びに来て、普通に母ちゃんと笑って楽しそうにしてた。楽しいって改まって言われたことだってある。

「色々あるかもしれないのはわかってたでしょ」

　しんどいことがあるかもしんねぇ、でも、好きだから、頑張ろうぜって、あいつが親と衝突したとき、言ったのは、誰だった？

「頑張れ」

　あいつが泣いて、へこんでたとき、ケツ叩いて、ちゃんとしろって言ったのは──俺だ。

　俺があいつに言ったんだろ？　頑張ろうぜって。

「あと、ババアじゃなくて、母ちゃん。まだ、ババアって歳じゃないから」

「なぁ、母ちゃん」

「んー？　なになに？　仲直りの仕方？」

　俺らは男同士だから、きついこともあるけど、でも、男同士だからこそ支え合える。背中を思いっきり叩いて、ケツ蹴って、立ち上がらせられる。俺はあいつだから、本気で恋をして、本気で将来を考えたんだろ？

　あいつはそうじゃないって、俺の就活のことで話せなかったんじゃないって言ってた。俺がそれを聞けなかった。折れそうな弱い心のせいで耳を塞いでただけだ。

「もうババアなんだから、夜中にそんなん食ってると、太るぞ」

「！　てめっ！」

　事実じゃんって笑ってた。母ちゃんはめちゃくちゃ怒って、もう一生喧嘩したまんまでいろとか暴言吐いてたけど、俺は笑って、いつの間にか、さっきまで胸のところで吐き出しまくってたイライラが全部キレイに消えていた。

　折れかけた気持ちがちゃんと真っ直ぐ、立ち上がっていた。






２　うどん以外は却下です。









　仲直りくらい、全然、余裕でできるっつうの。

「よ、よぉ」

「風雅」

　でも、声をかけるのに、半日以上かかった。っつうか、もう帰りだし。玄はまた芸大のことで先生と話してて、ホームルーム終わったら話しかけようと思ってたのに、もうそのときには教室にいなくて、俺はタイミング逃しっぱなしのまんま、窓際の棚に座って待ちぼうけしてた。

　だってさ、今日一日、玄の様子がおかしすぎて、周囲がどんだけざわついてたと思ってんだ。それにも気がつかないくらいしょんぼりしやがって、そんなんじゃ声掛けづらいに決まってるだろ。

「……風雅」

　すげぇ、落ち込んでた。うちの学校史上最高の優等生って言われてる玄が、肩落として、俯いて、ずっと悲しそうな顔してた。

「昨日の、玄に怒ったの、悪かった。八つ当たりだ」

「！　何言って！　俺が悪かったのに」

　首を横に振って、教室の後ろ、座っていた棚から跳ねるように降りて、少しだけ玄のところに近づく。

「ごめん、風雅、でも、俺は」

「あぁ、信じてる」

「え？」

　お前は俺がちゃんと将来を考えて、今も頑張ってるってわかってくれてる。就職できるって信じてくれている。

　考えたんだ。俺のちっせぇ脳みそで、玄みたいには英単語も数学の公式も入ってねぇけど、でも、一晩考えた。

　うちのババアだったら大丈夫だよ。あの人、すげぇ頑丈だもん。ひとりになってもしぶとく生きてる。でも、玄のお母さんはそうじゃないだろ？

「お母さんひとりにさせることを思ったんだろ？」

「！」

「だから、言えなかったんじゃねぇの？」

　カッコよくて、頭がよくて、真っ直ぐで、すっげぇ優しい玄のことが好きなんだ。

「親、大事にしてる玄らしい」

　進学のことを、将来のことを、いつも親を思って決めていた玄だからこそ悩んでいた。

「玄、ごめん」

　俺がもっと余裕持って、お前のことを受け止めてやれよって話だ。これからずっと一緒にいるんだ。こいつがどんだけ俺を想ってくれてるのか、信じてくれてるのか。そして、どんだけ優しい奴なのか、ってちゃんとわかってやれよ。

「風雅」

「でも、俺には言えよ。お前とこれからずっと一緒にいるんだから、ちゃんと、俺にだけは全部ぶちまけて言えよ」

　悩んでるのも全部、一緒に、進んでこうぜ。じゃないと、同じ部屋に帰ってくるのに、同じ空間じゃなくなるじゃんか。

「俺はお前の全部をちゃんと、受け止めっから」

「風雅」

　だから、ひとりになるなよ。どんなときもずっと一緒にいよう。

「ほら、仲直り」

　あぁ、しんどい。なんで、今、そんな切ない顔すんだよ。すげぇしんどくなるくらい、抱き締めたくて仕方なくなるじゃんか。

　目を潤ませて、切なげに震える睫毛とかさ、綺麗すぎて、見惚れる。教室で、クラスメイトの男同士で見つめ合ってるとか、かなり不自然な光景だからな。

　キスはできないから、胸んとこ、俺も玄も苦しくなるくらい「好き」が溢れると思う胸のところに一瞬だけ手を置いて笑った。触っているのは俺なのに、全身がくすぐったくて思わず笑ったんだ。

「心臓壊れるかと思った」

「は？　なんで」

「風雅を傷つけたかと」

　こら、胸に触れた手に掌を重ねるなよ。どう見たって、これ、イチャついてる図だろうが。

「んなに、やわじゃねぇよ」

「あぁ、風雅は最高に強くて、カッコいいよ」

　俺にはお前のほうがよっぽど、そう見える。顔だけじゃなくて、親のことをちゃんと考えてるとことか、俺を真っ直ぐに信じてくれる揺るがない強さとか、もう全部、溶けそうなくらいカッコいいよ。

「昨日の夜は最低最悪だったのに」

「……玄」

「今は最高に幸せな気分だ」

　大袈裟だって苦笑いを溢したら、そのくらい好きなんだ、って真っ直ぐ照れもせず言われて、こっちが照れた。




　今日はそのままお互い真っ直ぐ家に帰った。喧嘩したからとかじゃなく、新居を本気で選ぶためにも、玄は芸大の受験対策を。

　俺は、明日面接がある。

　そっちに集中して、ちゃんと頑張らないと。

「……よし」

　帰り道。地面に向かってひとつ深呼吸をした。そして、足に力を込める。

　玄は機会を見て、週末にちゃんと話すって、もし、反対されたら、そのときはねばるって、あの強い瞳で笑って言ってたから大丈夫。お母さんをひとりにさせるのは寂しいだろうし、切ないだろうけど、俺も玄のお母さんは好きだけど。

　でも、やっぱ一緒に住みてぇ。

「ただいま……」

　一緒の家に帰りたいなって思う。

　だから、ここで絶対に受かる。受かりたいとか、大丈夫とかじゃなくて、ここで、決める。

「あれ？　今日は荒れてないの？」

「仲直りしたっつうの」

　明日の面接で、受かる。

「母ちゃん、アイロン貸して、明日、面接あんだ」

「あ、そだっけ」

　頑張るとかじゃなくて、掴み取ってみせる。

「アイロンかけたげよっか？」

「いらねぇ。これからは自分達でしないといけないことだ」

　アイロンだけじゃない、ふたりで暮らすってさ、きっと色々あるだろうけど、忙しかったり疲れたり、喧嘩もするだろうけど、家事して、飯食って、風呂入って、一緒に寝るってことだろ？　だから、自分らで頑張るよ。

　俺も玄も、自分達で将来を掴み取る。




「……よし！」

　シャツ一枚に一時間以上もかかった。でも、ちゃんとアイロンかけた。自分で明日の面接に挑むシャツの皺を全部ビシッと決めてやった。




　面接、今日は上手くいった気がする。

　あーでも、どうだろ！　わっかんねぇ！　ほら、仕事の経験はないってことになるだろ。バイトはしてたけど、でも、それは高校で禁止されてることだから言えないし。何も知らない新卒でアピールできることって言ったら、学校の成績だけだし、でも、その学校の成績が俺はすこぶる悪くてさ。

　──三年生になって、成績がよくなってますが、これは？

　そう聞かれて、正直に答えたけど、あれ、合ってんのか？　不正解だった？

　──友人に頼んで必死になって勉強しました。

　不正解、だろうな。毎日ちゃんとお勉強しとけよって話だろうし。

「はぁ……でも、全部言った」

　言いたいことは全部詰め込んだ。頭フル回転させて答えた。

　けっこういい感じの条件だったんだ。製造業で、土日はとりあえず休みで、体資本って感じで、そんな仕事したことないからよくわかんねぇけど、でもやってみなくちゃ何もわからないだろ？

　──今年の夏お囃子に挑戦してみました。楽しかったです。何日も練習してきた全部をその日にぶつけて、声出して、一生懸命やるのが楽しかったです。

　今年挑戦したことはなんですか？　って聞かれてそう答えたけど、それもよかったのかどうかわかんねぇ。わかんねぇけど、答えた。真っ直ぐ、俺の思ったまんまをしっかりはっきり答えた。これで、落ち──ねぇ！　絶対に、受かりたいって、マジで気合だけはあの面接会場いっぱいにアピールしまくった。

「さてっと、玄は頑張ってっかな」

　面接があったから俺は学校が休みだった。玄はどうしてるかなって、俺は頑張ったぜって、メッセージを送ったけど、しばらく待っても反応はなし。

　あれ？　もう授業終わった時間だけど？　それとも、また、小論みてもらうために現国の先生んとこに行ってるとか？　あ、でも、今日は太鼓がある日だっけ。

「あ？　風雅、来たのか？」

　だから、公民館のほうに来てみたんだけど。

「……え？　あ、こんちは。あの、玄は？」

「……ぁ？　知らないのか？」

　和太鼓サークルの会長、渡辺さんが首を傾げてた。俺は俺で首を傾げてて。

「今日、戸津田は熱で休みだぞ？」

「！」

　そして、渡辺さんの言葉に飛び上がって驚いた。知らねぇ。あいつが熱あるなんて、聞いてない。そんなの一言だって。

「まぁ、あいつなりに気を使ったんだろ？　お前だって就活あるんだし、面接んときに風邪だインフルだってなったら困るから、どうする？　太鼓、見て……かねぇか」

「また、今度来ます」

　ひょろひょろして風邪とかすぐに引きそうなくせに、今、気がついたけど、いつだって長袖のＴシャツ一枚で過ごしてる、健康なんだか不健康なんだかわかりにくい渡辺さんがにこやかに手を振っていた。

　玄のお母さんがきっと看病してると思う。思うけど、やっぱ、心配だから顔だけ見たい。




「なんでっ、風雅、ダメ、だろ」

　チャイムを押しても全然反応がなくて、病院にでも行ってるのかもしれないって、帰ろうと思ったとき、玄関のとこでものすげぇ大きな物音がして、そのすぐ後、扉が開いた。その扉から出てきた玄はしんどそうに顔をしかめて、頬が真っ赤で、息も全力疾走直後みたいに荒い。

「おまっ、大丈夫かよ！　熱すげぇんだろ。お母さんはどうしたんだよ。お前、寝てろよ」

「無理、だ」

「は？　お母さんは？」

　俺が尋ねたのと玄が力なくその場に倒れ込みそうになったのはほぼ同時だった。慌てて手を伸ばして、寸でのところで抱き上げると、体がものすごく熱い。ハンパじゃなく熱が高い。

「近く、来ると、移る、ぞ」

「平気だっつうの、今日、俺は面接終わったし」

「あぁ、そうか、今日、火曜か」

　曜日感覚もなくなるくらいにしんどいのか？　っつうか、なんだ、これ、四十度近いんじゃねぇの？　病院行ってねぇのかよ。

「……お母さんは？」

　なんでだろう。玄が風邪かもって聞いてそわそわして、具合悪そうな顔みたらすっげぇ慌てた。でも、こうやって抱きとめて、信じられないくらいに熱い玄の身体に触れたら、頭の芯がスッと静かになった感じ。

「寝てる、インフル、だから」

「病院行ったのか？」

　声を出すのが億劫らしくて、腕の中で小さく一度だけ頷く。ふたりしてぶっ倒れたけど、薬も飲んだし寝てれば大丈夫とか言われたって、大丈夫だと思えねぇし。玄がこれだけふらふらしてんだ。お母さんもしんどいんだろ？

「ほら、肩掴まれ」

　玄の腕を肩に乗っけると、ずしっとした重さが全部乗っかって、ちょっと嬉しかった。本人は俺の迷惑になりたくないって顔をしかめてるけど、でも、こんなの彼氏の特権だろ。インフルにやられて弱ってるとこを看病できるのなんてさ。

「バ、カ、移る」

「あぁそうだ。バカだから移んねぇよ」

「そ、ういう意味じゃない」

　玄が「バカ」なんて言葉を使うのは珍しい。だから、インフルが移るって意味じゃなくて、玄のバカが移るって意味に捉えたフリをしてからかってやった。

　大変な時期なのはお前だろうが。受験、一発勝負なんだぞ。その当日だけじゃなくて、小論だって、試験だって、万全の準備しないといけないんだろ？　そんくらい難しい大学だろうが、その試験に受かるかどうか、すげぇストレスかもしんねぇけど、お前が学びたいことはそこにあるんだろ？　生まれて初めて、他人の意見とか関係なく、本気で勉強したいって思ったことなら、頑張れよ。俺は、頑張ったよ。だから、風邪とかインフルとかにやられてんじゃねぇよ。早く治せよ。

「うっせぇ。飯食って薬飲んだら寝る。そしたら、明日には治ってる」

「帰、れ……って」

「飯作って食わせて、お前が寝たらな」

　うどんでいいよな。お粥は……俺が好きじゃねぇから、うどんに決めた。だから、玄にどんな文句を言われようが俺はうどん作って食わせて、寝かしつけたら、俺も帰る。そう決めた。

　移るから、って蚊の鳴くような声で言われて、俺が帰ると思ったか？　そんなん、絶対に何言われたって帰るわけないだろうが。




「風雅……早く……」

　すげぇ高熱だった。四十一度って、これ、玄のすっげぇ出来のいい頭は大丈夫なのか？　って、心配するレベルだろ。

「何それ、ちょっとエロいおねだりみてぇだぞ」

　でも、顔には出さずに、ちょっと悪戯っぽく笑って、ようやく布団の中に押し込んだ玄の額に何気なく触れた。体温計が示す温度よりももっと熱く感じる。息もかなり荒くて、高熱のせいで潤んだ瞳が俺の不安を煽るけど、顔に出したら、きっと玄を不安にさせるだろうから。

「今、飯作ってくる。んで、お前のお母さんとこもちょっと診てきて平気かな」

「すまない……頼んでも？」

「いいに決まってるだろ」

　少しでも熱が下がって楽になりますように、って願いを込めて、もう片方の、外を歩いているときの冷えが残っているほうの手で額を撫でると、気持ちいいのか、玄の目元が力を緩めた。

「ちょっと診てくる」

　早くよくなれ、そう願いを込めて、頬をひと撫でしてから、部屋を出た。家の中が静かすぎて、家自体も玄と玄のお母さんを心配しているみたいに感じる。

「あの、すみません、木砂風雅です」

　扉の外から二回、できるだけ小さくノックをして、できるだけ静かな、頭とかに響かないようにって、そっと、優しい声になるように。そしたら、部屋の中から熱でしんどいんだろうお母さんの弱々しい声が聞こえた。

　ふたりして倒れたって聞いて、心配だったから来たことと、うどん作ったらすぐに帰るからってことを伝えた。玄にも承諾もらってるって言って、その場を離れて、冷蔵庫あるもの使って適当に作った。

　人生初の煮込みうどん、がたぶんできたと思う。

「おおお！　完成！」

　まるで長年頑張ってきた研究がようやく解析できた科学者みたいに、鍋の中のうどんに目を輝かせる。そんなに美味くはできなかったかもだけど、きっと今のふたりなら味とかあんまわかんねぇだろ。

　とりあえず食えば力になるだろうから。お盆にセットして、まずはお母さんのところへ。

「あの、玄のお母さん、すみません」

「風雅君？　ごめんなさい、どうぞ」

　しんどそうな声が答えてくれた。そっと音を立てないように開けると、お母さんが座って待っていた。

「ごめんなさいね、こんな格好で」

「あ、いえ、あの、インフルって」

「そうなの、ふたりしてかかっちゃって、薬は飲んでるからすぐによくなると思うのだけれど」

　ちょっと笑った。玄と全く同じことを言っているから、親子ってそんなとこも似るのかなぁって思ってみたりして。

「うどん、作ったんで、あんま美味くないけど」

「そうなの？　まぁ、ありがとう。いただこうかしら」

「ど、どぞ」

　お盆を使うことすら数えるくらいしかない俺は慎重に、溢したりしないように、気をつけつつ、そっとすり足で移動して、お母さんのところに着いたときにはなんかゴールでもしたみたいな感じ。

　だからホッとした。と、思ったらそんなところを熱でフラフラだろう玄のお母さんが眺めていた。お盆ごとどうぞってしようとしたら、目が合って、クスッと優しく笑われる。あれにそっくりだ。玄が和太鼓のサークルではしゃぐガキンチョどもを眺めているときの笑顔と一緒。

「玄は、寝てた？」

「はい」

「そう。いただきます」

　召し上がれって、言うのがなんか照れ臭くて、言葉がちょっとつっかえた。玄のお母さんは飯作るの美味いから、きっと俺が慌てて作ったうどんはあんま美味くないだろうけど。不味くはないと思うんだ。食える、はず。

「……すごく美味しい」

「マジ、じゃなくて、ホントですか？」

「えぇ、マジマジ」

　クスクス笑いながら、あのお母さんが「マジ」なんて全然似合わないとこを言うからちょっとびっくりした。そういうことを言う人だとは思ってなくて、言われたらすっげぇ可愛くて、恋愛の好きとは全然違うけど、好きな人だなぁって感動するくらい。

「就活の最中なのにごめんなさいね」

「い、いえ」

「面接、どう？」

「あー、はい、受かります。絶対に」

　言い切ったことになのか、それともまだ決まってないことになのか、玄のお母さんが目を丸くする。

「そういうとこ、すごいなぁって思うの」

「……え？」

「風雅君はとっても強いなぁって」

「お、俺なんて」

　自慢じゃないけど、バカだし、アホだし、勢いだけでやってきてるし。最近になって、色々考えるようになったっつうか。

「玄は風雅君のそういうところが好きなのね」

「……え？」

　俺達のことはまだ話してない。だから、今ここでお母さんが言っている「好き」は友達への好きなんだろうけど、それでも俺の心臓が飛び上がって、口から出てきそうになった。

「また、これで、玄は言い出しにくくなっちゃうわね」

「あ、あの」

「風雅君となら、あの気難しくて、口下手な玄も上手くやっていけると思うの」

「あのっ」

「それに、おうどん、とっても美味しかったし」

　それって、つまりは、玄が家を出ることを、もう話してんのか？　だって、玄は週末に話すってそう言ってた。親父さんもいるときに、ちゃんと話すって。

「でも、ごめんなさい。しばらくは内緒にしていて」

「え？」

「きっと玄のことだから、私がひとりぼっちになることを心配して言い出せないんだと思うの。でも、それでも家を出るんだから」

「あの」

　話してないけど、話そうとしている玄を待っていてくれた。何を話したいのかを知っていてくれた。だから、敢えて、この前俺もいた夕食の席でその話をずっとしてたのか？

「いつか、子どもは自立するって、親は知ってるものね」

　ふわっと笑って、すげぇ優しい笑顔で、俺はこれに似た笑顔を隣でよく見かけるなぁって思ったんだ。




「どうだ？　少し、楽になった？」

　部屋に戻ると、苦しそうな浅い呼吸を繰り返しながら、眉をひそめたまま玄が目を閉じてた。たぶん寝てはいないだろ？　額に手で触れると驚くこともなく、薄く目を開けて、ゆっくり顔を傾け、俺を見つけた。

　まだ、額のところ、すっげぇ熱い。

「ふ……が」

「あぁ、さっきお母さんとこ行った。お前よりも元気そうだったぞ。っつうか、お前、ダメージくらいすぎ」

　クスッと笑ったら、玄もつられて力はないけど笑ってた。

　お母さんに俺が初めて作ったうどん食べてもらった。けっこう美味いって褒められて、完食だったぞって、だからお前もちゃんと食えよなって言って、もう一度額を撫でると、しかめていた眉から力が抜けていくのがわかった。

　あとさ、お母さん、お前が家を出るって知ってたぞって、言えないけど、心の中で暴露しておいた。

　すげぇ嬉しかったんだ。玄のお母さんに、全部じゃないだろうけど、それでも俺は認めてもらえてるんだなぁって。お母さんは、玄が家を出たいと思ってるんだろうな、としか言ってなかったよ。家を出てひとり暮らしなのか、それとも誰かと住むのか、そこまではさすがに超能力者じゃないから心の中を読めてはいないからわからないはずなのに、それでも俺のうどんを食べて、これなら大丈夫って笑ってくれた。

　なぁ、それって、俺らが一緒に住むことをわかっていて、それで玄が自分から言ったら頷いてくれるってこと、だろ？

「食べられるか？」

「あ、あぁ……」

　少しだけ声がさっきよりしっかりしてた。看病なんてしたことないけど、これから一緒に住むようになったら、どっちかが風邪でダウンしたらこうしてお互いに看病すんだろうなぁって、こんなときに不謹慎かもだけど、予行練習っつうか、ちょっと楽しかったりしもして。

「いや、無理そうだ」

「は？　おい、ヤバいのか？」

「あぁ、だから、食べさせてくれ」

　呆れた。マジで、バカだろ、この秀才は。何、甘ったれてんだ。子どもじゃないし、ラブラブバカップルかよ。「あーん」とか。

「すごいな風雅は」

「は？」

「風雅がいてくれるだけで元気になるし、安心する」

「……バッ！」

　今、インフルでヘロヘロで力なんてほぼ入らなくて、太鼓なんてきっと小太鼓叩いたところで笑えるほど軽い音しか出せなさそうな玄が、ふわりと空気みたいな軽さで笑った。その顔がすごく優しくてドキドキした。

「ッカ、じゃねぇのっ、ほらっ！」

　だから、バカップルみたいなことをした。だって、それだけで、しんどそうだった表情が和らぐんだ。恥ずかしいけど、でも、看病のひとつってことでさ。

「あ、あーんって、ほら」

「風雅が照れてる」

「っんだよ！　食わないのかよ！」

　見てんじゃねぇよ、溢すだろうがっ！　って言いたかったけど、なんだよ親子して。「食う食う」なんていつもは絶対に言わないくせに、笑って、冗談みたいに俺みたいな口調で話す玄が可愛くて怒れなかった。

「どう？　あんまだろ」

　っていうか、四十度越えの高熱じゃ味もなんもないだろうけど、やっぱりそわそわして訊いてしまう。

「料理、さして美味くねぇからな」

「……」

「あと、具合悪くなっても俺、お粥アウトだから、うどんオンリーになるからな。いやだったら風邪引くなよ？」

　うちの家は具合が悪くなった奴がいたら、そいつと同じメニューになる。だから、誰かが風邪を引いたらうどんって強制的に決まってた。家族は一緒に、とかそんなんじゃなくて、単純に、一緒のメニューじゃねぇと面倒だからってだけの話。でも、そんなうちで育ったから、玄もちゃんと覚悟をしとけよ。もう、お前がお母さんたちにぶっちゃけたら、そのあとはすんなり二人暮しってことになるんだから。お前待ちだっつうの。

「わかったかっ！」

「い……しょう」

「え？」

「一生、食べてたいくらいに美味いうどんだ」

　大袈裟なんだよ。本当に。ただのうどんなのに、初めて作ったうどんはビビりながら調味料入れたせいで薄味、って言えば聞こえはいいけど、ただ味がうっすい、本当の素うどんだ。だから、一生食べたいなんて大袈裟だっつうの。

「ありがとう」

　でも、嬉しくて、すっげぇ、嬉しくて。

「早く治せよな」

「あぁすぐだ」

　キス、すごくキスしたくて、ものすっごく困ったんだ。




　それからすぐだった。担任に呼び出されて、俺なんかしたっけ？　って、自分の素行っつうか色々を思い返してた。最近はサボりもせずに授業ちゃんと出てるし。まぁ、就職先はまだ決まってねぇけど。

「木砂、さっき連絡があってな」

「？」

「お前がこの前受けた面接なんだけどな」

「！」

　担任の次の言葉を全力で待つ自分がいた。




　びっくりした。

　マジで、ちょっと、ビビった。

　一瞬、ぽかんとした。

「きゃあっ！」

「わりぃ！」

　廊下を曲がったところで女子とぶつかりそうになって、ギリギリでかわしながら謝って、階段を一段飛ばしで駆け上っていく。

「玄っ！」

　教室の古びた扉が壊れそうなくらいでかい音を立てて、振り返った玄が目を真ん丸にして驚いていた。

「玄っ！」

　もっと驚くぞ。

「玄っ！」

「どうした？　風雅」

　息、切れた。運動不足かもな。ひとつ深呼吸をして、玄のリアクションを想像して。

「仕事！　決まった！」

　ほら、すっげぇ、驚いてる。っていうか、玄が嬉しそうに頬を綺麗なピンク色に染めて、目まで輝かせた。あと、数ヶ月したら、この学校にも咲き乱れる桜と同じ綺麗なピンク色。

「仕事！　ほら！　この前、お前がインフルで寝込んだとき、あんときに！　面接いったとこ！　受かったんだ！」

「……」

「仕事！　製造業で！　んで、えっと、ぁ、土日休みで、あとさ、あとさ」

　初めて見たよ。驚きと、喜びと、嬉しいのと、全部がぎゅっと詰まった顔、ってさ、見てるほうの心臓も跳ねるんだな。

「あと、これで、マジで探せるな」

　新居。今、教室だから、その単語は言えないけど、ちゃんと伝わってる。

「……あぁ」

　玄の声が震えてた。俺が玄を感動させてる。

「でさ、玄」

「？」

　俺も、なんか、感動した。仕事を探そうって思った自分にも、就職できた自分にも、感動した。

「ちょっと、お前は、あれ、受験あるからさ」

「？」

「渡辺さんに頼めねぇかな」

　その名前を聞いた瞬間、さっきまでの感動が嘘みたいに表情が青空から曇り空に変わって、あの人いまだに警戒されてんのかよって。ちょっと笑えたんだ。






３　卒業式









　玄と出会えた五月の青空、あれから、すげぇ色々な空を一緒に見上げた。夏の、真っ白な雲がソフトクリームみたいに青色の中にそびえ立つ空、俺のオレンジ色の髪と同じ鮮やかな色をした夕暮れの空、トンボが着物の模様みたいに飛び回る高い秋の空、雪の粒が降りしきる、白に染まる冬の空。そして、今日の空。

「風雅！」

「……玄」

　桜が、まんまるな蕾をたくさんくっつけて、早く咲きたそうにまだ少し冷たい風の中で揺れる、春の空の下、俺たちは卒業する。

　これで、俺らが見た空はそろそろ一年分になるんだな。

「っぷ、玄、俺が緊張するように見えるか？」

　にやりと笑ってた。

　まだこれからもたくさん、いろんな空をふたりで見ていく。一緒に暮らしながら、玄は大学行って、俺は仕事して、でも、同じ部屋に帰る、そんな新しい生活。

「あ、玄、担任が呼んでる」

　廊下に並んで、これから体育館へ向かう。その先頭から担任が玄を探して首をせわしなく動かしていた。

「あぁ、ちょっと行ってくる」

「あぁ」

　あいつは三年生代表としてスピーチがあるから、呼ばれたのはたぶんそれだろ。

「風雅！　準備大丈夫だそうだ」

「あ、マジで？　よかった」

　こいつと出会えたこの学校とも今日で「サヨナラ」かぁ、とか思ってたりもする。

「どうした？　顔が赤いぞ？」

「！　べっ！　別にっ」

「緊張、してるんだろ」

　緊張、なんてしてない。逆だ、逆。すっげぇ、ワクワクしてる。

「風雅、行こう」

　列が動き出した。もう体育館への入場が始まったらしい。

「……あぁ」

　俺らの、卒業式が、始まる。




　もしも、玄を好きになってなかったら、俺は、今日どうしてたんだろう。

　ふと、おごそかな雰囲気で進む卒業式の最中、考えた。ここから真っ直ぐ見上げたところにある放送室の小窓を見ながら、そんなことを思ってた。

　あそこから目が、バチッと音がしそうなくらいに合ったんだっけ。そんで、あのとき、俺は初めて玄の声をちゃんと聞いた。耳に妙だと思うくらいすげぇ馴染む低い声はずっと胸のうちに残ってた。

　あの日がなかったら、俺は、今日ここにいなかったかもしれない。ダルいって知らん顔してたかもしれない。就職だって、親戚のコネ使って入って、適当にやってたかもしれない。あ、豆シバにも出会わなかったな。そっか、そしたら、祭りでお囃子をすることもなかったんだ。あと、他にもさ、言い出したらきりがないけど。でも、一番は。

「今日、僕たちはこの学校を卒業します」

　人を本気で好きになったことだ。

　壇上には最優秀賞がもらえるくらいの優等生、戸津田玄が挨拶のスピーチをしていた。

　やっぱ、玄の声って、すげぇ耳に馴染む。すげぇ好きな響き。

「そして、それぞれの空へと羽ばたきます」

　すげぇ、好き。

　卒業証書をこんな気持ちで握り締める日が自分に来るなんて思いもしなかった。この体育館で始まったようなもんだよな。あそこで目が合ったから、俺は「戸津田玄」を意識した。玄も同じように、あのとき、俺を意識した。

　運命っぽくね？　なんて、胸の内で玄へと問いかけたのと同じタイミングで、玄が壇上から俺を真っ直ぐに見つめた。

　合図だ。

「今日、卒業するクラスメイトへ、そして、僕らを支えてくれた全ての人へ」

　卒業生代表のスピーチは短めに。来賓の方々はこの後も予定が詰まっているから、時間はあまり押さないように。担任からの注意点はそんな感じ。

　俺は玄の合図を確認して、並んでいた列から外れ、真っ直ぐ前へと歩いていく。それを見た奴らがびっくりした顔で俺を見ていた。視線が俺の歩く先を追いかけてる。体育館の正面脇にある扉を開けて舞台袖へ。薄暗いそこには階段があって、放送室へと繋がっている。俺があの日、サボるために見つけた穴場スポットだ。その階段の下に渡辺さんに持ってきてもらっていた大太鼓がふたつ、並んでいた。

　俺が頼んだんだ。渡辺さんにワガママを聞いてもらって、玄は芸大への受験があるから、特別レッスンしてくれって頼んで、「レッスン料は？」なんて冗談言われながらも、みっちり教えてもらった。

「持てるか？」

　玄は太鼓をするとき必ず眼鏡を外す。今も、外して、落っことさないよう、ケースに入れて舞台袖の端に置いた。

「もちろんっ、だっつうの」

　これ、けっこう重いよな。大太鼓。

　玄はそれに慣れてるけど、俺はまだちょっとよろける。慎重に抱えて、舞台の真ん中、ちょうど卒業証書を受け取るところに設置した。

　皆が目を丸くして、舞台の上を見上げてる。

　お囃子で太鼓は叩いたけど、和太鼓ってなれば全然違う。

　今でもすげぇ覚えてる。玄の太鼓を見学させてもらったとき、まだ、俺らは付き合うとか、好き、とかもなかったころ、玄の大太鼓を叩かせてもらったんだ。もちろん、腰も入ってなければ、踏ん張れもしない、ただ手の力だけで叩いた鼓面は音を響かせるわけがなくて、ダサいくらいに小さな音しか鳴らせなかった。

「行くぞ、風雅」

「……あぁ」

　ひとつ深呼吸をして、心臓が持つように、ちゃんと落ち着かせないと。すげぇ音の力に心臓がビビらないように。

　掛け声はなしで、ただ、音だけ。

　合図は玄のかかげるバチだけ。

　すっと、玄がバチを高く天井に向けてかざしたら、卒業式のプログラムに一言も書いてなかった突然の和太鼓演奏、しかもそれを生徒会長で、飛びぬけて優秀でカッコいい玄がやる。同じ大きな太鼓の前に立つのは、劣等生。これってけっこういい感じの対比、だよな。そんな超レアなツーショットに皆が驚いた、次の瞬間。

　音が空気だけじゃなくて、この空間全部を揺さ振った。

　大きく掲げたバチが鼓面を強く叩く。

　そこからは必死だった。

　玄の荒々しくて、強くて、でも、すっげぇあったかい太鼓の音が、重低音なのにちゃんと軽やかで綺麗なリズムを刻む。練習つけてもらって数ヶ月の俺は必死になって全力疾走だ。前へと力強く進む玄を捕まえて、その隣に立っていたいって、がむしゃらになって叩いて、バチ握り締めて振りかざして。

　体育館っていう、音が絶妙に響く空間で俺らの太鼓の音が飛び跳ねて、踊って、駆けて、いっぱいに広がる。

　こんなにすげぇんだな。心臓が音に揺さ振られてるのがわかる。腹の底んところに、音の塊が住み着く感じがする。内側でも太鼓が鳴らされてるみたいだ。俺の体の中に音が溢れてる。

　連打がきつくて、歯食いしばって、腕が悲鳴を上げても、それでも叩いて、叩いて。

「！」

　玄と目が合った。

　壇上には俺らだけ。眼鏡なしで、剥き出しの強い視線が真っ直ぐに俺を射抜いた。

　太鼓よりも、人の心臓揺さ振るなよな。

　目が合って、マジでドキッとした俺の顔を見て、すげぇ満足そうに唇の端だけ吊り上げて笑う。ゾクッとするほどヤバイ優等生が、視線で、ラストだぞって教えてくれる。

　こっから、マジで、腕、もげるかも。

　ふたりで、めいっぱい腕の力の限界まで叩いて、そんで──最後、片手をお互いに高く、一番高いとこに伸ばして、大きく一振りで鼓面を打ち鳴らした。

「っ、はぁっ、はぁっ」

　心臓、破裂するかと思った。

「卒業、おめでとう、風雅」

　玄がそこにいて、笑っていた。




「すっ……ごかったっす！」

　豆シバが目を輝かせて、見えないけど尻尾もブンブン振ってそうなくらい大興奮で騒がしい。卒業式は在学生も出席だから、豆シバも俺の初和太鼓を見学していたわけで。

「風雅君！　ちょおおおお！　カッコよかった！」

　他校のはずなのに、なんでかポニテがいて、めちゃめちゃ頬を真っ赤にしながら、ぴょんぴょん飛ぶから、後ろでしばった馬の尻尾がずっと跳ねてる。

「俺がみっちり、手取り足取り教えたからな。今度は別のレッスンもしてやろうか」

「や、いらないっす。間に合ってます」

　渡辺さんはこの大太鼓を運ばないといけないから、この卒業式に出席していた。しかも来賓の席にいてビビった。来賓のトコにいるなんて思わないだろ。和太鼓の演奏が終わって、どうにか玄についていけたって、ホッとしながら壇上脇の階段を下りたらそこに渡辺さんがいた。スーツ姿とか初めて見た。いつものだらしのないこの人からは想像できないようなギャップに吹き出すかと思ったんだ。

　この和太鼓演舞は俺が玄に提案した。

　最後、玄と一緒にやってみたくて。俺の人生をまるごと変えやがった玄と一緒に、あの日、揺さ振られた太鼓を俺も響かせてみたかった。今日から始まる、俺達の新しい生活に向けてさ。

　ちょっとだけ、あの和太鼓をやってるときの、すっげぇカッコいい玄を皆に見せるのはもったいないんだけど、最初で最後ならいっかなって。

「風雅君！　玄君は？　全員で写真撮ろうよ！」

「あー……」

　でも、やっぱ、ちょっとだけ後悔。

「うわぁ……すごい大人気」

　そりゃ、そうだろ。男の俺が惚れたくらい玄の太鼓を叩く姿はカッコいいから。女子がもうここしかないと突進して押しくら饅頭合戦になってた。あれ、中心にいる玄はしんどいだろうな。まさに揉みくちゃってやつだ。

　何、囲まれたまんまになってんだ。

「おいっ！　玄！」

　でっかい声で女子の群れの隙を作って、そっから手を伸ばし、玄だけを捕まえて引っ張った。

「皆が写真撮ろうってさ」

「助かった。ありがとう、風雅」

「当たり前だろ。玄は俺のなんだから」

　言い終わるのよりも早く、今度は豆シバとポニテが飛びかかってきた。そんで、渡辺さんがちゃっかり通りかかったうちの学校の生徒にカメラを託し、高校生の輪の中にしれっと混ざってた。

　太鼓が繋げた、なんか奇妙な組み合わせだけど、すげぇ居心地がいい。騒がしくて賑やかで、楽しくてさ。

「あ！　玄！　お母さんじゃね？　あれ」

「あぁ、本当だ」

　玄のお母さんを人波の中で見つけた。ポニテと豆シバはこれから、俺がバイトしてたラーメン屋でデートらしい。渡辺さんは「若いっていうのはいいねぇ」なんておっさんみたいなことを、って、おっさんだったっけ。言いながら、にこやかにどこかへ消えていった。

「風雅君、太鼓、すごかったわ」

「あ、ありがとうござい……まっ？」

　ふたりで駆け寄って、俺らの太鼓に感動してくれた玄のお母さんにお礼を言いかけたところで、目玉が飛び出るかと思った。

「こっ！」

　だって、玄のお母さんの隣にいるのってさ、いるのって。これって。

「こっ、こんばんは！」

「アハハ、面白い友達だな。玄。木砂風雅君。話は色々伺っています」

　だって、これ、この人、玄の親父さん、だよな？

「初めましてっ！」

「初めまして」

　すげぇ、渋くてかっけぇ。玄も大人の男になったら、こんな渋い感じになるのか？　超絶カッコよくねぇ？

　見たことなかったんだ。玄の親父さんって仕事がすげぇ忙しい人らしくて、俺がどんだけ入り浸っても遭遇したことは一度もなかった。

「是非、玄を宜しくお願いします」

「え、あ、えっと……」

　深く頭を下げられて、玄と同じ艶のある黒髪が綺麗で、言葉を失う。

「こ、こちらこそ、ずっと、これからも宜しくお願い、します」

　だから、つっかえつっかえになったけど、ちゃんと言った。玄とのことをどんな形であれ認めてくれることに感動して、声がひっくり返りそうになったけど、ちゃんと挨拶をして、頭を深く下げた。

「そのうち、ふたりで夕飯でも食べにおいで」

「……はい」

　玄と同じか、それ以上に優しい声に目尻がじんわり熱を持ったのを感じた。






４　うち









　誰もいなくなった校舎を歩きながら、そっか、もうここに来ることはないんだなぁって不思議だった。

　毎日来て、毎日、クラスメイトと話して笑って、そんで、毎日、玄と顔を合わせた場所。

「先生方への挨拶、終わったか？」

　この教室で玄の顔を見ることは、もう、ねぇんだって。

「……あぁ、終わった」

　進路を急に芸大に変えた。玄の進路は最初、超が付くほどのエリート大学だった。うちみたいな普通校からそんなところへ進学する生徒がいるって、担任含め、職員室は少しざわついたらしい。でも、それは変更されてしまった。担任はびっくりしただろ。生徒会長の心変わりにビビっただろうし、何があったんだって心配させたから、卒業式の後、改めて挨拶をしに行っていた。あと現国の先生にも、毎日通って、小論のことで色々アドバイスもらったからお礼をしたりして。もう、校舎には俺らしかもう残ってない。

　俺こそご迷惑をおかけしましたって挨拶するべきなんだろうけど、そこは遠慮して、ちょっと学校の中を散歩して回ってた。玄と歩いた廊下、つまずいて転びそうになったところを抱きとめられた階段、ふたりで隠れるようにキスした屋上、あっちにもこっちにも玄との思い出があって、感動っつうかさ。

　玄との思い出がいっぱい詰まったここを卒業するんだと思ったら、切なくなった。

「よし、じゃあ、帰っか」

「……あぁ」

　今日からは、毎日、玄と──。

「俺らの、部屋に」

「そうだな、風雅」

　同じ部屋に帰るんだ。




　俺の就職先が決まってすぐ本格的に部屋を探した。玄の希望どおり駅からはそんなに離れてなくて、真っ暗な夜道もない。俺の就職先と玄の芸大のちょうど真ん中辺り。ふたりで遊びながら探しまくってたから、あらかじめ目星はついてたんだ。

　玄は受験があるから、俺が家具とか家電とか調べて、選んでさ、ポニテと豆シバも面白半分でくっ付いてくるから、お前らもそのうち新居探しすんだろ？　って、からかって、真っ赤になった豆シバが面白かったっけ。あのふたり、くっつくのいつになるんだろうな。あれじゃ相当かかりそうだ。

　皆は今頃、卒業式後のクラス会に出てるはず。俺らは玄が職員室に行ってたから、そっちには参加しないで、そのまま帰ってきた。ふたりの部屋に、並んで帰る日をずっと楽しみにしてたから、俺らはばっくれた。

「なんか、照れるな」

　ここが俺らの「うち」になる。鍵を開けると、南向きの窓からいっぱいに夕陽が差し込んでいて、眩しかった。まだ慣れない部屋にふたりでドキドキしながら、鞄置いて、卒業証書をテーブルに、たくさんの花と一緒に並べて、そんで、ちょっとガキっぽいけど、手を繋いで、寝室に何も言わず向かった。

　そして、今は、これから毎日一緒に眠るベッドの上にふたりで座ってる。全部がふたり分、でも、ベッドはひとつ。

「風雅……」

　男同士だけど、この部屋にはセミダブルのベッドがひとつあるだけ。狭いけど、シングルベッドであんだけ引っ付いて寝ててもイヤじゃなかったんだ。むしろ、楽しかったくらいだから、これで充分だろ。

　これならさ、喧嘩しても手が届くっつうか、肩がぴったりくっつくくらいだから、仲直りも簡単にできそうじゃねぇ？　あ、でも、喧嘩したまんま、陣取り合戦もありかもな。面白そう。ケツで押し出し合ったりして、そんで、結局、笑えてきて、ほら、簡単に仲直りだ。

「ン、玄」

　男同士だけど、好き、なんだ。

「たしかに、少し照れるな」

「だろ？」

　目が合って、お互いに頬が少し赤くて、なんか照れ臭くて笑ってた。俺達の新しい寝室に、クスクスって穏やかで甘い笑い声がふたつ重なる。玄と俺の笑った声が部屋に満ちていく。

「風雅、卒業おめでとう」

「あぁ、マジで」

「そうだな、マジで、だな」

　またふたりして笑った。だって、俺が普通に就職先も決めて、普通に卒業なんてしたら、そりゃ「マジ」って優等生も呟くよな。俺も驚いたし、俺の親父も母ちゃんもビビってた。

「玄も卒業おめでとう」

　すげぇよ。あんな難しい大学、一発勝負とか、絶対、胃に穴開くっつうの。

　でも、玄は受かった。合格したってわかった瞬間、最高に嬉しかったんだ。自分のことみたいに、本当に嬉しかった。

「あぁ」

　ふわりと女子が黄色い悲鳴をあげそうなカッコいい笑顔を向けられて、胸のところが、きゅっと締め付けられる。鼓動が早くなって、じっとしているのが難しい。

「あ、あと、あとさ」

「風雅」

「？」

「俺が言いたい」

　玄が身体を前に倒したら、ベッドのスプリングが少しだけ傾いた。

「これから、末永く、宜しくお願いします」

　まるで、初夜だ。

「こ、こ、こちらこそ、ずっと、宜しく」

「風雅」

　名前を呼ぶから素直に顔を上げると玄が息苦しそうに眉をひそめて、真っ直ぐに俺の心臓を刺し貫いた。

「我慢、できなくなるぞ、そんな可愛いことを言うと」

　額が触れ合って、吐息が唇のところで混ざり合う。

「いいじゃん」

「？」

「もう声もなんも、我慢しなくていいんだから」

　もう、隠れてコソコソキスしなくても、親がいつ帰ってくるのかって心配しながら耳だけピーンと緊張させて抱き合わなくてもいい。玄のことだけを考えていていいんだから、我慢も制御もしなくていい。

「だろ？　玄」

　もう、隠れなくていい。

「あぁ、そうだな、風雅」

　マグも歯ブラシもふたつずつ。玄関には俺と玄の靴が一足ずつ。洗濯物はふたり分、そんで、ベッドの上にはふたつの影がくっついて、傾いた夕陽で、長い長いひとつの影になっている。




「ン、玄っ……ぁ、首筋」

　ちゅ、って音を立てて吸われて、またビクビクって大袈裟なくらいに身体が跳ねる。

　体勢を入れ替えて、俺が玄の上に乗っかった。少し驚いた玄が銀縁眼鏡越しに目を丸くして俺を見上げてる。

「口で、させろよ」

「ッ、風雅っ」

　何も気にせず、玄のことだけ考えていていい。それがすげぇ俺を敏感にさせる。気持ちよくて、甘くて熱いセックスに夢中になれる。

「風雅っ」

　ベッドに腕をついて上体を支えている玄をチラッと見上げると、苦しそうに眉をひそめて、俺の唇を睨みつけてる。

「ン……ん、ん」

　熱くて硬くて、太い切っ先にキスをして、ぺろりと舐めて湿らせてから、まるで俺の中に招くときみたいに唇で玄の切っ先から丸み、くびれ、血管が浮く竿をしゃぶった。フェラを見つめる玄を見つめ返しながら、唇をせわしなく動かして扱く。甘い溜め息を吐く、玄のすげぇセクシーな表情にゾクゾクが止まらない。

「風雅……っ、はぁ」

　俺の黒髪を優しくすいていた玄の指先がうなじを撫でて、背骨を辿っていく。その指先を追いかけるように快感が駆け抜けて、腹の底が熱くなる。

「んんんん、ン、」

　優しく背筋を撫でてくれる指先に身体は悦んで、素直に背中を反らせると、玄の手が強めに俺の太腿を掴んだ。

「風雅」

　まだ、玄が俺の舌に気持ちよさそうにする溜め息とか、声とか聞きたいのに。

「ちょ、玄」

　そのまま指が食い込む強さで身体の向きを変えられ、玄のほうに向けさせられ、丸見えになったそこに玄の指が突き立てられた。

「んんんっ！　っあぁぁっ」

　もう何度もしたのに、何度も玄とセックスしたのに。そこがまるで「初めて」みたいに玄の指をペニスと間違えたのか、きつく締め付ける。

「風、雅」

「あ、あぁっ……ン、ぁ、玄の指、ぁ、すげ」

　きゅうんって締まった中が指に吸い付いて、濡れた音が止まらない。

「風雅の中、すごい熱い」

「んんっ、ぁ、そこ、ダメ、だって、今日は、ヤバ」

　俺の中を俺以上によく知ってる指先はなんなく前立腺を見つけて、中の感触を堪能するように、指の腹で刺激する。ビクビクッ！　って、過剰すぎるくらい身体が反応して、もっと続けたいのにフェラをする余裕が一瞬で消えた。今、その粒を押されたら、おかしくなる。なのに、玄の指先は遠慮もせずに、今夜からは我慢しなくていいんだよって、嬉しそうに俺の中を掻き混ぜてやらしい音を派手に鳴らす。

「ン、んっ……ン、ぁあっ……ン、も」

　すげぇ格好。身体の奥を見せ付けるように脚を広げて、そこに長い指を咥え込んで、綺麗に切りそろえられた爪先で奥まで掻き混ぜられる。四つん這いだったはずの俺は指がくれる刺激に耐え切れず、自分の唾液で濡れた玄のペニスを握りながら、甘ったるい声で啼くのを止められない。

　くちゅ、くちゅって、やらしいけど、小さくて控えめな音が部屋に響いてる。玄の長くて骨っぽくて、バチを握り締めると、どこか芸術作品みたいに思える指先が俺の中にいて、中を擦って、舐めるように広げて、そして、奥までずぶりと突き立てられる。

「あぁぁっ……」

　気持ちイイ。でも、もっと、欲しい。

「玄っ」

　この指先でも、届かないとこで気持ちよくなりたい。

「なぁ、玄」

　刺し貫いて、掻き混ぜて、くちゅ、なんて可愛い音じゃ済まないほど、やらしくてスケベな音がする、濡れた俺の中、一番奥んとこ。

「も、欲しい」

「……」

　そこを突き上げてくれるのは、玄の、だけ。

「玄、俺ン中、来て」

　玄の火照った身体がじんわり汗を滲ませて、綺麗に艶めいて、見てるだけでもゾクゾクする。全部欲しくなる。どこにも乱れたところのない完璧な優等生が、俺と繋がったときだけ、ただの玄になるなんてさ、最高に興奮するだろ。

「玄」

　四つん這いをやめて、脚は大胆に開いたまま、今さっきまで指を咥え込んでいた孔を見せ付ける。玄のことが欲しいってヒクつく孔を見せて、誘うようにキスをしてから名前を呼んだ。

「玄、ぁっ」

　孔の口に切っ先がキスした瞬間、身体が沸騰した。

「あ、ぁ……」

　突き立てられて、孔の口は抵抗することもなく美味そうにそれを飲み込んで、身体の中心が玄で埋まっていく。俺の中を堪能するようにじっくり舐めるように抉じ開けられていく感覚。ゆっくり、じれったいくらいなのに、もう沸点のギリギリ。

「すげ、玄の、熱い」

　俺の中に玄がいる。それがすっげぇ嬉しくて、腹のところを手で撫でた。

「っ、風雅っ」

「あぁぁぁぁぁっ！」

　じれったいほどゆっくり俺を攻めていた、太くて硬い熱の塊が、グンって一気に奥まで差し込まれた瞬間、自分の腹の上に白い体液が派手に飛び散った。

「あ、ちょ、玄！　今、俺っンンンンっ」

　イッた直後のきつい締め付けを味わうように大胆に擦り付けられて、たまらなくて喘いだ唇に噛み付かれるようにキスされる。舌で口の中を掻き混ぜられながら、突き刺さる硬さに眩暈がする。

「風雅っ」

　俺の上で激しく腰を振りたくりながら、眉を寄せて、息を乱して、溢れる唾液を何度も飲み下して、また、俺の中を掻き混ぜて。

「ン、玄」

　ゾクゾクしておかしくなりそう。

「玄、もっと、奥、来いよ」

　根元まで、全部、俺の中に入れて、俺の中にだけ、その熱を吐き出して。全部独り占めしたい。

　刺し貫かれただけで、どぷりと射精した俺の粘膜を掻き分けて、攻め立てられるとたまらなくて、またイきそうなくらいに気持ちよくて、声が止まらない。

「あ、あぁぁっ！　ン、ぁ、そこっ、ぁ……気持ち、イイ」

　やらしくて卑猥な濡れた音が遠慮なしに自分の喘ぎ声と一緒に部屋に響いてる。

「あぁああああ！」

　腰を鷲掴みにされながら、ペニスを根元まで突き立てられた瞬間、また軽くイった。突き上げられるのと同じタイミングで、ぴゅっと飛んだ白が乳首にまでかかって、それを追いかけるように、玄の唇がツンと尖がった乳首を吸う。

「んんんっ」

　吸われて、唾液でびしょ濡れになった乳首は、玄の唇が離れるのを拒むみたいに真っ赤に色づいて、やらしかった。

「あぁぁっン」

　コリコリした感触を指でたしかめられて、ずぷりと突き刺さって俺の中を独り占めしてる玄のペニスにきつくしゃぶりつく。

「風雅」

「ぁ、玄」

　覆い被さった玄の重さも気持ちイイ。至近距離で目が合って、視線を絡ませたまま、繋がった場所ももっと濃厚に絡ませて、掻き混ぜて、本当に溶けそう。

「好きだ、風雅」

「ん、ンンっ……ンふ……ン、くっ……」

　こいつは、俺のもの。

「玄、中でイって」

　俺だけの、玄。

「っ」

「俺の中にたっぷり、くれよ、玄の、全部」

　首に腕でしがみついた。ぎゅっと全身で抱きつきながら、俺からもキスをして、舌をしゃぶられながら甘く啼く。

　声も、気持ちも、触れ合うことも我慢しなくていい。裸で絡まり合って、大胆に身体を繋げて、玄をこの腕の中で独り占めできるんだ。

「ずっと、玄、っんん、ぁ、あぁっ！　あ、奥っ、ぁ」

「風雅っ」

　折れそうなくらい抱き締められて、俺も必死に玄に抱きついて。

「好きだ」

「ぁ、あ、あぁぁぁぁぁぁっ」

　声、我慢しなかった。

　誰のことも気にしないで、玄のことだけで全部をいっぱいにするセックスは何度でもイけるほど気持ちよくて、甘くて美味い。中に玄を感じながらちょっと泣くくらいに幸せで満たされていた。




　すっげぇ気持ちよかった。もうなんかやらしいこともいくらでも言えたし、できたし、思い返すと顔が熱くなるくらいに恥ずかしいおねだりとかもしてた。でも、欲しいだけ抱き合って、トロットロになった後、誰に遠慮することもなくふたりで風呂入ったら、今度は急に楽しくなってさ。

　そんなに広いわけじゃない風呂の中で水のかけ合いとかして遊んでた。あの、夏祭りでお囃子の手伝いをしたときみたいにふたりしてはしゃいで、狭い風呂の中は逃げ場なんてねぇのに、お互い大笑いしながら水ぶっかけ合ってさ。修学旅行のノリだった。

　風呂から上がっても、そのノリは続いてて、髪を乾かしながらジャレついたりして。でも、本当に寝るってなったら、今度はお互い照れて、はにかんだりなんかして。

　初夜じゃん。これから毎日こうして一緒に寝るんだなぁ、なんて。すげぇドエロいセックスしてさ、でも、生活感丸出しっていうか。そのままじゃ寝れないだろ？　だから、シーツ取り替えて、洗って、干して。イチャつくだけじゃない。日常が俺達の中にちゃんと混ざってるのが嬉しくて、照れ臭くて、洗剤の香りがするシーツに鼻先を埋めた。

　──おやすみ、風雅。

　──お、おぉ。

　感動した。

　今日は一緒に寝たい、そう思ったって、それぞれの帰るうちは違うから、思ったとおりになんてできなかった。あれとは違う。夏にバイトで二週間一緒にすごしたのとは違う。本当に本物の、生活をする。

　なぁ、それって、すごくねぇ？

　こうして抱き合ったまんま寝られる。玄の体温と俺の体温が混ざる布団とか、たまらなく嬉しくて、きっと今夜見る夢は最高に幸せだと思ったんだ。




　寝て起きたら、玄の寝顔がすぐそこにあった。

　今、俺って世界で一番、玄の近くにいるんだな。寝息が俺の鼻先に触れてあったかかい。

　睫毛が長く、すっと通った鼻筋、少し薄くて頭のよさそうな唇は無防備にほんの少しだけ開いている。目、閉じてんのに美形ってわかる整った寝顔。

　これを独り占めできる。ずっと、今からずっと。

「そんなに見つめられると、襲いかかって欲しいのかと勘違いするぞ」

「え？　起きっ…………ンっ」

　瞼が開いたら、パッと飛び込んでくる夜空みたいに綺麗で深い黒色の瞳に、驚いた顔の俺が映り込んでた。でもそれを見ることができたのは一瞬だけ。濃いキスで唇を塞がれて、近すぎて焦点が合わなくなったせいで、玄の黒い瞳の中はもう見えない。

「ン……ふっ」

　舌が俺の口の中をまさぐって、くちゅっ、って部屋の中に甘いキスの音がする。その音の合間に漏れる俺の吐息が幸せそうで、キスしながらちょっと照れる。じわっと身体が火照って、玄と朝からイチャついてることに嬉しくなって、このまま、朝から。

「っ！」

　甘いセックス、って思って、すっげぇ油断してた。

「ちょっ！　たっ！　タンマっ、アハッ、アハハハハハハ！」

　だって、身体を起こして、覆い被さってきて、そのまま甘ったるいキスされたらセックスすんだと思うだろうが。

「げんっ、アハハハハ！　ちょ、マジでっ」

　でも玄は俺に覆い被さるっつうか、マウントポジション取った体勢で俺の脇を思いっきりくすぐり始めた。弱いんだって。すっげぇ、くすぐったくて、逃げようと必死になって身体をくねらせてるのに、ホントにお勉強だけできる優等生と違って、俺の玄は優等生な上にバカ力なんだよ。同じ男で、喧嘩だってけっこう強いはずの俺ですら抵抗虚しくくすぐられ悶絶させられまくるほどのバカ力。

　ホント、息できなくなるから。

「アハッ、ちょ……てめ、ずりぃぞ」

「……好きだ」

「！」

　ようやく悪魔の手が動くを止めてくれて、どうにか呼吸を再開できたところで、ぽつりと、言われた。

　何度も言われて、何度も言った言葉なのに、玄が俺の上で朝日を浴びながら輝く笑顔で告げてくれて、胸のところがじんわりと熱くなる。

「覚えてるか？　まだ、好きだって言えずにいたころ、俺が苦手なアボカドをポテトチップスを食べさせられたときのこと」

　覚えてるに決まってるだろ。お前と過ごした時間全部がその笑顔と同じくらいキラキラ光って俺の中いっぱいに詰まってるんだ。全部、ちゃんと覚えてる。

　あのとき、アボカドが嫌いだって言った玄を騙して食わせてから、それアボカドだぞってからかったんだ。そしたら、むくれた玄が俺の脇腹をがっしり掴んで、今みたいにくすぐってきた。止めろって必死に抵抗しても、涙が出るくらい笑わせられて、呼吸困難で心臓が……いや、違うかも。急に縮まった玄との距離に心臓がバックバック飛び跳ねて大変だった。

「あのときも、言いたかった」

「……玄」

「好きだって」

　ようやく言えたって感じにひとつ溜め息を溢して、笑ってる。

「俺も、すげぇ、好き」

　初夜、最高だった。気持ちよくて、幸せだった。朝は、なんだろう、ドキドキしてワクワクして、笑いまくる楽しい朝だった。俺らのこれから始まる毎日も同じようにでかい声で笑い合えるようなものになればいい。そう願って、キスをした。

「風雅」

「ン」

　玄もそう願ってるって、キスで触れた瞬間、わかった。啄むように唇を吸われて、なんとなくだけど、今、一緒に同じことを願った気がしたんだ。

「おし、朝飯にすっか」

「なんだ、しないのか？」

「玄がかわしたんだろ？」

　クスクスって、穏やかな笑いが朝日で明るく照らされた部屋の隅々にまで広がる。

「だって、これからずっと一緒にいるんだぜ？」

　セックスも、キスも、でかい声で笑い合うのだって、好きだって告白するタイミングだって、いくらだってある。いつでもできるから、とりあえず飯だろ。

「玄、一緒に飯、作ろうぜ」

　これからは朝飯作りながら、イチャつくことだってできるんだぜ？　すげぇ最高じゃん。そう思いながら笑って、玄と手を繋いで、ふたりで、裸足でペタペタって足音をさせながら新しい「うち」の中を歩いて、キスして、また歩いてた。




　あっという間に春が来て、桜が満開になったころ、俺は社会人として、玄は芸大生として、新しい生活が始まった。まだ始まったばっかで毎日知らないことだらけで、終わりにはもうヘトヘトだ。

　難関大学なだけあって、玄は課題だ、授業だ、レポートだって、少し大変そうだけど、好きなこと、ずっとやりたいことに集中できる環境をとにかくすげぇ楽しんでる。だから、ちょっとだけ、笑ったりとかさ、人間くさいところが大学の中でも出てきたみたいで、嬉しい反面、ほら、やっぱ、俺としては少しだけ心配だったりして。

　だから、大学の友達との飲み会に俺も参加させてもらうことになった。でも、そうなると今度は玄のいらない心配性が出てきたりして、俺がどっかのリーマンにさらわれるんじゃないかって、ありねぇから。でも、それはそれで俺としては面白かったりもする。

　つまりは毎日、すげぇ好きだなぁってお互いに実感してる。

「な、なんだこれっ！　おおおお、おい！　おい！　玄！」

　びっくりした。マジで、本当にびっくりした。

「……風雅、カッコいいだろ」

「はぁぁ？　そういう問題じゃねぇだろ！　つか！　なんで、お前も自慢気なんだよっ！」

　そこは必死になって止めろよ。

　そんな新生活の中、まだバタついてるけど、渡辺さんが来いよってうるさいから、久しぶりに俺も和太鼓サークルに顔を出した。そしたら、すごいことになってた。

　玄が少し口元を緩めてうっとりとした眼差しを向けた先にあるのは──。

「よく撮れてる」

「……バカ」

　そこにはでっかいポスターが貼ってあった。俺と玄が卒業式の日にした大太鼓のデュエット演舞、それをいつの間にか撮られてて、サークルの部員募集のポスターにされてた。バチを握り締め、今から思い切り振り下ろす瞬間に俺らが見せた真剣な横顔。

　っていうか、俺、ここのサークルのメンバーじゃねぇし、そもそもこの太鼓自体がサークルでやったものじゃねぇだろ。

「いい感じに撮れたでしょお」

「おまっ！　おい！　ポニテ！」

「言わなかったっけ？　私、カメラ好きなの」

「知らねぇよ！　俺、部外者だろうが」

　渡辺さんがふらりと現れ、ヘラヘラと力の全く入ってない笑顔で、俺らと並んでポスターを見上げてる。

「寂しいことを言うなぁ。超多忙な俺が太鼓レッスンしてやったんだ。無報酬なわけないだろ。いい写真だよ。ふたりとも真剣な顔してる」

　こんな写真が撮られてて、それがポスターになってることにも驚いたけど、でも、俺ってこんな顔できるんだなぁってことに、何より驚いた。

　ダラけて適当なことばっかしてた俺がたった一年、たったひとりと出会っただけで、こんな顔ができるようになるんだと。ちょっと感動した。

「あと、ラブも詰まってる」

　ポニテがニコッと笑って首を傾げたら、馬の尻尾みたいな髪がぴょんと跳ねた。

「ったく……」

　そりゃ、詰まってるだろ。ラブなら今、この身体の中にすげぇ詰め込んでる。

「風雅？」

　クソ恥ずかしい。まさか自分がポスターになるなんて思いもしないだろ。でも、玄のそんな嬉しそうな横顔見れたら、もう、何も言えない。

「い、いいんじゃね？　た、のしかったし」

　あのときのことは一生忘れない。あのとき、目の前にあった光景を俺は一生、太鼓の音に揺さ振られた心臓に刻んでおく。ずっと、玄と一緒に歩きながら、あのときはこうだった、このときはこうだったって、思い返して。笑って、一緒に寝て、起きて、飯食って、いくつもいくつも重ねていきたい。

「あぁ、すごく楽しかった。あんなに太鼓をやっていて震えたことはないよ」

「……玄」

「最高の瞬間だった」

　だから、そんなふうに笑われるとさ、クソ恥ずかしいのも、俺がここのサークルメンバーじゃねぇとか諸々のツッコミも全部どうでもよくなって、ただ、いいじゃんって笑っちまう。

「おーいふたりともぉ、太鼓始まるよ」

「あぁ、ほら、風雅」

　玄の生き生きとした太鼓の音にあの日、足が止まった。心臓が大きく踊って、身体が飛び跳ねた。そこから約一年後、今度は俺が太鼓を叩いて、玄を揺さぶったんだな。

　もう一度ポスターを見上げた。

　そこには真っ直ぐに鼓面を見つめて、強い眼差しで、聞く人の身体も心も揺さ振る、何にも負けない音を奏でる俺と玄がいた。

「風雅」

　差し伸べてくれる手をしっかりと握り合って、まだ、これからも続く時間をふたりで並んで進んで行こう。玄の太鼓で止まった脚、あの音で始まった恋。今、俺たち、それぞれふたつの音が重なった。

「……あぁ、玄」

　手を繋ぐように、キスをするように、抱き合うように、音はぎゅっとくっついてひとつになった。これからも、まるで鼓動みたいに俺達の周りで賑やかに駆け回って踊っている。ずっとずっと、自然に俺らの周りにあるんだろうな。振り返ると、俺らがラブをいっぱい詰めて太鼓を叩く写真がある。そして、繋いだ手の中にはそのときよりも密度の増したラブがあって、零れることなく俺達の間でどんどん育っていく。もう隠すことはできないくらいたしかな熱量で俺達を繋げてくれていた。
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バチ当たりな生徒会長は不良くんを誘惑する　下巻
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